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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「フェル。たとえばもし、お前が本当に王女だったとしたら。求婚を受けてくれるか？」

　エルラントを出立する日の朝、仮かり初そめの夫──だったひとは、ぽつりとそんなことを尋たずねてきた。群ぐん青じようの瞳は静せい謐ひつで穏やかでも、どこか押し殺した感情の揺らぎが見え隠れする。

　──だから、自分は。

　彼とちゃんと、本音で向き合おうと思ったのだ。

「わたしの答えはひとつです。そんなの、もちろん……」

　ゆっくりと唇くちびるを開き、紡つむぐ言葉は。




「いいえ、に決まってるじゃないですか！」




　──満面の笑顔で断言すると、目の前の相手が、無表情のまま音を立てて固まった。
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（どこだ、ここは）

　正気に返って最初に目に入ったのは、冷たい石壁と、鉄てつ格ごう子しを通した景色けしきだ。

　皇こう宮ぐうの北端。貴人用の牢に、繫つながれているらしい

　──いつからここにいる？　そうだ、冬至ユールの、あのおぞましい事件から。

（クロウ。クロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラント！　愚おろかで忌いま々いましい我が弟よ。……お前が、この僕を裏切ったこと。そしてあの雌めす犬いぬを庇かばったことは、やはり誤りだったよ）

　なぜならこうして自分は生きている。半年にわたる幽ゆう閉へいで凝こり固まった身体からだの機き能のう低下にはいささか不満もあったが、すぐに戻るだろう。

　そして、長らえている限りは、あの屈くつ辱じよく、あの恨うらみを決して忘れはしない。思い出すだけで煮えくり返るはらわたを宥なだめるように、彼は伸びた爪つめを脇腹に立て、くっきりと浮いた己おのれのあばらをむしるように摑つかんだ。

　記憶はまだらに抜けているし、手足はまるでしなびた枝切れのようにやせ細っていた。けれど、炯けい々けいと輝く薄うす青あおの瞳が、彼の、正気と狂気とを同時に棲すまわせる心を語る。

　外は混乱しているようだ。長ちよう兄けいが反乱を起こし、皇宮を制圧しつつあるのだとは、檻おりの中にも切れ切れに届く情報の断だん片ぺんで分かった。

　それだけで、十分だ。

（どうせ、皇こう籍せきに戻ることは叶わない。クロウびいきのジルフォード兄上が帝位に即つけばなおのこと。もはや、僕の人生など終わったようなものだ。……だから）

　──可愛いクロウ。聡そう明めいで慈じ悲ひ深ぶかい黒こく龍りゆう公こうよ。

（そして、ああ）

　この手で縊くびり殺してやらねば、気がすまない。あの小娘。

　憎ぞう悪おも余れば、恋れん着ちやくに似るのかもしれない。それほどまでに強烈に、脳のう裏りに焼き付いて離れないあのおもざし。

（この僕のすべてを何もかも台無しにした、シレイネ＝アリステル＝ユナイア……！）

　遺い恨こんを念入りに反はん芻すうし、彼はうっすらと嗤わらった。

　こうして、死に損ぞこなった命だ。

　我が残ざん軀くは、お前たちの魂たましいを闇やみに塗りつぶすことで、有効に使ってあげようじゃないか。
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「安いよ美う味まいよ！　今朝仕入れたばかりのジャガイモが、ひと箱でなんと銅貨十枚だ！」

　ユナイア王国が首都、ベルファスティス。白はく壁へきに紅あかい屋根の家々が連つらなる街並みの美しさから、『北ほつ方ぽうの瑪め瑙のう』の異称で知られている。

　その下町の朝市に、威い勢せいのいい掛け声が飛び交かっていた。

　ひと箱くれ、いやふた箱だと口々に叫びつつひしめく主婦たちの合間を縫ぬって、ひときわ高く澄すんだ声が響く。

「おっちゃん七箱ちょうだい!!」

「おや、フェルディアちゃんじゃねえか。ほう、一気買いか。最近なんだか景気いいねえ」

「ふふふ。安い時にまとめ買いして、数日はネタを変えながら芋いも料理で回し続けるなんて基本のキですよ。仲間たちから『フェル姉ちゃん、ぼくもう芋は嫌だ』『芋がっ……芋がぁあっ……』『きのう芋に追われる夢を見た』と泣かれる頃が引き際です」

「いや、遅おせェだろ。そうなる前に勘かん弁べんしてやれよ。……はいよ、毎度あり！　無茶もほどほどにな！」

　店の親父と軽口を交わしながら突き出した腕は、芋七箱をどうやって持ち帰るのか不思議なくらい白くか細いが、そこは「台車つきで買い物なんで！」と胸を張っている。

　夕ゆう暮ぐれ色の瞳ひとみは明るい光を宿し、長く波打つ緋ひ銀ぎんの髪は、芋袋の口を縛しばっていた紐ひもで適当に分けて括くくってある。ほっそりした肢し体たいを包むのはつぎはぎだらけの流行遅れの服。小さな足には、よく手入れされているが、踵かかとも爪つま先さきも欠けてところどころニスのはげている古びた革の編み上げ靴。

　それから。

「ん？　ちょっと、なんかいいにおいがしないかい？」

「あら、そうねえ。洒落しやれたオードコローニュみたいだけど、あの親父以外このへんに男なんて……？」

　すぐ後ろに並んでいた主婦たちから怪け訝げんそうな声が上がったが、フェルは気づかないふりをする。

（よし、目的達成！　明日は人にん参じんで明後日あさつてがかぼちゃ。買い逃さないようにしないと。でも、すぐ手に入ってよかった！　市が立つ前から早起きして順番待ちした甲か斐いがあったなあ。……これで今日も仕事頑張れそう！）

　ふと空を見上げると、抜けるような蒼そう穹きゆうが広がっている。さっと刷はいたように淡あわい雲が、空の色に濃のう淡たんをつけていた。

（わあ、いーい天気だなあ！　もう、こんな季節かあ）

　夏が過ぎ、秋が訪れ、冬の雪が溶けて、春が終わろうとしている。

（もういくつ寝るとワルプルギス、ってね）

　歌うように心の中だけで続けて、フェルはそっと口許をほころばせる。

　時が経たつのは本当に早い。

　そしてまた、夏が来る。

　──あなたと別れた、夏が。
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「お帰んなさいフェルディアちゃん、重かったでしょ。ごめんなさいね、出勤前の忙しい時間に。朝のお祈りを頼まれなければアタシが買い出し行ったのに……」

　帰宅早々、扉とびらを開けて出迎えてくれたのは、真紅の髪の燃え立つように鮮やかな、顔に一本傷の走る美び丈じよう夫ふだ。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうにして、大体の人間が見上げるほどの上うわ背ぜいがあるが、なぜかオネエ言葉の聖職者──フェルの暮らす救きゆう貧ひん孤児院の院長先生、ガウェイン＝ヘラルドである。

　申し訳なさそうに「代かわるわねん」と台車を持ち上げる（もう家なんだから箱だけ持てよと思わなくもないが、まるで空気のように軽々とするもので突っ込む機きを逸いつした）彼に、「いいんですよ！」とフェルは首を振る。

「それより見てください、わたしの戦利品すごくないですか？　早くから並んだだけあって、ほら。アルトゥン産の高級ジャガイモが、七箱で銅どう貨か十枚ポッキリ！　さらに、まとめ買い優待でちょっとおまけしてもらえました」

「すごいわぁ！　でもどっちかっていうと、ホントに七箱買ってきたのね!?　っていう驚きだけどね！　これでしばらく、また芋いも三ざん昧まいねェ」

　呆あきれ返るガウェインのため息を搔かき消すように、ぱたぱたとたくさんの足音と一緒に、幼おさない歓かん声せいが響く。

「フェルねえちゃんおかえりなさーい！」

「なさーい！」

「わーい芋だぁ！　怖いよう！」

　それと一緒に、ガウェインの背後から、小さな子供たちがわらわらと飛び出してきて、我先にとフェルに群むらがった。「ただいま、みんな！」と一人一人抱きしめながら、フェルはほくほくと笑う。

「みんな、中、入ろっか。それと、ガウェイン先生のお手伝いをしてあげてくれる？」

「はぁい！」

　先頭の子が、かちゃり、と押し開けたアイアンレースの扉はぴかぴかだ。崩くずれてぼろぼろだった東側の塀へい、落ちた天井や割れた窓まど硝子ガラスなども、すっかり一新されている。

　そう──おんぼろで隙すき間ま風かぜの吹き込んでいた孤児院は、エルラントでフェルが手配した廃材でとりあえずの修復をしたのち、現在は本格的な改装によってほぼきれいに生まれ変わっている。

　といっても、セタンタに提示されていた「荷馬車いっぱいの金貨」の報ほう酬しゆうは、受け取る権利こそ得たものの、孤児院の改修費や当面の生活費などの一部を貰ったあとは、『国の孤児院全体の制度を整えたり、エルラントとの国交正常化のために使ってほしい』と条件をつけて返へん還かんした。おかげで暮らし向きは、人並み程度にはなったが取り立てて変わることはない。

（大商路の建設でもお金がかかるし、一昨年おととしの戦争の復興だって終わったわけじゃないしね）

　ただ、子供たちの中には、里親が見つかり送り出した者もいる。年長になった子は簡単な仕事を始めており、今はもう、フェルとガウェインの肩にすべてがのしかかってくることはない。日々の生活は、つましくも楽になり、何より仕事を絞しぼって集中できるようになったのが有あり難がたかった。

（浮いた時間で、どう稼ぐ……ってね！）

　思えば『身代わり花嫁』として、国政の全体が見られる立場を経験させてもらえた。おかげで、広い視野を持つことができるようになったのは、大きな変化だ。

　そして、だからこそ。

　──〝本当にいいのかい、フェルディア？　半年に及ぶ大仕事の対価が、そんなことで。まあ、余にかかればお安いご用ではあるが〟

　報酬の大半を返す代わりに、セタンタに頼み込んで頂ちよう戴だいできた職があるのだ。

　そこでふと、ガウェインが「あ、そうだわフェルディアちゃん」と取り留めのない回想を打ち切ってくれた。

「ラナちゃんからお手紙が来てたわよん」

「えっ！　やった、待ってたんです」

　黒こく龍りゆう城じようで知り合った侍じ女じよのラナとは、断続的な文通が続いている。お互い落ち着いたら会いたいね、とは、手紙の結びの決まり文句だった。

「はいどうぞ。でも、ここで読む暇はないかもねん。そろそろ時間じゃない？」

「うわっ、はい！　そうだ、今日はちょっと早く行かなきゃいけないんだった！」

　よくぞ言ってくださいました！　と、ばたばたと髪を梳すいて着替えるのは、簡素な紺こんの官かん服ぷくだ。洗いたての麻のシャツに上着を引っかける。

　そして、（元）嫁とつぎ先ではすっかりお馴な染じみになっていた、茶色いかつらと瀟しよう洒しやな伊だ達てメガネを装着した。そばかすは眉まゆ墨ずみがないので省略だ。

　仕上げに、身の回り品をまとめた木箱から、青い硝子の小こ瓶びんを取り出す。栓せんを抜いて人差し指で口を押さえてひっくり返し、ほんのわずかに指先を濡ぬらした液体を、手なれた仕し草ぐさでとんとんと両耳たぶにつけた。

　──ふわりと漂う爽さわやかな香りは、柑かん橘きつ系けいのオードコローニュ。

（思い出すなあ、この香り。あのかた、を……）

　フェルは慎重に小瓶を箱に戻すと、使い古した革の編み上げ靴の踵かかとを鳴らして玄関口に走る。先生から受け取ったラナの手紙と一緒に、「お弁当！」と子供たちが渡してくれた紙包みを、肩かけかばんに詰め込んだ。

（まあ午前中は正確には『仕事』じゃないんだけど、仕事の延長みたいなもんだし、何よりお待たせするなんて論外だし！）

　意地でも遅刻はできない、とフェルは焦あせる。

　ばたばたと玄関まで駆け出したところで、吞のん気きな声が追いかけてきた。

「いってらっしゃい。危ない男に会ったら、股こ間かんを蹴り上げるのよー！」

「しゃいっ！」

　相変わらず物ぶつ騒そうなガウェインの声がけに笑い、いつかのように玄関口に鈴なりになって見送ってくれる子供たちに手を振って。

「いってきます!!」

　頭の中で段取りを考えながら、フェルは今日も『職場』に行く。

　週に二十九個の日雇いを掛け持ちしていた頃とは違う。今となってはたったひとつになった、大切な仕事に。




　──やがて。

（無理……してるのか、分っかんねえなあ。あの様子じゃ）

　先代の院長──恩おん師しダグザから託された最初の養やしない子の影が、角を曲がり見えなくなるまで手を振っていたガウェインは、ふっと人知れずため息をつく。

　毎朝元気に出かけていくフェルディア。

　明るくて前向きで、陽よう光こうのような娘だ。そんな、世界一可か愛わいい養い子が、本当は、芽生えたはずのたしかな想いを自ら押し殺し続けていることを、よく知っている。

　──〝わたし？　大丈夫かって、何がですか？　健康そのものだし、なーんにも心配しなくていいですよ！〟

　一度、たまらなくなって尋ねたら、ぱっと満面の笑みで彼女は応えた。それ以来、その胸のうちを質ただしたことはない。

　空から元げん気きというわけではない。ただ、なぜか違和感がある。

（おれがいくら心配したところで、あの子の思うようにさせるほか、ないんだがな）

「……せんせー。フェルねーちゃん、さいきんなんか元気ないね？」

　抱き上げていた男の子の声で我に返った彼は、心配そうにこちらを見下ろすつぶらな瞳に苦笑を返した。

「そうねえ。変なところで意地っ張りだからねえ、あの子も」

　すると、心を読んだわけでもあるまいに、その子は、「だって、フェルねーちゃんだもんね」と幼いながらもしたり顔でこっくり頷うなずいた。
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『前略。フェル、元気にしてる？

　あたしのほうはちゃんと元気よ。最近は、昇格の話も出ているの。一年前のごたごたなんてウソみたいに全部順調。

　そうそう、あんたの〝今の仕事〟のほうは、調子どう？

　応援してるわよ。ものすごく壮大な規模の話だけど、それでも自分の力でできることをやろうって、すっごくあんたらしいじゃないの──』




　歩きながら親友の手紙を半なかばまで読み、人込みを前に慌てて畳たたんでしまい込む。気がはやってつい行ぎよう儀ぎが悪いことをしてしまった。続きは仕事のあとだ。うずうずするが、仕方ない。

（活気、だいぶ戻ってきたなあ）

　帰国してみれば、ベルファスティスにはひとつ大きな変化があった。

　焼き立てのパンの匂いが満ちる通りを歩きながら、フェルは家々の軒のき先さきにぶら下がるものに苦笑する。

　角つのを生やした恐ろしげな黒い龍の人形──『毒どく龍りゆう人形』。

　魔ま将しようと称される隣国の第三皇子を揶や揄ゆしたそれは、相変わらず、否いな、前以上に流は行やっているのだが、趣おもむきはがらっと変わっている。

　顔つきの優しい黒龍が、可か憐れんな紅べに薔ば薇らの花を守っている意い匠しようになっているのだ。中には、ちょっとはにかんでいたり、薔薇に頰ずりしているものまである。

　聞けば、──ウーベル帝のユナイア侵しん攻こうを身をもって阻はばみ、両国のために働いた黒龍公の評判は、半年で激変したのだという。以前こそ、やれ夜な夜な千人の召めし使つかいを殺して生き血を啜すすっているだの、頭に角つのを生やして口から毒どく炎えんを吹いているだのとまことしやかに囁ささやかれていたが、そのすべてが今や昔の笑い話だ。

　理由は至って単純で、「シレイネ姫を娶めとって、残ざん酷こくで冷血だった毒龍公は心を入れ替えた」という噂うわさが広まったせい。単純な魔ま除よけのみならず、暴ぼう力りよく亭てい主しゆが優しくなるお守りなどの名目で馬鹿売れしているのだという。

　フェルにしてみれば、どちらにしても奇き妙みような心地ここちだった。当然といえば当然なのだが、誰も彼も、真の『彼』の姿を知らずに好き勝手恐れたり崇あがめたりしているのが、どうにもむず痒がゆいのだ。

（印象よくなったからいいんだけど、あのサイテーな初しよ夜や以外、もともと別に乱暴でもなかったしなあ。根こん性じよう悪わるは根性悪だったけど）

　薔薇の花を抱きしめる小さな黒龍のひとつを眺め、思わず苦笑いしてしまう。

　──〝毒龍公とシレイネ姫の心は通い合った。だが、姫のあまりの身体からだの弱さに、異郷の地で散らすには忍びないと、断だん腸ちようの思いで離縁した〟

　ベルファスティスで広まっている風ふう聞ぶんはおおむねそんなものだ。

　さらにもうひとつ、離縁の理由について、クロウ自身がはっきりと明言していることがある。

　──〝自分とシレイネ姫は、男女の愛情ではなく、それを超えた堅かたい信頼で結ばれている。別れてもこの絆きずなは揺らがない。だからこそ彼女を側に留とどめ続けて死に追いやるより、互いの国で互いにできることをしたい〟

　その上で、離縁で両国の関係が変わることはない、と。

　かねてより病やまいがちなシレイネ姫の身を案じていたセタンタ王は、毒龍公の申し出を諸もろ手てを挙あげて快かい諾だくし、シレイネ姫も故郷に帰ることを望んだ。

　魔物の凍こおった心を溶かし、ユナイアに平穏をもたらして『出戻った』シレイネ姫の帰還を、国民はまるで英雄の凱がい旋せんのように、薔薇の花を撒まいて迎えたのだった。

　普通に聞けば、これ以上にない、「むしろそれ本当に現実ですか」と疑いたくなるほど円満な『おとぎばなしのような』結婚──ならぬ離婚だ。

　離縁したのはたしかだが、実際のところ相手はド庶しよ民みんの身代わりニセ嫁だとか、……魔物は魔物でも、胸に傷きずを抱かかえながら箱はこ庭にわの民を守り続ける優しくて悲しい黒龍だったのだとか。事実と異なる詳しよう細さいをフェルはよく知っている。

　そうして彼を思い出すたびに、ふと隙すき間ま風かぜのように吹き込む声がある。




　──〝フェル。五年前から、ずっと。俺が焦こがれるのはお前だけだ〟




（！）

　不意に耳に甦よみがえるそれに、フェルははっと息を吞のむ。




　──〝残りの人生を、このまま俺にくれないか。ここで、俺の妻として……〟




　浮かぶ記き憶おくの声は、ひとつはワルプルギスの前日。くるくると舞い散る薄うす紅べにの花びらを眺ながめながら、聖堂で別れを告げる前のこと。

（やめやめ！　もうぜーんぶ終わったことだから）

　止まりかけた足を、無理やり前に進める。そうこうするうち迎えの馬車が来て、目的の場所に到着した。

　十一歳で初めて王宮に上がるようになってからずっとだが、フェルはいつも、ストールで顔を覆おおっている。特に今回はすっぽりと外がい套とうまで着込み、完全武ぶ装そうしていた。万が一にも、不用意に顔を見られることがあってはならないからだ。

　裏門からこそっとお邪魔し、よく見知った警けい吏りに挨あい拶さつして、磨き上げられた白い列柱を抜けていく。

　やがて足を踏み入れた一画からは、本来装飾として王宮につきものの聖せい詩し篇へんが完全に排はい除じよされている。妖よう精せいの嫌きらうそれらが徹底的に消し去られた理由を、もはやフェルが疑問に思うことはない。葡ぶ萄どう蔓づるや花か鳥ちようを模した美しい装飾が彩る一室で、その人は待っていた。

「おはよう。お疲れさまですわね、フェル」

　硝子の鈴を振るような、玲れい瓏ろうな声。外見こそ鏡でよく知るものだが、楚そ々そとしたふるまいや放つ気配の高貴さは、まるで大輪の薔ば薇らの化身のよう。「いつもどおり眼がん福ぷくだなあ」とおっさんじみた感想をほくほく抱きつつ、フェルは微笑ほほえんだ。

「まだお仕事していませんから、疲れてませんよ、シレイネさま。今日は、午前中お休みを頂いただいているんです」

　シレイネ＝アリステル＝ユナイア。

　緋ひ銀ぎんの長い髪に、夕暮れ色の瞳。抜けるように白い肌の細い肢し体たいを、深緑や薄黄、黒や茶を複雑に織り交ぜた縦たて縞じま模様のドレスに包んだ彼女は、どこか大人びた雰囲気を醸かもし出している。優雅に紅茶を傾けながらテーブルに着く、己おのれとまったく同じ容姿を持つその姫君に、フェルは苦笑した。

「……今日はご無理をお願いして申し訳ございませんでした。シレイネさま」

「無理なんかじゃなくてよ。最近身体の調子がいいの。だいたい、修正前の書類をこっそり直接見せてほしいってお願いしたのはわたくしのほうだもの。あなたが悪く思う必要なんて皆かい無むだわ」

　さあ、何から始めてもらいましょう？　と首を傾げる彼女に、「まずはこちらからどうぞ」とじかに持参した資料を渡しながら、フェルは微笑んで頷く。

　金貨の差額の代わりに、セタンタに願い出てつけてもらった条件。

（仮）かつこかり花嫁改め、（元）かつこもと花嫁となった──現在の、フェルの職業。

　それは、ユナイアとエルラントの共同一大事業となった、『大商路』の建設だった。

　──〝どうか、大商路に関わる仕事を、ください。どんな些さ細さいな雑用でも、下働きでも構いませんから！〟

　フェルの願いに、一瞬目を瞠みはったのち、セタンタはお安いご用だと請け合ってくれた。そして就くことができたのは、雑用どころか、事業の要かなめであるユナイア側の財ざい務む官かんの職だったのである。

　ハッキリ言って、度ど肝ぎもを抜かれた。

　なにせ周囲は門もん閥ばつ貴族の精せい鋭えい揃ぞろい。しかも、女性は自分ひとりだけ。

　自ら志願したくせに、仕事を前に腰が引けたのは、（仮）花嫁業に引き続き二度目だ。正直、「そこまですごい仕事!?　わたしでいいんですか!?」と萎い縮しゆくもしたし、何かヘマでもしたらと怖おじ気けづきもした。

（けど、わたしだって伊だ達てに半年、クロウさまのところでニセの花嫁やってきたわけじゃない！　あの人に教えてもらったことが、たくさんあるんだ）

　何より──エルラントとの架かけ橋はしになりたいという想いなら、誰にも負けない。

　そして、大商路の計画を実行に移したひとの心には、ユナイアの誰よりも寄り添えている自信がある。

（せっかく『偽にせのお姫さま』なんて大層なお仕事履り歴れきを更新できたんだから、かくなる上は五段でも五十段でも活用してやりましょうとも！　こちとらはなから仕事と結婚する気なのよ。いっそ生しよう涯がいをユナイアとエルラントのために捧げて、年食ってよぼよぼで体力的にどうしようもなくなったら教会に入って修しゆう導どう女じよにでもなれたら本ほん望もうってね！）

　きっぱり覚悟を決めると、仕事はとても楽しいものだった。

　名目上は財務官と一口に言っても、経理はもちろん商人たちとの交渉も担になうので、業務は相当幅広い。

　遠出したり徹てつ夜やしたりで家に帰れなくなる日もしばしばだし、仕事は毎日山積みで大変だが、やりがいは十分だ。エルラントとの共同事業なのでそちらからの出資もあり、俸ほう給きゆうもいい。

　ガウェインはガウェインで、腕うでっ節ぷしを買われユナイア王家のお抱え聖職者の地位を得ており、時には王命で護衛役を任されることもある。「王家の秘密に近づきすぎた人間なぞ消すほうが楽だろうが、この脳のう筋きん悪あつ鬼きに至っては消す前にこっちが消されそうだから諦めて味方に引き込むことにしたよ」とはセタンタの暴言だが、なんにせよ収入は安定しており、おかげで無茶な仕事の掛け持ちをしなくてもよくなった。

　とはいえユナイア宮きゆう廷ていには、基本的に計画に賛同する者ばかりではなく、今でもエルラントとの確かく執しつにこだわる者もいる。また、己の立身出世のためだけに事業を私わたくししたがる輩やからもいた。

　扱いが難しい問題を数多く有するこの大商路の計画は、無駄な混乱を避けるため、国内での責任は王おう妹まいでありエルラントに一時嫁いでいた──シレイネが担う、ということになっている。

　正規で報告が届くとはいえ、「『お姫さま用』に粉ふん飾しよくされた文書に用はないわ。わたくしの誰より信頼する、あなた自身の言葉で、現状をそのまま聞かせて」という意向で、時おりフェルはこうしてこっそり、シレイネに独自報告を行っているのである。

　簡単な説明を交まじえながら話を進めていると、ふとシレイネが口をはさんだ。

「……ところで、わたくしと姿がそっくりなこと、うまく誤ご魔ま化かせていそう？　一応、わたくし自身では大商路関係の庁ちよう府ふがあるあたりには近寄らないようにしているし、会ったことのある貴族は配属しないようにしているけれど」

「はい。大丈夫です。というか、職場ではこの変装で通してるんで……シレイネさまが滅多に人前に出られないおかげもあって、今のところ疑われてはいないかな、と」

　そういう点では、大商路の仕事が期間限定でよかった、としみじみ感じる。顔見知りががびがび増えていくと、そのうち確実に、シレイネともフェルとも共通の知人ができるはずだからだ。

　──ある日突然、「使える者を偶然発掘したんでこき使うといいよ」と、さしたる説明もなくセタンタ王が連れてきた新入りの若い女によ官かん。

　謎なぞめいたその出自と、石にかじりついてでも職務を遂すい行こうするド根性。雑ざつ草そう根性丸出しでド吝嗇家けちで人間計算機。

　社交界入りの代わりにエルラント貴族や豪族にお被ひ露ろ目めしようと引き回された、どこぞの名高い貴族の娘だという憶おく測そくは、茶色いおさげに円まるメガネという野や暮ぼったい格好と、「七十二刻ぶっとおしで働いてみせます！」とのたまうあんまりな仕事ぶりの前に、とっくに潰ついえた。

　まるで庶民のような逞たくましさだが、いったい何者なんだという問いは、「彼女の出自は詮せん索さくするな」という王じきじきのお達たつしのもと、なんとかうやむやになっている。

（商路の建設自体、工期に縛しばりがあるものだけど。計画が軌き道どうに乗ったら、この職もやめなくちゃ。孤児院の場所も知られないように気をつけよう。つくづく、期間限定の仕事に縁えんがあるなあ……）

　思わずため息をつくフェルに、シレイネは苦笑する。

「お疲れさま、ね。お仕事、楽しめているかしら。わたくしのところにまで、噂うわさは聞こえていてよ？」

「もちろん最初は戸と惑まどうことも多かったです。性別とかで侮あなどられることも多かったですしね。何より大きなお金を使うって無茶苦茶緊きん張ちようします。全部血けつ税ぜいなんだから銅どう貨か一枚も無駄にできないって感じで！　でも、だからこそすっごく滾たぎるんですよ。最近では『妖よう怪かい金かね勘かん定じよう』っていう有あり難がたい評価も頂ちよう戴だいしたし、そこらの貴族様ボンボンには負けやしませんよ！」

　上司にも同僚にも恵まれたいい職場だと思う。

「あと、『そろばん軍ぐん曹そう』とも呼ばれます。不眠不休でも最後まで立っていそうだからという理由で」

「それは、なんとも返しかねる二つ名ね……でも、あなたが大商路の仕事がしたいと言ったときは、正直、驚いたわ」

　お茶を手ずから注ついでくれながら、シレイネは困ったように微笑む。

「大商路の計画は、嫌でもあの男のことを思い出す。きっと、あなたにとっては辛つらいことではないかと思ったから」

　──あの男。

　それが、かつての仮かり初そめの夫、クロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラントを指さすのだとは、おのずと分かる。なんと返そうか逡しゆん巡じゆんし、フェルは口ごもった。

「それは……」

「ねえ、よかったの？　フェル」

　ときどき、シレイネはこんな風に探さぐるような問いかけをする。

　不安げに揺らされるそれは、一年ほど前、フェルがユナイアに戻ってきた日に、彼女が語った長い物語に由来するのだろう。

　──〝フェル。本当は、あなたは毒龍のもとに戻ることもできるのよ〟

　藍あい色いろの闇にぽっかりと円い猫ねこ目め石いしが浮かぶような。それは綺き麗れいな、月夜だった。

　か細い腕で馬車から降りたフェルをぎゅうっと抱きしめ、存在を確かめるように、幾いく度ども頰ほおに頰を押しつけて。シレイネの滑なめらかな肌が涙でしっとりと濡れていることに、フェルは気づかないふりをした。

　──〝今なら、……妖精王の脅きよう威いが去った今なら、本当のことが言えるわ。ずっとずっと打ち明けたかった。わたくしは、キリヤ＝イル＝ティカルと同じ存在なの。わたくしじゃない、あなたこそが……〟

　そのまま一晩かけて語られた真実を、フェルは不思議と静かに聞いていた。

　うすうす、察していたのだ。甦りつつあった、いくつかの記憶。出自はド庶民のはずなのに、妖精王から狙われる真正の『夕暮れの姫』と呼ばれている、自分の正体について。

　そして、少数民族イルの首しゆ長ちようの息子むすこ──本当の『暁あかつきの子』の身代わりに、『取り替え子』になったという妖精王の分身──キリヤと存在を同じくするという、シレイネの告白。

　──〝毒龍に身代わりとして嫁がせるなんて……残ざん酷こくなことをしてしまった。なぜなら本当のユナイア王女は、あなた。わたくしは、あなたの影。つくりものの器うつわに宿った、人ならざる者に過ぎないのよ〟

　続く言葉は思ったとおりで、「だから、あなたこそが王女としてお城に入るべきだわ」と訴えるシレイネに、フェルはかぶりを振った。

　──〝いいえ、駄目ですよ。真実なんて、ないんです。そんなものは〟

　彼女は妖精王の分身でも、ちゃんと自分の意思を持つ独立した存在。血の真しん贋がんなど重要ではないのだ。

　王女として研けん鑽さんを積んできたのは。病がちな身体をおして兄王を助け、自みずからに重い制約を課かして、国のために働いてきたのは、シレイネ＝アリステル＝ユナイア以外にいない。取って代わるなんて冗じよう談だんではなかった。

　あの晩限りで、秘密は、墓の下まで持っていくつもりだ。

　とはいえ、もともと事情を知っていたガウェインを別としても、例外的に、唯ゆい一いつフェルが自ら正体を明かした相手はいる。

　ラナだ。彼女は、あまりに似に通かよいすぎたフェルとシレイネの容姿についてしきりに不思議がっていたし、それ以上に、故郷に戻ったフェルが口封じに殺されてしまわないかをとても案じていた。安あん否ぴを気に病やみすぎてベルファスティスまですっ飛んできそうになる前に、「この親友だけには、話しておいたほうがいい」と判断したのだ。

　ただ、シレイネが偽にせ物ものの姫君で妖精王の分身だなんてところまではとても明かせず、「自分も王女の一人だった」と、そして「幼い頃、コノール前王陛下と、ガウェインの師である聖職者ダグザ老ろうのおかげで一命を取とり留とめたようだ」と曖あい昧まいに説明した。

　ラナの反応は実にあっさりしていた。

　──〝そうじゃないかって思ってたの。あんた、ただのド庶民にしては、迫力がありすぎんのよね〟

　なんだ迫力って、とフェルは半はん眼がんになったが、ラナがあっさり納得したようだったので突っ込む機を逸いつした。何にせよ、親友の身の安全が血ち筋すじによって確保されたことが分かったラナはそれで満足したらしく、以降二人のやりとりでその話題が出たことはない。

　それきり、きっちりと記憶に蓋ふたをしているのに。シレイネは時々、こうして不意に問いかけてくる。

「……毒龍のことは、諦あきらめる。それで正しくて？　フェル」

「諦めるっていうと、ちょっと語ご弊へいがあるかもしれませんね」

　フェルは少し苦笑する。

「そもそもわたしたちは仮かり初そめの夫婦だったんです。期限付きだからこそ成り立っていたし、一緒に居続ける未来なんてあり得ませんでした。だからこそ、出会えたんですよ」

（彼を好きになって、……彼もわたしに想いをくれた。それだけで十分、幸せだ）

　ならば、彼が言ってくれたように、肩を並べて同じ方向を向いていたい。

　もう二度と会えないのは当然だし、自分のしていることを彼が知らなくても、構わないから。

「忘れて生きていこうと思ったわけじゃありません。ただ、……証明したいなって」

「証明？」

「身代わりじゃない、身分もない。無印の、ただの『フェルディア』で、あの人の役に立つんだって」

　──あの人を少しでも助けたい。

　ただの『フェル』になった自分の力は小さいけれど、少しずつでもあの人のために生きていきたいから。

　あっけらかんと、ドきっぱり断言するフェルに、シレイネは戸と惑まどい顔がおをした。

「ああ見えてあの人、幼い頃から不ふ遇ぐうの連続で、それなのに優先するのは人のことばっかりで、なにせ荊いばら道みちを裸足はだしと素す手ででざっくざっく突き進みながらダラダラ流血して『それが何か？』みたいな顔しちゃうような、そういう人生送ってきたんですよ」

「え、ええ」

「だから、文もん句くのつけようがないくらい、めいっぱい幸せになるべきだと思うんです」

　父母の呪じゆ縛ばくや弟への負い目を振り切ったクロウには、やっと手にした心の自由を謳おう歌かして、輝かしい未来を歩んでほしい。だからこそ──やっぱり彼の隣には、相応の覚悟と、相応のふるまいと身分、相応の知性を持った似合いの姫君がいて然しかるべきだ。

　でなければ、丁てい寧ねいにきちんと積み上げられてきた彼の〝皇子として〟の努力に、申し訳が立たない。

（ホントだったら、シレイネさまがクロウさまの本物のお嫁さんになってくれたら安心で納得なんだけどなあ。でも、離婚してるし再婚しない宣言してるし。まずもってそこ二人、どうしてか最っ強に仲が悪いしなあ……）

　クロウとシレイネが、と考えた瞬間、心の柔らかいところが鋭い悲鳴を上げた気がするが、全力で知らんふりをした。好きな人に幸せになってもらいたい気持ちに、噓うそはない。

「ねえフェル？　あなた、何か不気味で鼻持ちならない想像してるでしょう」

「え？　そんなあ、気のせいですよ！」

　力強く否定したはずなのに、なぜかそこでシレイネは、盛大に顔をしかめた。

「ふぅん……そう」

　それがどこか、柄の悪い人なら「チッ」と舌打ちでもしていそうな風ふ情ぜいに見えて（もちろん彼女がそんなことをするはずがない）フェルは「え、ええ？」と狼ろう狽ばいしてしまう。

　そっぽを向き、小声でシレイネが続けた次の台詞せりふは、フェルにはよく聞き取れなかった。

「……やっぱり、無自覚なのね」

「えっと、シレイネさま？」

「いいえ、独り言よ。本当、ただの、……ね。さあ、楽しいおしゃべりはここまで。そろそろ大商路のお仕事に戻りましょうか」

「は、はい」

　小さくかぶりを振り、シレイネは口許に手をやって「ふふ」と微笑む。艶つややかな緋銀の髪が、仕草に合わせてふわりと揺れた。

　それきり、シレイネは手元の書類に目を落として読み始め、所在なくなったフェルは視線をうろうろさせる。

「あら……？」

　やがて、没ぼつ頭とうしていたシレイネの口から、訝いぶかしむような呟きが漏れた。

「どうされました？」

「南なん方ぽう砂さ漠ばくのほうで、嫌な動きがありそうね？　……前回見た、わたくし宛あての報告書には載っていなかったから、担当の皆さまは、よほど内々に処理してしまいたい件のようだけれど」

　その言葉に、フェルはひやりとする。さすがに鋭するどい。

「はい。……実は、『天てん蚕さんの道』で稼かせいでいた南方砂漠地帯の豪ごう族ぞくたちが、この話に一いつ斉せい猛もう反はん発ぱつしているんです」

　新設する大商路は、エルラントからユナイアを抜けて東方帝国に至るため、南方砂漠は通らない。当然今まで旧商路によって利り潤じゆんを得ていた第三国はこの計画が面白くないのだ。

「そんなことするなら事前に話を通せ！　っていうのが、彼らの言い分みたいです」

「ふうん……そんな大事な報告が、あなたを介かいさなければわたくしの耳に入ってこないのもおかしな話ですこと。まあ、いいわ。そのあたりは関係者をきりきり締め上げるとして。そんな要求、無視したいくらいだけれど、南方は大規模な傭よう兵へい団だんや盗とう賊ぞくまがいの隊商も跋ばつ扈こしているもの。……不義理を理由に共きよう闘とうされると厄やつ介かいですわね」

「そうなんです。そこで天蚕の道の有力国が、『直接説明をしてくれれば矛ほこを収める』と仲ちゆう介かいの労を取ってくれまして。南方諸国の利害関係者を集めて近々大きな会合を開いて説明の機会を設けてくれることになったので、ユナイアからは使節を派遣することになるかと」

「場所は、どこ？」

　当然の問いに、わずかに躊躇ためらいつつ、フェルは答えた。なにせこちらには、上じよう層そう部ぶがシレイネにぎりぎりまで諸もろ々もろを隠したがった理由もよく分かるのだ。

「えーと、実は──アルトゥンです」

　その答えに、案の定シレイネはあからさまに柳りゆう眉びを顰ひそめた。

「よりによって、そう。……あの国なの。『南方の狸たぬき』ね」

　十人の頭領オンキシバスが共同統治する、砂漠の都市国家、アルトゥン。

　規模こそ小さいが、エルラント帝国と国こつ境きようを接し、南方砂漠との繫がりをちらつかせては権けん益えきをうまく引き出そうとしている、帝国にとっては目の上のたんこぶのような存在だ。

　また、南方砂漠の荒くれはアルトゥンを通じて北や西に入ってくる。余談だが、エルラントの版はん図とを貪どん欲よくに拡ひろげていたウーベルがアルトゥンに手を出さなかった理由は、治安が悪い上に資し源げんに乏とぼしく、商路以外何もない南方砂漠との関わりを忌き避ひしたためである。

「エルラントも、きっと似たような猛もう反はん発ぱつを喰らっているのでしょうね」

「……それが、アルトゥンが突っかかって来るのはユナイアばっかり狙ねらい撃うちなんですよ。しかも厄やつ介かいなのがその理由で……」

「厄介な理由？」

（はっ、しまった。これはさすがに勝手に話すとまずいかも……!?）

　口を滑すべらせかけたフェルは慌あわてて「何でもありません」と誤ご魔ま化かそうとしたが、シレイネに「早く話しなさいな」と有う無むを言わさず睨にらまれて観かん念ねんする。

「その、どういうわけかアルトゥンは『説明に来るからには計画の最高責任者を出せ』って……つまり、シレイネさまを担かつぎ出そうとやたら圧力をかけてくるんです」

「わたくしを？」

「おまけに、それはできないと断ったら、『ユナイアは誠せい意いを見せる気が無い』って……」

　商路関係の幹部たちが、この件をギリギリまでシレイネに伏せていた理由がそれだ。彼女は肺はい腑ふが弱く、過か酷こくな環境の南方砂漠になど行けるわけがない。

「上層部の方々は、その件でシレイネさまのお気を煩わずらわせることがないように、事前に交渉を終わらせてから『なんにも心配いりませんからね！』って報告を上げたかったようなんです。代わりに、計画の最高幹部ばっかり駆り出される羽は目めに……」

「ああ、そう……余計すぎる気き遣づかいね。わたくしを見くびりすぎだわ。でも、おかげでどなたの差し金で情報が伏せてあったのか分かってしまったわね」

　目を泳がせるフェルに、シレイネは半眼になって額を押さえた。

「……ところで、使節団にはあなたも入っているの？」

「？　いいえ、わたしは下っぱですし、まず渉しよう外がい部ぶではなく財務部ですし」

「そう。ならいいの。……着工を前に、なんだか嫌な流れね。胸騒ぎがするわ」

　たしかに、ユナイア使節団は、新商路建設においては驚くほどの重要人物ばかりになってしまった。中には、セタンタの腹ふく心しんの部下まで含まれている。

　──南方の緩かん衝しよう地帯に、要よう人じんとなる高官ばかりの派遣。

（意図的てきなものじゃないと思いたい、けど。万が一にも、ここで彼らに何かあったら……）

　なんとなく胃の腑ふから血の気が引くような心地がして、フェルは視線を床に落とした。

　──と。

「やあ。失礼するよ」

　不意に、こんこんと扉が叩かれ、「わあっ」とフェルは思わず飛び上がった。すっかり聞き慣れた声とともに、蜂はち蜜みつ色いろの髪と孔く雀じやく緑みどりの瞳を持つ貴公子が部屋に入ってくる。

　二年前に即位したばかりの、この国の若き王。

「お兄さま」

「セタンタ陛へい下か！」

　呼びかけに微笑で応え、セタンタ＝マクネッサ＝ユナイア──彼は同じテーブルの椅子を引いた。

「おや、驚かせたかい？　年頃の乙女らしい、ひみつの恋愛相談でもしていたのかな？　ならば邪魔してすまなかったね」

「い、いえ」

　秘密は秘密でも、恋愛談義どころか、実際は政治談義である。可か愛わいらしさのかけらもないからそこは安心してください──ではなく。

　フェルの脳内の葛かつ藤とうをよそに、セタンタは軽い調子で持ちかけた。

「さてと。実は……フェルディア。お前に、余よから折おり入いってひとつ依頼があるのだ」

「依頼ですか？」

　まさかまた（仮）花嫁の請け負い業じゃなかろうな、と胡う乱ろんな眼まな差ざしを向けるフェルに、「余に遠えん慮りよもなくそんな目を向けてくるのはお前くらいのものだよ」とセタンタは手を振って否定する。頰をぷっと膨ふくらませたのはシレイネだ。
















「セタンタお兄さまったら！　またこの子に無茶を言いつけるおつもりではございませんわね？　そんなことしたら、お兄さまとはもう口をきかないんだから！」

「それは勘かん弁べんしてほしいな。お前の声が聴きけなくなるなんて、想像するだにぞっとしない」

「失礼、陛下、シレイネさま。口から砂糖が吐けそうです」

　ごく自然に糖とう度どの高い兄妹きようだいの会話を、片手を挙げてフェルは遮った。

「おっと、それじゃ本題に入ろう。内ない密みつの話になるから、悪いがシレイネは外はずして……」

「アルトゥンの件でしたら、わたくしもう知っていてよ？　意地悪なセタンタお兄さま」

　口調は柔らかいが目が笑っていない妹に、セタンタは酢すを飲んだような顔をした。

「商路建設の段取りしているのはみんなお兄さまの腹心の部下ですものね。気の遣い方がおかしいですわ。勝手に全部決めてしまう前に、どうしてご相談くださらないの」

「……さてはフェルディア、話したね？」

「話しました。それが何か」

　諸もろ々もろの裏事情をうすうす察さつしていたフェルだが、そらっとぼけて首を傾げた。

　対するセタンタは恨うらみがましそうな目を向けてきたが、やがて諦めたように口を開く。

「まあ、それなら話が早くていいか。アルトゥンでの会合……そこに、フェルディア、きみも使節の一人として同行してほしいのさ」

「え」

　そんな重要な場にわたしが？　と目を白黒させるフェルに、「ガウェイン＝ヘラルドも護衛につけるから安心していいよ」という一言で、少しほっとする。

「でも、どうしてわたしが？」

「華はなを添えるためさ」

　いまいち的まとを射いない説明に、フェルはシレイネと顔を見合わせる。

「実は、大商路の計画に携わってバリバリ活躍中の女財務官は、我がユナイアの一部の貴族たちと、情報通のエルラント貴族の間では周しゆう知ちでね。せっかくだから参加させてほしい、という要よう請せいが来ているのさ」

「セタンタお兄さま！　フェルは見み世せ物ものじゃございませんのよ」

「膨れないでおくれシレイネ。私もお前に嫌われるようなことはしたくないのだよ」

　くすくす笑いながら、「まあそれは立て前の話で」とセタンタは表情を引き締めた。

「お前は、エルラントの事情にもある程度通じているね」

「はい」

「あちらで最近、商路の計画についてちょっと不審な動きがあるそうなんだ。といっても、即位したばかりの新皇帝周りじゃないよ」

　一瞬、明るく見えてそこそこ食えない元・義あ兄にの顔が脳裏に過よぎったフェルは、慌てて想像を打ち消した。

「不審な動きってどんな……」

「商路の建設を快こころよく思わないエルラントの一部勢力が、我々の邪魔をするべく強硬な手段に出ようとしている──という、噂がある」

「噂、の段階ですか」

「ああ。なんとも不確かなことなんだ。それだけ小さな動きでもあり、だからこそ中身の剣けん吞のんさに予想がつかないところもある。ただ行動を起こすとすれば、商路計画に気乗りしない南部の豪族を煽あおりにかかるのがいちばんの近道だ」

　軽く眉間を指先で揉もみ、セタンタは「会合でこちらが何か大きなヘマをするなり、計画の欠陥が見つかるのが、竣しゆん工こうを遅らせるいい材料になるからね」とさらに続ける。

「ジルフォード帝の情報待ちでもあるが……あちらも不用意に明かせない話なのだろうよ。ユナイアの動きに見せかけて、その実エルラント内部のお家事情だった、なんて事件はお前もよく知っているだろう？」

　──フェルが嫁いだ当初に起きた、エルラント第二皇子イグレックによる陰いん謀ぼうがまさにそれだ。

　ユナイアを嫌う彼は、シレイネ姫とクロウの婚こん姻いんをぶち壊しにしたくて、ユナイア正規兵を装った夜盗をクルヴァッハ領内で横行させていた。それがクロウの逆げき鱗りんに触れ、反撃を喰らって再起不能になったはずなのだが。

（そう。イグレックさまは投とう獄ごく中のはず……無関係だよね？）

「大商路の建設は、両国の国主が賛同しているんだ、そうそう簡単に中止にはならないが、じわじわと足元の土に水をかけられていくのも損そん耗もうが激しくてね」

　こちらも手を打つなら今回の会合がもってこいだろう、とセタンタは目を細めた。

　両者の事情に詳しいフェルに、会議に乗り込み、事の真相を探ってほしい──というのが、今回の依頼の真の目的なのだそうだ。

「セタンタお兄さま！　またこの子に危険なことをさせようとして……！」

「いえ、やらせてください。そういうことなら」

　気け色しきばんだシレイネに「いいんです」と声をかけ、フェルは請け合った。自分ならば小回りが利くし、何よりガウェインに鍛えられた体術がある。王の密みつ偵ていも兼ねているなら、それなりに適材だと自じ負ふしている。

「よかった。お前なら引き受けてくれると信じていたよ」

　ほっとしたように胸を撫なで下ろすと、セタンタは、ふと付け加えた。

「もちろん、危ない橋までは渡らなくていいよ。適当に情報収集して、あとは観光気分でいてくれたらいい。というか、普通に出張だと思えばいいよ」

「はい」

「まず、橋まで行くのが危なくてよ。……わたくしは、フェルをもう怖い目に遭あわせたくないのに」

　一方、隣となりで渋しぶい顔をしたのはシレイネだ。

「第一、忙しすぎる財務官の仕事だって、無理してやらなくても……フェルは、わたくしたちの〝妹〟なのですから」

　彼女の言わんとすることは、帰国後から一いつ貫かんしている。

　──〝可愛いフェル。ねえ、わたくしの妹におなりなさいな。孤児院のことは任せてくれたらいいし、貴族たちへの言い訳など、いくらでも考えてあげるから。あなたが汗あせにまみれた生活をしているのは、わたくし自身が嫌ですの〟

　王女の身分を返されることを断ったあとも、事あるごとに、シレイネはたびたびそう言って熱心にフェルを気遣ってくれた。そのたびフェルはあの孤児院が自分の居場所だから、と言って固こ辞じしてきたのだ。

　大好きな、敬けい愛あいする姫にそう望んでもらえることは、紛まぎれもなく光栄で。

　でも、それ以上に──頷こうとすると、もやもやと心に黒い霧きりがかかった。どうにもひどく抵抗を覚える。

（なんなんだろう……このお腹なかにずしんとくる感じ）

　どうしてと拗すねるシレイネに比して、逆に、フェルが『新しい妹姫』にはならないことを、あっさり「そうかい」と受け入れたのがセタンタだった。

　今も「そういうことは全部、フェルディア自身が決めることだからね」とやんわりシレイネを窘なだめつつ、涼すずしい顔で微笑む若き王を、フェルはそっと窺うかがい見る。

（うん……よく考えたら、このかたは、『実のお兄さま』なのか。そういえば）

　──セタンタとフェルは前王コノールを父、正せい妃ひを母とする、紛まぎれもない王族の兄妹同士。そのはずだが、実感は皆無だ。

（……コノール陛下とダグザさまは、身を挺ていしてわたしを異い界かいから助け出してくださったんだ。陛下は、ご自分の命をなげうって、……その結果身まかられたと）

　その状況を考えるたび胸が疼うずいた。だというのに、文字列にしてみるとまるで遠く、史し書しよでも開いているかのような気分になる。

（十七年間ド庶民として生きてきて実はお姫さまでした、前国王陛下がお父さまでしたーなんて、いきなりすぎるし、受け止めきれなくてそりゃあ当たり前っちゃそうなんだけど。でも、時間をかけたらいいって問題でもなくて、なんていうかこう……うまく言えない）

　コノール王の死に、心が軋きしむ理由は。

　果たして、命を懸かけて愛してくれた実の親を亡なくしたから、──か？

（本当は、わたしは……）

　ぐずぐず考えがまとまらないなど柄がらではなく、正体不明の痛みがちりっと神経を焦こがす。

「どうしたね、フェルディア？」

　気づけば、セタンタがこちらを覗のぞき込んでいる。

　心配はしているのだろうが、彼の湖水のような碧あおの瞳に、およそ兄としての親愛の情は読み取れそうになかった。

（やっぱり。このかたは、わたしのことを『実の妹』だなんて思ってない）

　そして、その事実に、ひどく、──ほっとする。

（……なんで？）

　安堵の正体は、コノール王の話を他ひ人と事ごとじみて感じてしまう事実と結びついている、気はする。それ以上は分からない。

「いいえ。なんでもありません、陛下」

　ふるふるとフェルはかぶりを振った。

　いいのか、と。

　──向き合わなくていいのか、と。心の靄もやが囁きかける。でも、その先の真実を直ちよく視しする覚悟はいまだ持てずにいた。

「不都合なければ話を進めようか」と前置いたセタンタは、不意に「そうだ」と、わざとらしく手を打った。

「大商路はエルラントとの相乗り事業だからね。当然あちらからも人は来る。使節団にシレイネを参加させることができない代わりと言ってはなんだが、南方諸国の顔を立て、せめて隣国エルラントからは、最高の人材にご足労いただく予定なわけだ」

　その時点で、なんとなく、嫌な予感がした。

「……はあ」




「あの男も来るよ」




　予感を明確にする前に、ずばり言葉にされてしまい、フェルは噎むせそうになった。

　先にこの情報を提示しないあたり、うちの王様は本当に性格がよろしくない。

「ちょっとお兄さまっ……！」

「もちろん、引き受けたからには断らないね？」

「当たり前です」

　別れた夫と鉢合わせるといっても、今は一国の宰相閣かつ下かと下級財務官。めったなことでは遭そう遇ぐうもすまい。

　だからなんだ、という気合を込め、フェルは力強く頷いてみせた。シレイネだけが、とても不安そうな顔をしている。
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「……お兄さまは少しフェルを軽かろんじすぎではなくて？」

　やがて、フェルが去った部屋で、シレイネは静かに兄に嚙かみついた。

「なんだか、ことさらあの子を遠ざけているように見えて、わたくしは少し落ち着きませんの。どうして？　お兄さまはあの子をどうされたいの？」

　この身体は、蝶ちようの翅はねを集めて創つくった紛い物。けれど、脳を焼く苛いら立だちも、胸をざわつかせる煩わずらいも、まるで本物のように苦しい。

「わたくし知っていますの。初めてフェルをお兄さまに紹介した日から、何度も孤児院に人をやって様子を見に行かせていらしたでしょう？　時にはお忍しのびでご自分でも……。セタンタお兄さまはずっと、フェルを気にかけ続けておいでだわ」

　シレイネが過去、黒龍城に自ら赴おもむくという無茶をしてでもフェルを連れ戻そうと決意した理由のひとつに、それがあった。やはり、実の妹が愛いとしいのだと、確信したせいだ。

「そうだね……私も、まだ自分で気持ちを整理しきれていなくてね」

　しかし、相あい対たいする兄はどこか憔しよう悴すいしているようにも見え、シレイネははっと息を吞む。

「あの子は紛れもなく私の唯一の『肉親』ではあるんだ。幸せになってほしい気持ちは噓じゃないよ。でも……それと同時に、正体を知った時からずっと、彼女は私からいつかお前を奪っていく存在だったんだ」

「……えっ？」

「お前は『妖精の取り替え子』だったからね。私は昔から、それに気づいていた」

　以前、実じつ妹まいであるフェルをあまりに蔑ないがしろにした態度について、彼女を大切に想う隣国の某ぼう第三皇子殿下に憤ふん慨がいされたことがある、とセタンタは続けた。冷静に己を見つめれば、たしかに大した冷れい血けつぶりだとも。

　──離れていても父王の愛情を一身に受けているフェルディアに、複雑な思いを捨て切れなかった。肉親であっても、家族ではない、そんな距離感。

「彼女を妹と認めれば、同時に、お前が実の妹ではないと肯こう定ていすることになる。……やれやれ、人の心というものは厄介だね。すべてが終わった今でも、わだかまりが消えてくれないのさ」

「お兄さま……」

「なに、時が経たてば消える屈くつ託たくだ。いい加減、この後ろ向きな思い込みに見切りをつけなくてはね」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う兄を、シレイネはしばらくじっと見上げていたが。

「お兄さま」

　やがて、そっと彼に近寄って袖そでを引き、その胸に顔をうずめた。

「シレイネ？」

「血のつながりはなくても、セタンタお兄さまはわたくしの唯ゆい一いつのお兄さまで、フェルは大切な妹よ。それではだめ？」

　背に華きや奢しやな腕を回して囁くと、彼が頭上でふっと笑いをこぼす気配がした。

「いいや」

「意外と、あの子もお兄さまと同じところで悩んでいるかもしれませんわね。なんだか似たような気配がございましたもの」

　揃って不器用なのは、同じ血が通うゆえかもしれない。耳に感じる心音を愛いとしく感じながら、シレイネはそっと瞼まぶたを閉じた。

（……毒龍。あの男は、どうしているかしら）

　思い出すのは、フェルをあっさりと手放した隣国の現宰さい相しよう。砂漠の異い郷きようで、彼はフェルと再会するのだろう。黒龍城で彼の言い放った台詞せりふは、耳の奥に今でもこびりついている。

　──〝俺には知る覚悟がある。彼女を守りとおす覚悟もだ。あいつは、フェルは俺の妻だから〟

「……自分の発言には責任を持つことね。でなきゃ許さなくてよ」

「？　何か言ったかい、シレイネ？」

「いいえ、なんでもありませんの。お兄さま」

　不意にぽそりと呟つぶやいた妹姫に訝いぶかしげなまなざしを向ける兄王に、彼女は小首を傾かしげて手を振ってみせた。
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　アーモンドが散れば、庭の鈴すず蘭らんが見頃を迎える。

　それが終われば、咲き乱れるのは初夏の花々だ。深ふか緑みどりの蔓つたに、白や淡たん赤せき紫しの五ご枚まい花か弁べんが美しい午時葵シスタス。一面の平野を燃え立つ橙だいだいに染め上げる雛罌粟アマポーラ。

　けぶるように家々の窓辺を飾る可憐な瑠ロ璃ベ蝶リ草ア。陽射しの強さが増せば、黄色の愛らしい兎菊アルニカ。そして、向日葵ひまわり……。

　けれど自分は、それを黒こく龍りゆう城じようで見ることは叶わない。

（わたし、ごうつくばりなのはお金に関してだけのはずなんだけど）

　彼とともに、夏の訪れは味わえない。辛しん気き臭くさいのは柄がらではないが、それを惜しいと感じる程度には欲張りになってしまったのかもしれない。




「第一、出戻りの準備っていってもなあ」

　出立する日の朝、誰もいない黒龍城の自室で、フェルは独ひとり呟つぶやいた。

　人がいないのには理由がある。離婚の宣言をしてから、入れ替わり立ち替わり使用人や黒龍兵たちが部屋の前に詰めかけ、「離婚されるって噓うそですよね!?」「本当にご実家に帰ってしまわれるんですか」「寂さびしいです」「行かないでください」と涙ながらに別れを惜しんでくれたのだ。

　仲のよかった奥方付きの侍女たちに至いたっては、「私たちもお伴いたしますからぁあ！」と集団でおいおい泣きだされ、見かねたクロウが「彼女が落ち着いて支し度たくできないだろう」と人払いしたためである。

（どうせ何もないんだもの。みんなともう少し、話しておけばよかった、かな……）

　輿こし入いれ時に自分の身の回り品として持ち込んだものは、後日王宮に送られる。とはいえ、王宮はフェルの家でもなんでもない。実態は身代わりド庶しよ民みんのフェルは、当然のごとくほとんど身一つの帰還である。

　腰に手を当てて部屋を見回し、改めて少ない手荷物を確認してみる。

　内訳は、変へん装そう用の衣装やかつら。シレイネから預かった浄じよう石せきのかけらと、「お前の稼ぎなんだからちゃんと持って帰れよ」と仮かり初そめの夫にして（仮）雇こ用よう主ぬし様に念押しされた『召めし使つかいフェル』のお給金、諸もろ々もろ。……ささやかなものだ。

（この部屋を引き払ったら、これでホントに最後）

　続き間の先にある浄じよう室しつは、『身体からだの弱い』シレイネを気き遣づかってクロウが準備してくれていたもの。赤い天鵞絨ビロード張りの金の猫ねこ脚あしの長椅子、上品な寄よせ木ぎ細ざい工くの美しいチェストなどの調度。広い寝台は、来た時は真冬の寒さをしのぐための羽毛や毛織物で整えられていたのに、今は涼しく寝るための肌触りのいい絹や麻に変わっている。そのことに気づいた瞬間、「半年、か」と思わず声がこぼれ出た。

（寂しい、って……前にも、思った気がするな。いつだっけ。ああ、鈴すず蘭らんの結婚指輪をもらった日の朝……）

　──〝あれ、ちょっと寂しい？　なんて、ね〟

　あの頃の自分にとって、クロウは『召使フェル』と『花嫁シレイネ』相手でまるで態度の違う、よく分からない人だった。

　どちらにせよ彼は、『フェル』と『シレイネ』が同一人物だと分かって振ふる舞まっていたのだが──ぞくぞくするほど綺き麗れいで怖くて色香があるのに、優しくてあたたかくて悪戯いたずらっぽい、その二面性に強く惹ひかれたことを覚えている。

　彼の元を離れることが、当時は、少しだけ寂しかった。

（あの時は、気のせいで紛まぎらわせられる程度だったけど）

　今は、はっきりと胸の内に沈む澱おりを意識できる。

　使命を果たしてすっきりと爽さわやかなのに、どうしても寂しさがあるのは、半年間積み上げたものが、自身にとってかけがえのない重さになったからだろう。

（鈴蘭の指輪は、お返ししたしね）

　だけど、実は「これだけは」というものを持ち帰ることにしていた。一人物想いに耽っていると、こんこん、と静かに扉を叩かれる。フェルは顔を上げた。

「邪魔するぞ、フェル」

「クロウさま」

　返事も聞かずに扉を開けた人物を見て、フェルは目をしばたたいた。

　クロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラント公こう爵しやく。隣国の第三皇子であり、間もなく皇こう弟ていにして宰さい相しようとなるひと。

　もう、「旦だん那なさま」とは呼べなくなったひと。

（離婚したんだもの。この人とはもう、夫でも妻でもないんだよね）

　短くなった髪に漆しつ黒こくを、瞳に氷海の群ぐん青じようを宿す、己おのれよりずいぶん高い位置にあるその顔をじっと見つめる。

「もうすぐそちらにご挨拶に伺うつもりだったのですけれど……何かご用事ですか？」

　見送りに来てくれるとは言っていたが、部屋からとは聞いていない。何か急用でもあったのかなと、フェルは首を傾げた。

「やはり、これはお前に渡しておく」

　すると、彼はフェルの手を取り、無理やり握らせるように何か小ぶりで細長いものを押しつけた。

「？　あ、これ」

　──冬至ユールの時、彼に貰もらった短剣。

　白い柄や鞘に宝石を象ぞう嵌がんされ、金銀で装飾を施ほどこした貴婦人の護身用らしいそれは、「以前こちらにいらした際、シレイネさまは受け取られませんでしたから」という理由で彼に返却していたのである。

「いえ、こんな素晴らしいもの頂ちよう戴だいできません」

「いらなければ売り払って生活の足しにするといい」

　慌てて返そうとするフェルの手の上に自分の手を添え、彼は静かに付け足した。

「たしかに、『シレイネ』からは一度返してもらった。だから、今度は『フェル』に渡す。捨てるも売るもお前の自由だ」

「……は、い」

　神妙な顔で頷うなずいて受け取るフェルに、「よし」と彼は頷いた。

（笑った顔、見たいのにな）

　なんだか違和感があるなと思っていたら、彼はさっきから氷の彫像のような無表情だ。

　──出会った頃の彼がこんな感じだった気もするが、最近はずいぶんいろんな表情を浮かべるようになっていたはずなのに。

「それと。以前、お前に贈った鈴蘭の香油があるだろう。あれを出してくれ」

　続けざまに、彼はやはり眉ひとつ動かさず尋ねた。気け圧おされつつ、フェルは顎あごを引く。

（鈴蘭の……）

　それは、ティカル高原への新婚旅行の帰き途と立ち寄った宿場町の名産で、瀟しよう洒しやな硝子の小こ瓶びんに入っている。

　少ない手荷物の中で、持ち帰らせてほしいと願い出た品のひとつがこれだった。鈴蘭の指輪はどう考えても彼に返すべきなので、代わりに伴ともないたかったのだ。

　この香りをまとい、クルヴァッハで、黒龍城で自分は暮らした。──彼がくれた、彼と過ごした証あかし。その香り。思い出のたくさん詰まったいちばんの宝物で、手荷物の中でもいっとう厳げん重じゆうに包んである。

「どうぞ」

　戸と惑まどいつつ梱こん包ぽうを解き、小瓶を取り出して手渡すフェルに、受け取りながら「せっかく包んだところ悪いが」とクロウは前置いた。

「貸してくれないか。この香油」

「は？」

　目の前で左右に軽く瓶を振られ、きょとんとする。彼の態度は、あくまで淡たん々たんとしている。ただの事務的な会話のように。

（要するに、これは持って帰るな、ってことかな。……残念）

　仕方がないかあとか、そもそも彼に貰ったもののはずなので、貸すというか返すんだよなあなどと思ったりしたが、──それにしても不審なのは。

「……それ、どうされるんですか？」

「当然、つける。香油だからな」

「エ」

　ほかにどんな用途があるんだ、と相変わらず真顔のクロウに、思わずフェルは口をぱかんと半開きにした。

「……あなたが？」

「俺が」

　やがて、おそるおそる彼の顔を見上げ、絞しぼり出すように尋ねる。

「…………お……女物ですけれども……？」

　貴人のまとう香りにも、当然、女性向けと男性向けがある。薔ば薇らなどに比べれば幾分涼すずやかでも、十分可か憐れんで甘ったるいそれは、どう考えても誰が嗅かいでも、一発であからさまに淑しゆく女じよ用と分かる。

　なんだろうこの人、何に血迷って何に目覚めたんだろう。いつの間にだ。ひょっとして死線さまよったあの時か。おのれ妖よう精せい王おう。

（まじか！）

　若じやつ干かん蒼あおざめた顔で半歩引くフェルに、「何を怪あやしげな想像をしているか知らないが」とクロウはため息交まじりに眉み間けんを揉もんだ。

「代わりに、これを持っていけ」

「はい？」

　ぽんと手渡されたのは、落ち着いた細身の意い匠しようの、青い小瓶だ。硝子の栓がしてあるから、中になみなみと満たされた液体の正体は、香水の類たぐいだとすぐ知れた。

　ごく自然に、きゅぽ、と蓋ふたを外して、手であおいで香りを確かめる。柑かん橘きつ系けいの爽やかな香りが、ふわりと鼻び腔こうをくすぐった。

「……クロウさまのオードコローニュ」

　ぽつ、と呟くフェルに、クロウは「ああ」と頷いて、やっとそこで満足そうに口許を緩めた。

（笑った）

　待ち望んだそれに思わず見とれていたフェルは、クロウの「だからお前はそれをつけろ」という次の一言を危うく聞き逃のがしかける。

　自分は男ものの香りを使い、彼は女もの。あべこべだ。

「あの。意図がさっぱりなのですが……」

　ぐるぐるとこめかみを押さえるフェルに、「毎日つけてもだいたい一年はもつ」と、答えになっていない返事をくれた。




「この香りを身につけていれば、いつでもお前を思い出せるだろう？」




「！」

「ここにいたのは公式には『シレイネ』だ。だが、お前のいた証を何一つ手元に残せないのは、やはり……思うところがあったんだ。俺には」

　そうか。このかたも、──同じことを、考えてくれていたんだ。

　少しだけ思考回路が近くなったと周囲に言われるのを頑かたくなに否定してきたフェルだが、こういう共きよう鳴めいは、結構、いや、かなり嬉しい。

（それじゃ、このオードコローニュは）

「引き換えに、俺の香りを置いてくれ。お前のそばに」

「……わたしを喜ばせてもなんの得にもなりませんけれど」

「去り際にまでいつもの憎にくまれ口か？　らしくて何よりだ」

「いいえつい癖くせで。……ありがとうございます」

　お互いを示す、香りの交換。

（どうして）

　胸がいっぱいになってしまって、どうしようもない。

　熱くなった心の滾たぎりは、咽の喉どを伝い、まなじりからこぼれそうになる。

（笑って、別れたいから）

　──泣かないと決めた。

（なんて言おう）

　別れの挨拶は、どうぞお元気で。身体に気をつけて、とか。あまりご無理はなさらないでくださいね、とか。

「……クロウさま」

　いざ離れ離れの段になると、よそよそしい決まり文もん句くしか浮かばなくて、フェルは俯うつむく。

（違う。本当はもっと、言いたいことあるはずなのに）

　──〝初めて、幸せになりたいと思ったんだ。それは、お前とが、いい〟

（そうだ、わたしが願うのはひとつだけ）




「どうか──幸せに、なってくださいね」




　結局、彼にとって、いちばん聞きたくないだろう言葉を贈おくってしまった。

（お前とがいいと、あなたはわたしに言ってくれたのに）

　だって、本心なのだ。自分がそばにいられなくても、彼には誰より幸せになってほしかった。

　それを聞いた瞬間、クロウはぐっと眉根を寄せる。

「……ああ。そのつもりだ」

　耳に馴な染じんだ低い声が、静かに肯こう定ていを返した。

（そのつもり、かあ……。うん）

　返答に、安心するような、少し寂しいような言葉。

　いや、寂しいは変だろう純粋に喜ぼうよ、と脳内葛かつ藤とうをひとしきり押し殺し、フェルはしいて満面の笑みを浮かべた。

「あなたの香り、忘れません。大事に使います。ずっと」

　小瓶の中身には限りがある。どれだけ大切にしても、時とともに質も落ちる。互いの香りはいつか薄れて気化し、欠けゆく記憶とともに、全部を過去として昇しよう華かしていくのだろう。

　受け取ったオードコローニュを胸に抱きしめて頭を下げると、クロウは柔らかく笑んだまま、そっと唇くちびるを開いた。




「で、期限の話だが」




　きげん。

「……は？」

　なんのことだ。

　フェルの目は、点になった。しんみりした空気はすっかり跡あと形かたもなく、おかげで思いっきり怪け訝げんな声が出せる。

「期限ってなんの？　お仕事ですか」

「もちろん、離婚の」

「離婚ならもうしたでしょうが。すみません不ふ遜そんで！」

　素で突っ込んでしまった。自分でうろたえる。

（えっ。超、イイ笑顔になってるんだけどクロウさま。確実にろくなこと言わない表情なんだけど。なんで。なんなの）

「し、失礼しました。でも、だ、……だいたい『白い結婚』じゃないんですから、成立しちゃった離婚に期限も何もないですよ！　お互い老後の健康を願いながら後あと腐くされなく残りの人生を楽しみましょうよ!!」

「老後のって……気が早いにも程があるな。よし、では訊き方を変える。日程の話だが」

「だからなんの！」

　帰国のですか、と思ったが、それは質問しても意味がない。今日が旅立ちの日で、彼が自分の見送りに来ている時点で日程もへったくれもないからだ。

「結婚式の」

「誰の!?」

「俺たちの。ほかに誰がいる」

「ちょっと待って本当に話が見えませんけども!?」

「？　そのままの意味だが。ああ、招待客の話でもいいぞ。故郷の孤児院にいる家族は呼ぶんだろう？　宿泊先を確保しないといけないし、人数を出しておけよ」

　疑問を投げついでに無む闇やみに距離を詰めてくるので、「近いです」と押しのけようとしたら、笑顔のまま両手首をガッ、と摑つかまれて引き寄せられ、とっさに膝ひざで鳩みぞ尾おちを狙うべきか本気で迷った。

（なに血迷ってくれちゃってるの!?　この皇おう子じさまは!!）

　ちくしょう外れない。頭ず突つきをしようにも相手の背が高すぎるからせいぜい胸板にしか届かないし、力いっぱいもがいているのに、意に介した様子もない。体格差とはかくも理不尽だ。

「だっから！　離婚！　しましたよね!?　つい昨日！　ほら右手、指輪ない！」
















　さりげなく会話が振り出しに戻ったことに軽くめまいを覚える。しかし、内容には次の彼の一言で若じやつ干かんの進展が見られた。

「そうだな。だから改めて、だ」

（改めて？）

「……五年経たってもお前が心から消えなかったんだ。そう簡単になかったことにされてたまるか」

　そう──五年前、シレイネの身代わりをしていたフェルに、クロウがひと目ぼれをしたと聞かされたのは、ほんの最近のこと。

　エルラントの特使として、一時的な停戦協定を結ぶために訪れた彼をもてなす饗きよう応おうの席で。フェルがクロウにした所業といえば、仔こ羊ひつじの骨付き肉を咽喉を突き破らんばかりの勢いで口にねじ込むことだった。

（よく考えなくても、趣味悪いなこの人。いや、わたしなんだけど。そこで恋に落ちる意味が分からん）

　しかし、彼の提案は、聞き流すにはあまりにも意い味み深しん長ちようだ。

（改めてってどういう意味かな。だってわたしが、このかたのそばにいられるとしたら……）

　やっと解放された手をさすりつつ、そこでフェルはしばし考えた。

　ド庶民でも、「そばにいる方法」がないでもないことを、うっすら知識として持っていたからだ。

（まさか、だけど）

「……あっ、……愛あい妾しようとして、って意味ですか？」

（う……正直そういうのは……もちろん、そうまでして望んでもらえるのはありがたいけれど、でも正直絶対ごめんだ！）

　これからの彼と、いずれちゃんと彼の奥さんになる人に、全力で「幸せになってくださいね」と言えない存在になるのは嫌だった。

（だって愛妾ってアレでしょ。本物の奥さんに、『あんたなんてあの人に相応ふさわしくないわこの女め狐ぎつね！』とかって、罵ば倒とう浴びせたりツンケン睨にらんだり、すれ違いざまに足引っかけて「あぁらごめんあそばせ」ってするあれでしょ！）

　それから「あんたなんて大嫌い！　離婚してしまえ！」と声こわ高だかに言い続け、あるいはクッションを顔面狙いで投げつけ、あるいは鼻の下に口紅で鼻血を落書きし、あるいは顎あごに掌しよう底ていを喰らわせるなどの種々なる卑ひ劣れつな嫌がらせを──

「ってそれ全部わたしがクロウさまにやってたやつだ……！」

「おい。何を勝手に妄もう想そうして百ひやく面めん相そうしている？　よく分からない独ひとり言ごととともに壁に両手をついてうなだれるのはやめろ。気になるだろう」

「いえ、……あなたって本当に女の趣味悪いですよねって実感して、改めて凹へこんでただけです。申し訳ございませんが何にせよ、お妾めかけさんになるのは謹つつしんでお断りを……」

「全然違う。なぜ俺が、お前以外の女を側に侍はべらせなければならないんだ」

「わたしの無駄に豊かな想像がすべてパアに!?」

　丁てい重ちようなお断りは、さらにたたみかけるような否定によって即座に覆くつがえされてしまった。おまけに上から目線。まあ皇子改め皇弟さまだからそれは仕方ないとして。

「愛妾といちいち結婚式を挙げてたまるか。正妻に決まっているだろう」

「はぁっ!?」

　しどろもどろで言い訳に入ったところで、「当然のことを言っているだけなのに驚く意味が分からない」と彼が呆れるので、フェルは目を剝むく羽目になる。

「ついでに、俺はお前のほかに妃きさきを持つ気は一切ないし、そこはきちんと神誓ゲツシユにも入れるから安心しろ」とクロウは続けたが、安心要素が微み塵じんもない。なぜって、結婚以前に。

「あなた皇子！　わたしド庶民！　正妻もなにも……」

「そうだな。それで？」

「話聞きましょうよ。疑問に疑問で返されるのっていちばん腹立つやりとりですよ」

（だめだこの人共用語通じない……）

　とりあえず同一言げん語ご圏けんならどの国にでも通じるから「共用語」なのに、よりによって国の為い政せい者しやに通じない。なんて世の中だ。

　口の端はをひくつかせるフェルに、クロウはにっこりと微笑んだ。そして、長くて形のよい人差し指を、にゅっと一本立てる。

　心底胡う乱ろんなまなざしを向けるフェルに「表情！」と苦笑しながら指摘し、クロウはしれっと続けた。

「しばらく言えなくなるから今のうちに貯ちよ蓄ちく代わりに伝えておく」

「？　はい。ええっと、なんでしょう」




「俺はお前が好きだ」




「っ!?　い、いいいっきなりなんですか……!?」

「五年前から好きだ。……五年前より、好きだ」

　思考が真っ白になるフェルの顔に手を滑すべらせ、クロウはなおも言葉を重ねる。

「半年経って、もっと好きになった。……誰よりも、いちばん。お前だけが、好きだ。お前しか要いらない」

「もう、だから、わけ分かんないです!?」

（く、クロウさまが壊れた！）

　半年間もかけて、やっと、ちゃんとお互い気持ちを伝え合ったのは、つい昨日のことなのに。どうしていきなり、『好き』の特盛り叩き売りを始めるんだ！

（きっとどこかで頭をぶつけるなりしてネジが何本か飛んだんだ。おのれ妖精王またしても！　それか熱があるか！　最近いろいろありすぎてお疲れだったろうし、身代わり嫁の見送りなんて切り上げてとっとと部屋に帰って休むべき……）

　提てい言げんのために顔を上げた瞬間、顎あごをすくわれて目許にちゅっと軽い口づけを受け、完全な不意打ちにフェルはぎゃっと色気のない悲鳴を漏もらした。

「お前は？」

「……え？」

「俺が、好きか？」

「っ！」

　──直ちよく截せつな問い方をされ、もうこれ以上はないと思っていた全身の熱が、さらに追加でぴいっと湯気を上げる。頭の中を彼の声で焙あぶられて、じりじりと身を焦こがされるような。

「そっ……それはもうお伝えしました！」

「もう一度訊きたい。……駄だ目めか」

　少し寂しそうな声こわ音ねを作られ心がぐらつくが、その群青の瞳に浮かぶ悪戯いたずらっぽい笑みで、すぐに悟る。からかってやがる！　と。

「それとももう、気持ちが変わってしまったのか？」

「なっ、違います！　わたしもあなたが好きっ……なんでもありません今のなしです！」

「そうか。ちゃんと聴こえた。俺もだ」

　彼はもう一度軽く頰に口づけると、長い両腕を広げて、フェルの身体をすっぽり包んだ。照れる暇もなくぎゅうぎゅうと押しつぶさんばかりに力を込められ、「窒ちつ息そくする！」と腕を叩いて抗議する。果汁を搾しぼられるオレンジの気持ちがちょっと分かった。

　やがて満足するまでフェルを抱きつぶすと、息も絶え絶えな彼女を腕から解放し、クロウはこんな提案をする。

「お前の気持ちが変わらない限り、俺の匂いを使っていてほしい。俺も、ずっとお前の香りを身につけるから。毎日必ず。……欠かさず」

「！」

「次は、敗戦の代だい償しように呼びつけるんじゃなくて、ちゃんと俺から迎えに行こう。結ゆい納のう品ひんを馬車に積んで、金の飾しよく緒しよをつけた儀ぎ仗じよう兵へいで列をなして、いちばんの正装で」

　それは、王おう侯こう貴族が、正式に、身分のある貴婦人に求婚を申し込む時の、最も礼を尽くした形式だ。

　不敵に笑う彼は、発言内容こそ本当に何言ってるんだこの人という狂きよう人じんの類たぐいなのに、あまりにいつもどおりすぎて。

「……お断りです、おとぎばなしじゃあるまいし。正妻だなんて、わたしド庶民ですってば」

　だからフェルも、いつもどおり返した。

「やってみないと分からないだろう？」

「好きだ嫌いだの問題じゃありません。あなたにはちゃんと相応しいかたがいるはずですし、見つける義務があるはずです」

「相応しい相手なら目の前にいるが」

「拾うところはそこじゃない！　本当に話を聞きませんね!?」

　頭を抱えるフェルに、「いやに身分にこだわるな」とクロウも呆れ返っている。こだわるも何も、一般常識を普通に説といているだけなのだが。

「……フェル。たとえばもし、お前が本当に王女だったとしたら、求婚を受けてくれるか？」

「へ？　いいえ、に決まってるじゃないですか」

　とっさに返した否定に、しん、と沈黙が場に落ちる。

「すすすみません。……いえ、そういう意味ではなくてですね」

　クロウがあまりに長時間黙りこくっているので、さすがに表現を誤あやまったと悟ったフェルはわたわた釈しやく明めいに走る。

「まあ、絶対あり得ないんですけど。たとえばの話ですよ。そう、あくまでたとえばですけど！　万が一にも自分がもし、何かの奇き跡せきか間違いかで、ユナイア王族の端はしっこの端っこにでも連つらなっていたとして。実は……なんてことがあったとしても」

「としても？」

「わたしはただのフェルディアです。ベルファスティスの救きゆう貧ひん孤児院で育った、ガウェイン先生の最初の養い子。それはわたしの生きてきた道で、わたしの誇り。いいえ、存在意義そのものです」

　クロウとは、身代わりとして出会っただけ。

　そんな相手と結ばれることは、道を違たがえることだ。彼にとって本来相応しい伴はん侶りよを選ぶ道があるように、自分自身にも生きてきた道がある。

　身代わり花嫁はあくまで変へん則そく、その場限りだったのだ。ほんの少しだけ、お互い夢を見たにすぎない。

「なので、絶対ごめんです」

「…………」

　びしっと両手を交差させて断だん固こ拒きよ絶ぜつの格好を取るフェルに、クロウはしばらく黙ったままでいた。

「分かった」とようやく彼は絞り出すように理解を示した……が。

「お前の、生きてきた道を否定しないように娶めとれば問題ないんだな？」

「わあ超解かい釈しやくですね。ではなく、要約すると、『殿下、婚こん活かつ頑張ってくださいね！』です」

　お分かりいただけましたでしょうか！　と。

　元気いっぱい力いっぱい、フェルはクロウを振った。

　──後あと腐くされはそれでなくなるはずである。

　はず、だった。
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（おかしい）

　──皇こう宮ぐうの回かい廊ろうは、どこもかしこもきらびやかに過ぎて目に優しくない。

　色鮮やかな天てん井じよう画が、等とう間かん隔かくで吊り下がる硝子ガラスのシャンデリア。金きん糸し銀ぎん糸しのタペストリも、曇り空のような色味の艶つややかな青せい磁じの壺飾りも、何もかも金額的な意味で目に毒ですと、歩くたびにこぼしていた少女の口ぶりを思い出してしまう。

「最近、そこかしこに妻の幻影が見えるんだ。俺は目がどうかしているんだろうか」

「頭のほうは割と前からどうかしてたと思いますよ、我が君」

　苦笑交まじりに、近くにいた家か令れいのケイ＝サリタに話を振ってみると、実に面倒くさそうにいい加減な答えが返ってきた。そこでクロウは「そうか」と静かに頷き、ごく静かに一発殴なぐっておくことにする。

　今のクロウは、クルヴァッハ領主とエルラント帝てい国こくの宰さい相しようを兼けん任にんする立場である。どちらも目を離せず、あっちこっちを往いったり来たりの多忙そのものだが、親教会派貴族から信頼の置ける者を見つけたので、最近は自領の留守を任せてこうして皇宮までケイを手伝いに駆り出している。

　殴られた頭をさすりながらケイは、「そういえば」と話題を変えた。

「もうじきワルプルギスですけど。どうですかね調子は？　奥方さまのこと、まだしつこく諦あきらめきってないんでしょう？」

「しつこくも何も諦める予定そのものがない」

「そうですねえ。兄上の地じ盤ばん固がためをガッチリ手伝って発言力を伸ばし、セタンタ王と綿めん密みつにやりとりしてお膳ぜん立だてを進め、離婚直後から舞い込みまくった縁えん談だんの数々をすべて無造作に断り続けて今に至りますもんねえ。──正直ドン引きですよ」

　ケイは深々とため息をつき、クロウのこの一年の行状をあげつらった。すべて事実だし、クロウからすれば別に気にする内容でもないのできれいに聞き流す。

　しかし、次のケイの疑問には、さすがに重い口を開いた。

「妖よう精せい王おうの野望が費ついえた今、彼女を王おう籍せきに戻しても、なんの障害もないんでしょう？　奥方さまがこだわってる身分も、それであっさり解決じゃないですか。いつ迎えに行くんですかもう。見ててじれったいったらありゃしない」

「……まだだな。早い」

「まだぁ!?　もう手札は揃そろってるじゃないですか！」

　意味不明ですねえとぶつくさこぼすケイに、「手札はあっても決め手がない」とクロウは表情も変えず言い放った。

「俺は、彼女が今まで歩んできた道のりを、何一つ否定したくはないんだ。あいつは、ベルファスティスの孤児院で育った自分が自分なんだと言った。それじゃあ、俺が迎えに行くべきは、『ユナイア王女』じゃない」

　そう──ガウェインの養やしない子ごで、お金が大好きなド庶しよ民みんの少女を迎えに行くべきだ。

「そんなこと可能だって思いますか？」

「一年前なら不可能だと思って、とっととさらってきただろうな」

　だが、今は違う。

　エルラントとユナイアの共同事業である商路建設について、手元の報告書に目を落とした瞬間、クロウはそっと唇くちびるの端を吊り上げた。

　そこには、数字や工事の進しん捗ちよくに加え、最近のユナイアの動向が記されている。

（……銭ぜに勘かん定じようが得意で、仕事が恐ろしくできる、茶色い髪にメガネの新入り女下級官。おまけに入庁はセタンタ王直じき々じきに任命と鳴り物入りか。──果たして誰のことなんだろうな）

　そんなことは考えるまでもなく分かっている。

（フェル。……大商路の仕事を、してくれているのか）

　目め許もとを和なごませるクロウを、「……追っかける度が過ぎて犯罪にならないようにしてくださいねえ」とケイが小声で窘たしなめた。

「まあ、待つってんなら従いますけど。でも、自分めは、あなた様はもっと短気だと思ってましたよ。（元）奥方さまに関することなら特に。案外律りち義ぎですね」

　いやあ意外でしたぁと嘯うそぶく家令に、クロウは「律義、か」と呟く。

「たしかに、一年近く彼女の顔を見ていないから、我ながらそろそろ発狂してもおかしくない頃合いではある。それでもはっきり彼女の口から『好きだ』と聞かせてもらえたのが大きいな。心に嫁成分の貯蓄ができた。脳内で告白の場面を繰り返しながら、少しずつ蓄たくわえを崩して食いつないできたが、そろそろ補充しないと赤が出そうだ」

「あの、割と真剣に何言ってんだか分かりませんけど、とりあえずあなた様が気持ち悪いのは分かりました」

「大丈夫だ。俺も自分で何を言っているのか分からない」

「それ世間一般では『大丈夫じゃない』って言うんですよ」

　わざわざ回廊で立ち止まって五歩くらい物理的にドン引くケイに、「引くなよ」と無茶を振り、クロウは続ける。

「律義というか……ちゃんと全部ひっくるめて彼女が俺と結婚したいと思えるまで納得させてこそ、逃げ場を全方位塞ふさいだことになるんじゃないか」

　とりあえずの城攻めをしたいわけではない。

　濠ほりを埋め城壁を叩き壊し、すべての武器を奪ってこその完全勝利だ。

「女性を城に譬たとえるのはやめろと自分め前にもご忠告申し上げたはずですが」

「と、言われると思った。冗談だ」

「えーっ……？」

　片頰をひくつかせるケイに、クロウは「ここからは独りでいい」と軽く手を振った。「冗談ですかあ？　疑わしい。奥方さま今すぐ逃げて！　ってお知らせしたくなりますねぇ」と怪訝顔をしていた家令は、やがてメガネを押し上げて諦めたように背を向けた。
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「来たか愚ぐ馬ば鹿か弟てい」

　皇帝の執しつ務む室しつの扉を押し開いたクロウを出迎えたのは、不機嫌な長ちよう兄けいの声だった。

「その愚馬鹿弟という表現、いい加減どうにかなりませんかジルフォード陛へい下か」

「わざとらしく陛下呼びをするな気色の悪い。いつもどおり、頰ほおを桃色に染めて上うわ目め遣づかいに『世界でいちばんかっこいい、敬愛するジルフォードお兄さま！』とでも叫ぶがいいのだ」

「それはどこの世界に暮らす俺の話ですか」

　灰かい青せいの髪に空色の瞳、優美に整った顔立ち。月げつ桂けい樹じゆを模した簡素な額飾りは、宝ほう冠かんの代わりに皇帝の位を示すものだ。

　先だって授じゆ剣けん式しきを終え即位したばかりの白はく龍りゆう公こう改め新帝ジルフォード＝ペンドラゴン＝エルラントは、クロウの登場に、「もちろん、私の妄もう想そうの中の弟だ！」と得意げにふんと鼻を鳴らして応えた。いっそ清々しくなる気色悪さだ。

「酔ってますか？」

　言葉尻を捉えるときりがなさそうだったので、抜ばつ本ぽん的てき原因を突き止めようと投げた問いには、「私はきつい酒が入ると気分が悪くなって逆にだんだん静かになっていくのだ極きよく大だい愚馬鹿弟め!!」と、「知るかそんなもん、いや知ってるが」という応おう酬しゆうが続く。兄は元々蒸じよう留りゆう酒しゆが名産のグリフレイ領主だが、自身はさほど酒が強くない。フェルにはぐびぐび飲ませていたが……。

「ああ、うるさい……挨あい拶さつくらい、もうちょっと静かにできませんか。極大愚馬鹿兄上ふたりとも」

　すぐそばからいかにも面倒くさそうな声が響き、先客にもう一人兄弟きようだいがいたことを知る。

「珍しいな。ヨミ、お前も来ていたのか」

　ぼさぼさの黒髪と、中性的な顔立ち。とろんと眠そうな眼は、ブラック・オパールのような遊ゆう色しよくを浮かべた不可思議な黒こく青せい。この一年で今さらぐんと背が伸びたが、それでもまだクロウやジルフォードには届かない。

　皇族兄弟の末の弟、黄おう龍りゆう公こうにして『書しよ庫こ番ばんの皇おう子じ』ことヨミ＝アグラヴェイン＝エルラントは、なぜか長椅子の上に膝ひざを抱えて座っていた。きちんと床に靴を揃えて置いているあたり、奇妙な律りち義ぎさが窺うかがえる。

「別に、僕が来たかったわけじゃないです。南方の文字を使った暗号の解読が必要だとかで、アグラヴェインでのんびりしていたところをジル兄上に呼び出されたのです。まったくもって面倒くさい。ああ面倒くさいやれ面倒くさい、もう息をするのも面倒くさい……」

「息はしろ。……だが、暗号解読？」

　訝いぶかしむクロウに、ジルフォードはため息交じりにボロボロの紙切れを差し出した。

「最近、皇宮の中でやりとりが発覚した密書だ」

「──これは」

　南方の文字を複雑に組み合わせてあるが、ところどころ解読できる単語から、商路に関する内容と知れる。

「一年前の政変のごたごたを縫ぬって、あの愚弟その一が密ひそかに脱だつ獄ごくしたのは記き憶おくに新しいだろう」

「……そうですね」

　愚弟その一とは、エルラント皇族五人兄弟の次兄、翠すい龍りゆう公こうイグレック＝ゼルク＝エルラント。いや、もう皇こう籍せきも領土ゼルクも剝はく奪だつされているから、正しくはただの『イグレック』だ。ロシュ侯こう爵しやく家けという反ユナイア貴族筆ひつ頭とうの母親を持つという出しゆつ自じから、大のユナイア嫌いでもある彼は、ユナイア王女と第三皇子の婚姻が許せず、陰いん謀ぼうを企くわだて二人を亡き者にしようとした。

　結局は失敗して、身分を失い投とう獄ごくされた上、故・リグレイン妃の手で呪じゆ毒どくを盛られて正気まで失ったと、転落人生まっさかさまのドン底にあったはずの人物だが。

（脱獄とは懲こりないな。虚うつろなまなざしで牢の中をぐるぐる回っていると聞いたが、正気に戻った途と端たんこれか）

　どさくさに紛まぎれて行方ゆくえをくらませた次兄は、そこからふっつりと消しよう息そくを絶った。こちらも手を尽くして捜さがしたが、反教会派の残ざん党とうが逃亡の手引きをしたらしく、国内ではおよそ足取りは摑めずにいたのだ。クロウは首を傾げる。

「……潜せん伏ぷく場所が分かったんですか？　イグレック兄上の」

「ああ。ちょうど愚弟その五が暗号を読み解といたところだ。……しばらく南なん方ぽう砂さ漠ばくの小国を渡り歩いていたようだが、先頃アルトゥン入りしたようだな」

「……アルトゥン？　エルラントとの境さかいに戻ってきたということですか？　第一あそこはもうすぐ……」

「ああ。間が悪わりィことに、ユナイアの使節団を呼びつけて会合が開かれるところだぜ。キツネの兄あに貴きにタヌキの国なんてぞっとしねえな。……よりによって治安のクソ悪ィ南方砂漠に逃げ込むたぁ、よくもまあ、と思うけど」

　不意に扉のほうから聞こえた声に顔を上げると、もう一人の弟が入ってくるところだった。

「ご機き嫌げん麗うるわしく、陛下に宰相閣下、それと黄龍公。ってか、誰も見てねえから馬鹿兄貴二人組とヨミでいいか？」

「……ユアンか。ちょっと見ない間にずいぶん口が悪くなったな？」

「前からこんなんだよ、クロウ兄貴。生あい憎にくとな」

　紫むらさきと褐かつ色しよくを中心にした衣装の肩を竦すくめるのは、癖くせのある栗毛に吊り目がちな青せい灰かいの双そう眸ぼうを持つ、精せい悍かんな顔立ちの青年だ。紫し龍りゆう公こうユアン＝ヴァゼタ＝エルラント、第四皇子にして最後の兄弟である。

　健在な兄弟が四人まで豪ごう華か揃そろい踏ぶみだ。そして、場をにぎわせているのは、残念なことに所存不明の最後の一人。

　そこでユアンは、唇を嚙かんで悔くやしそうに俯うつむいた。

「……イグレック兄貴のことは、同母弟おとうとであるオレの監かん督とく不ふ行ゆき届とどきだ。責任持って、オレに追わせてほしい」

　重々しい口調で頼み、ぐっと勇ましい眉を寄せる異母弟おとうとに、「お前のせいじゃない」とクロウは声をかけた。

「イグレック兄上の脱走は、皇宮を制圧する前だ。……お前が負おい目めを感じる必要はない。誰にも見み咎とがめられずに混乱に乗じて脱け出す狡こう猾かつさはさすが二つ名どおり、『ゼルクの狐きつね』というところだな」

　それはさておき。

「クルヴァッハの隣に潜んでいるなら今度は俺の管かん轄かつだ。ユアンは今、ヴァゼタ統とう治ちのほかに皇帝直ちよつ轄かつ領りようの面倒も見ていたり、やることが盛りだくさんだろう。気にしなくていい」

「でも、忙しいっていうならクロウ兄貴のほうが！」

「俺が信じられないか？」

　責任感の強さから食い下がるユアンの肩にそっと手を置いて、クロウは諭さとすように言い含めた。

　その群青の瞳をじっと見上げ、ユアンは不意に──とてもイヤそうな顔をした。

「ああ。信じられねーな」

「は？」

「あ、はいはいはーい。ぼくもでーす。クロウ兄上には不信感しかありませーん」

　そこで賛意を示すように、だぼっと余った袖口をひらひら振ってヨミが挙きよ手しゆする。

　いきなりなんだ、と眼を剝むくクロウの隣で、「まさしくそのとおりだな！」と頷いたのはジルフォードだ。

「この私も、愚馬鹿弟その二のことなど極きよく限げん信じられぬな！」

「その極限信じられない男を宰相位に就つけているのはどこの愚馬鹿兄ですか」

「それはそれこれはこれだ。いいか、私は……いや、私たちは怒っているのだからな！」

　握りこぶしのジルフォードの言葉に賛さん同どうするように、ユアンとヨミがうんうんと頷く。わけも分からず、クロウは呆気に取られるしかない。
















「何かお気に障さわることでも。ジルフォード兄上」

「何か、だとう？　ようもほざいたものだな！」

「まったくですよ。呆れちゃいます」

　いきり立つジルフォードや半はん眼がんで睨むヨミに続き、代表するようにびしっとクロウを指さしたのはユアンだった。




「シレイネとの離婚のこと！　事後承しよう諾だくで一方的に報告してきたのは死んでも忘れねー！」




「……あー。それか」

　眉間を揉むクロウに、「それだ」とジルフォードは続けた。

「『今度離婚しますので、よろしくお願いします』と紙切れ一枚で挨あい拶さつすませて。あの時、私がどれだけ驚いたことか。たとえば腰抜かしたとか目ん玉飛び出たとか、顎あごが落ちて地面にめり込んだけど弾んで元に戻ったとか、このお兄様の明めい晰せきな頭脳を限界まで駆く使しして筆ひつ舌ぜつを尽くそうが、表現できるものではなかったぞ。文面をもう少し工夫しろ、面白味のないうすらトンカチな石頭ちゃんめ」

「よくもそう稚ち拙せつな罵ば倒とうが次から次へと……というか凝こった書しよ簡かんならよかったので？」

「事前の報ほう（告）・連れん（絡）・相そう（談）を求める」

　うわあ面倒くさい、とクロウは半眼になり、手に持っていた報告書を丸めて己の肩をとんとんと叩く。

（たしかにあの時は、血相を変えて駆けつけた兄上に胸むな倉ぐら摑まれたな）

　──〝嫁を……離縁しただと!?　どういうことか、一から十まで事細かく説明しろ！　ただし、手短にだ!!〟

　甦よみがえるのは、空色の瞳に焰ほのおをくゆらせたジルフォードの姿だ。

（いや、一から十まで事細かく言うのに手短って、どっちだ）

　矛む盾じゆんした詰きつ問もんが、ジルフォードの激げつ高こうを物語っていた。

　それぐらい、長兄は動揺したものだ。感情を凍らせていた頃も含めて、あんなに昂たかぶっている彼など初めて見た。

（こちらも、どうせ離縁するだろうことは分かっていたから、あらかじめ届く頃合いを逆算して手紙を出したわけだが）

　あの日。

　彼女に、好きだと告げて、永遠にそばにいてほしいと願った時に。

　──妻の性格からして、どう転んでも、あの状況で結婚の申し込みを受けてもらえないことは覚悟していた。嫌われていたら当然のこと、奇跡が起きて想いを返してくれたとしても、彼女は気持ちよりも使命を果たすことを優先するだろう。

　どちらに転んでも、振られることは必ひつ定じようだし、必要だった。

　賭かける可能性があるとすれば、彼女が、『クロウ自身』を望んでくれるかどうかだけ。

（……そして、彼女は俺に、欲しかった言葉を与えてくれた）

　兄はもちろん弟たちにも、当然、離縁のことは知らせた。ワルプルギスの直前に手元に書簡が届き、泡あわを食って順繰りに駆けつけてくる頃には立夏ておくれになっているという寸法だ。名付けて、後の祭り方式である。

　粛しゆく々しゆくと挨拶状を書く横で、ケイには「まあ自分めも同じ展開を予想してましたけど！　玉ぎよく砕さいを淡々と受け容れないでくださいよ」と嘆かれたものだが。

　果たして思惑どおり、二人をよく知る兄弟たちは年齢順に（手紙を時間差で出したせいだ）、代わる代わる黒龍城を訪れた。

　次着の第五皇子ユアンには「な、なんだよ……わざわざ手紙送ってきて言うことがシレイネと離婚って冗談きついぜクロウ兄貴……!?　今からでも取り消しに行けよ。な？　いや、オレも『離婚かー、じゃ、しょーがねえかぁー』っていっぺん落ち着いたんだけど、いやいやいや。ないないない。やっぱり納得できねえ。お前らが離婚とか……こんなの絶対おかしいよ！」と立て板に水で盛大にわめき散らされた。

　第六皇子ヨミに至っては、「ごきげんようクロウ兄上。では、ばしゃーん」と挨拶がてら無表情で水をぶっかけられた。おまけに、かけるだけかけたら「用は済みました」と直ちよつ帰きである。

　よく考えなくても末まつ弟ていの所業がいちばんひどい。頭を冷やせということらしいが、水入りのたらいは無駄に持参で、かつキンキンに冷やされていた。好かれてるぞ、よかったなフェル、とぽたぽた前髪から滴る雫しずくを見ながら、クロウは冷静に感想を抱いたものだ。

（あれから、一年弱）

　クロウは兄から視線を外し、執務室の壁に飾られた大鏡に向ける。葡ぶ萄どう蔓づるや花か鳥ちようを模もした金細工で縁取られたそれには、机に向かう兄とその前に立つ己の二人が映っている。

（ジルフォード兄上は、──顔つきが変わったな）

　空色の瞳と、灰色の髪。チャラけた雰囲気は相変わらずだが、公おおやけの場では沈ちん着ちやく冷静な表情とうまく使い分けて感心する。

　なにせ、現エルラント皇帝なのだ。おまけに反乱による力ずくの帝位交代だった。

　そう──威い勢せいを十分誇っていたウーベル亡きあと、大国の牽けん引いんは、容よう易いなことではなかったのだ。

　ジルフォードの場合、もちろん顔つきは優しく穏やかなままだが、精せい悍かんさを増したし、何より父に似た風格が伴ってきている。

　彼がこつこつと磨いてきた手腕を貴族たちに見せつけ、認めさせるにはたった一年弱でも、十分な期間だった。おかげで、政せい情じようはすでに安定の兆きざしを見せている。

　ほかの兄弟たちだって。

（ヨミは、ずいぶん大人びた顔つきをするようになった。背も伸びたな。ユアンも、卑ひ屈くつなそぶりが少なくなって、落ち着きが出てきた。……昔、あんな反抗期の子供みたいな態度を取っていたのに、別人のように）

　──対する己は。

　クロウは、鏡の中にある自らの虚きよ像ぞうを見つめる。黒髪はまだ伸ばしていない。群ぐん青じようの、凍れる海の瞳も以前と同じだ。わずか一年の間にどうこうなるものでもないが、周囲は己を「変わった」と評ひようするようになった。

（正確には、変わったのは、妻がいた一年半前からの半年間……か）

　彼女と過ごした時間の短さを思い、ため息をついてクロウは首に手をやる。ふわりと甘い香りが漂った。

「なあ。こそっと教えてくれたけどさ……あの『シレイネ』って、偽者だったんだろ」

　不意に、ユアンの静かな声で我に返ったクロウは、「ああ」と頷いた。

「本当の名前とか身分って、なんだったんだ？」

「言えない。……ここで教えるより、たぶん然しかるべき時に伝えたほうがいいと思うからだ」

　少し逡しゆん巡じゆんしたのちそう伝えると、「そっか」と弟はあっさり引き下がった。

「じゃ、せめて後悔はしないようにしろよな」

「ああ。そのうち、お前たちにも協力を頼むことがあるかもしれないな」

「ぼくも巻き込まれちゃうんですか？　面倒くさいですが、……まあ、あのお姫様には世話になったので、考えないこともありません。あなたのために動くのはまっぴらごめんですが」

「そう言うな」

　唇を尖らせるヨミに苦笑で応じる。

「では、とりあえずは目もつ下かの不安を取り除くことからだな」

　最後に締めくくったのはジルフォードだ。

　大商路は、クロウの管轄。

「アルトゥンに出向いて、ユナイアとともに商路の意義を宣伝しがてら会合に参加してこい。あの食えない都市国家を押さえ込めたらさらに上出来だ。……お前には重ね重ね面倒をかけてすまないが」

「いいえ」

　苦笑交じりに命じる兄のその一言に、クロウは肩を竦めて首を振った。

（フェルが、商路のために働いてくれているのに）

　──大商路の夢は、『彼女』と自分が築き上げた、大切な両国の絆きずな。その、要かなめだ。

　往ゆく手を塞ふさぐものを、なんであろうと誰であろうと排除するのが、己の使命。

「それから。あの愚弟その一の首根っこを押さえて、妙なことをする前に連れ戻せ」

　おごそかに告げられた言葉に、クロウは薄く笑んで最敬礼で応じた。




「御ぎよ意い。……喜んで。ジルフォード陛下」
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「なかなか素直になれないな、あれは」

　やがて、兄弟たちがいなくなった執務室で、書類を繰くりながらジルフォードは独り口許を緩めた。

　否いな、──ひとりではない。

「あのかたも頑がん固こですからね。さすがは陛下の弟君と言いますか」

　予想どおり静かな声が応じ、大理石の床の上に、こつりと音を立てて軍ぐん靴かの両足が並ぶ。以前から気配を消すのが抜群にうまい部下は、命令どおり、天井裏に潜んで会話を聞いていたらしい。

「私はそんなに頑固かね？　ミゼ」

　くす、と苦笑して、ジルフォードは視線を上げた。そこには、濃のう灰かいの長い髪をひとつでまとめ、しなやかな身体を白い軍装に包んだ十年来の近衛このえ、ミゼルカ＝ティアシェが立っている。

「陛下は頑固ですよ。特に、ご兄弟に関することでは」

　彼女の無表情は相変わらずだが、紫し暗あんの瞳に載せた色はどこか優しい。ここには気の置けない彼女と二人だけ。そこでふと気になることを、ジルフォードは尋ねてみた。

「あの子は……クロウは、約束を守ってくれると思うか？」

「約束、ですか」

「一年前、幸せになれ、と。自分から幸せになりに行け、自分のことを真っ先に考えろと約束させた」

　実のところ──約束には、クロウ側から持ち出された条件が、ひとつあった。

　代わりに十年で、暴れ馬と化したこの帝国を馴ならしてみせろ。それができたら、重い荷を分かち、鞍くらを替えてやると。

　皇帝の長子に生まれた時点で、ジルフォードは生涯を国に捧げる覚悟を決めてきた。正直なところ、クロウの言葉はとても魅力的で、だからこそ単純に頷けない。

　当然、嬉しいは嬉しい。けれど、それはあの自己犠牲精神の強い異母弟が、自分を押し殺さずに生きて、ちゃんと幸せを摑んでくれたあとの話で。

（あの子はどうにも呆れるほど不器用だからな。気を抜けば、また己のことを後回しにしやしないかと……そこに不安が残る）

　所在なく落とした視線が書類の上を滑すべる。そこに並ぶ、無機質な文字の羅ら列れつ。

「さて。どうなるか。あの子の幸せを奪ってまで、私は自由なぞいらないのだがね」

「……守ってくださると思いますよ。約束。きっと」

　降ってきた声が、思いがけず優しくて。

　ジルフォードは、息を吞んだ。

「それは、どちらのだ？」

「どちらも、です」

　──幼おさな馴な染じみの女護衛は、微わ笑らっていた。

　鉄仮面の彼女がこんな表情をすることなど滅多にない。驚くほど柔らかくあたたかなそれに、ジルフォードは呼吸も忘れてしばし見入る。

「あと、お言葉ですが。呆れるほど不器用なのは、陛下こそお互いさまでは？」

　黙り込んだジルフォードに、それこそ珍しく、ミゼは悪戯っぽい色を声に滲ませる。やがてジルフォードは息をつき、肩を竦すくめた。

「……お前は心が読めるのか？」

「ええ、陛下限定ですけれどね」

　この一年でずいぶん増えた彼女の笑顔に。

　──愛いとしいな、と。今は、素直に感じられた。

　仮面を被かぶるのはやめたのだ。

　十年以上あたためた想いを、もう否定することはない。たとえこの先ずっと、表に出すことが許されなくても。

（だが。お前は、そうじゃなくていい。クロウ）

　南方に向けて旅立つ異母弟の行く末に想いを馳はせ、ジルフォードは窓の外の空を眺めた。
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　紅と白に彩いろどられた『北ほつ邦ぽうの瑪瑙めのう』ベルファスティスと比して、『南なん邦ぽうの瑠璃』と呼ばれる麗うるわしの都。

　南なん方ぽう砂さ漠ばくの都市国家アルトゥン──青い釉ゆう薬やくで細さい緻ちな紋様を描いた角陶板アルトウン・タイルで彩られた、砂漠に走る運河の街。エルラントの最さい辺へん境きようであるクルヴァッハ南東部と接し、『天てん蚕さんの道』の宿場町でもある要よう衝しようの地だ。

　正教の影響は薄く、また東方帝国よりも南方砂漠地帯の文化が色づくこの地域の特色は、画より書を重んじること。鮮やかに彩色され、蛇へびのように自由自在にのたうつ不可思議な装飾文字は、草花紋様のようにびっしりと壁を覆おおい、目の回るような不可思議な世界観を生み出していた。

　だが、そういった独特の風ふう物ぶつを吞のん気きに楽しむ以前に、この地に立った瞬間、ひとつ切実な問題がのしかかってくる。

（焼け死ぬ!!）

「く、空気が砂っぽい……！」

　口を開ければ最後、否いな、眼球からも鼻からも、即座に熱された大気がわずかな湿しめりけをも根こそぎ奪い去る。からからに渇かわいた咽の喉どで、フェルは本日何度目になるか分からない感想を告げた。

「このあたりはみんなこんなもんよ。ぜんぶ砂と熱が支配するの。といっても、夜になると真逆で、骨まで凍こおるほどガクンと気温が下がるから着るものには注意してねん」

「ええ!?　こんなに暑いのにですか!?」

　やたらと詳しいガウェインの説明に、フェルはびっくりして身を竦すくめる。「なんでそんなことご存じなんですか？」と首を傾げると、「アタシもともと南方砂漠地帯の出身なのよう」との返答。ここよりももっと貧しい地域だけどね、と、微笑ほほえんだガウェインは、遠くを見るまなざしをした。

（……にしても、初めて見るものばっかりだ）

　今歩いているのは、白い幌ほろのかかるバザールだ。

　じりじりと全身を焼く灼しやく熱ねつの太陽。乾いた空気と砂色の家。軒のき先さきに連つらなった、色いろ硝子ガラスをモザイク細ざい工くにしたランプや、露店に並ぶ小物や果くだ物ものの色だけが鮮やかで、陽かげ炎ろうに赤や黄色を滲にじませていた。

　このあたりでは働きに出る男性は白い布を頭部に巻いている。その理由が、「渇きと飢えで命を落とすのはごく当たり前のことだから、どこで行き倒れてもいいように己おのれの骸むくろを包む屍し衣いを身に着けているのだ」という。物ぶつ騒そうな伝統だ。

「このあたりは、『天蚕の道』の通行や宿泊で栄えているからね。……盗とう賊ぞくも多いのよ」

　絶ぜつ句くするフェルに、苦笑交まじりにガウェインが教えてくれた。

　昔、傭よう兵へいをしていた時分、依頼の多くは砂漠を往ゆく隊たい商しようの護衛が占しめていた。そして、その護衛が役に立たなかった任務はほとんどないという。つまり、旅に出たが最後、例外なく襲おそわれるということだ。

「実は、ものすごく危ないのよねん、南方砂漠の『天蚕の道』って。治安が悪いだけじゃないわ。東方を出発すると、まず天を貫つらぬく険けわしい山岳地帯。抜けたと思ったらこの砂漠が延えん々えん続くのよ？　新しい大商路が完成したら儲もうけが減っちゃうと考える向きもあるようだけど、どのみち東方帝国とユナイアとエルラント専門でやってる商人には、このへんはただの通過点だし」

　作物が育ちにくく貧しい南方砂漠地帯、そしてそのさらに南下した地域にある海沿いの地域は、豪族や遊牧民が勃ぼつ興こうを繰り返している。それもそのはず、クルヴァッハを一歩出れば野や盗とうや海かい賊ぞくが横行する無法地帯で、とても大きな勢力にはなり得ないのだそうだ。噂うわさには聞いていたが、納得すると改めてぞっとする。

（にしても、クルヴァッハって、本当に広いんだなあ。ニセ花嫁やってた時も、新婚旅行で南東部のティカルまでは行ったけど、あれはまだまだ序の口だったんだ。ここ、まるっきり別世界だもの）

　額ひたいを伝う汗を指先で拭ぬぐい、砂すな除よけに深くかぶった黒いヴェールを口許に当てる。お決まりの紺こんの官かん服ぷくの上からぐるぐる巻いているので、ほとんど肌は見えない。

　南方では、宗教上の理由からあまり女性は顔を出さない決まりらしいが、このあたりはエルラントの影響も強いため、さほど厳しくはない。ただ、肌に光の槍やりを突き刺してくる太陽から身を守るために、必然的に全身を鎧よろわざるを得ない。薄着しているよりも着込んだほうが涼しいほどの陽射しなんて初めてだった。

「こうも暑いと……目がかすむな。水を飲んでも全部汗になるんじゃ、参ったよ……」

　同行者の一人が、額から滴したたり落ちる雫しずくをぬぐいながら愚ぐ痴ちをこぼす。その顔色の悪さや呼吸の荒さが気になって、フェルは駆け寄って手持ちの水筒を差し出した。

「あの、……僭せん越えつながら、よろしければこちらを。塩を少し足した柑かん橘きつ水すいです」

「……塩？」

「真ま水みずでは、すぐに身体からだの外に出てしまいますから。ええと、少し木こ陰かげで休まれますか？」

　フェルの差し出した水を煽あおった青年は、よく見れば辺へん境きよう伯はくの嫡ちやく子しで、セタンタ王の腹ふく心しんの部下として頭とう角かくを顕あらわしている人物だ。内心では「やばい、雲の上の人だった!?」と青ざめたフェルに、彼は「ありがとう。気が利きくね。名前は？」と笑顔を見せた。

「フェルディアですよ。先日の、経理の穴をすんでのところで見抜いた件の功こう労ろう者しやです」

　思わず言い淀よどむフェルの代わりに面白そうに答えたのは、フェルの上司にあたる貴族官吏だ。やはり宮きゆう廷ていでも発言力がある者で、つまりフェルたち雑ざつ用ようの下級役人を除のぞけば、使節団を構成しているのは、本来なら滅めつ多たに顔すら見ないような殿てん上じよう人びとばかりなのだった。

「ああ！　あれは助かったな。じゃあ、きみのところに入った『そろばん鬼おに軍ぐん曹そう』って」

「ええ、彼女です。今回もその腕前から、『秘ひ書しよ官かん・兼けんそろばん係』として面子メンツに入ってもらっています。そろばんは今回使いませんがね」

（よ、余計なことまで……！　いえ、光栄ですけど！　一応自前のそろばんも持ってきましたし！）

　本人そっちのけで談だん笑しようする、身分がはるか彼方かなたの上司たちに、フェルは赤くなるやら青くなるやら忙しい。

　ユナイア使節団は、総勢で十五人。警けい備びや補助職員も含めると、三十名ほどの集団になる。今回は、高級官吏や財ざい界かい人じんばかりの出張なのでフェルは肩身が狭かったが、皆さま鷹おう揚ようで、恐きよう縮しゆくしきりである。

（……まかり間違ってもこのかたたちに何かあったら、大変なことになる。ここはもう、何が起きるか分からない異国なんだ）

　改めて気の引き締まる思いで、フェルは人知れず拳こぶしを握りしめた。

　──それにしても。先ほどから、しきりに頭の片隅を過よぎることがひとつ。

（そういえば、こことはだいぶ雰囲気が違うけど、クロウさまとも来たことあったなあ。宿場町の市場……）

　服飾の街カヴィバエリでの一連を思い出して、唐とう突とつに懐なつかしくなった。そうだ、離婚を賭けた勝負のために、二人とも庶しよ民みんの格好をして、お忍びで市場に繰り出したのだった。

（懐なつかしい……な。古代硝子ガラスの青い首飾り、買ったっけ……）

　切ないような甘いような、遠くて近いような、不可思議な感かん慨がいがある。

　そして、想い出をいとおしむことでしかもうあの人には会えないのだな、と胸の奥で小さく呟く声を聞き流した。




　──カンカン照りの通りを抜けると、わずかながら緑の散る大きな広場に出た。

　列柱の並ぶその場所は、アルトゥンの中心地である十頭領邸オンキシバス・コナクだ。商工会館も同じ敷地内に創られている。

　十人の頭領を交代制でこなしながら自治を続けるこの小さな都市国家のために、街を利用する豪商や貴族たちも出資し合って、長い時間をかけながら築き上げたという巨大な集合施設だ。広大な敷地には、貴重な水を惜しげもなく使った噴ふん水すいが各所に設けられ、幾本も突き出た尖塔ミナレツトと、やはり空色のタイルで彩られた完璧な左右対称の主館が両翼を広げていた。光を反射する、円まるみを帯びた金色の屋根が美しい。

　目が回りそうなほど細さい緻ちな彩色文字の紋様と、ラピスラズリや珊さん瑚ごを細かく砕いて大理石に花鳥のモザイク紋様を描いた柱。光を弾く白い石で造られた館の中は、入ってしまうとひやりと涼しい。

　やがて、上官やその使用人たちとは行き先が分かれ、ガウェインは仕事柄そちらに付き添わなければいけなくなった。なんでも、これから十頭領やそのほかの顔役たちと顔合わせするらしい。残されたフェルは、同格の下級官吏数名と連れ立って、散さん策さくがてら回廊を歩いていた。

（香りの強い国だなあ）

　すん、と鼻を鳴らし、フェルは周囲を見回した。南方は香こうの文化が盛さかんらしく、あちこちから香こう炉ろの煙が立ち上り、香こう辛しん料りようを中心にした独特の香りが漂ただよう。

（なんだろう？　姫茴香キヤラウエイ？　龍りゆう涎ぜん香こう？　昔は調香師手伝いの仕事もやったことあるけど、それでもあんまり馴な染じみがないにおいもある）

　麝じや香こう、没薬ミルラ、小豆蔲カルダモン。決して不快ではないが、慣れないそれが充満する空間に、なんだか酔ってしまいそうだ。慣れ親しんだ自らのオードコローニュに意識を集中すると、少しだけ楽になる。

「ところで、重じゆう鎮ちんっていえばさ……フェルディアさんは知ってるかい？　今回の会合は、エルラント側から、とびっきりの大物が来るって話を」

　こそっと口許に手を当て、先輩でもある下級秘書官の一人が内緒話の体ていで教えてくれる。

「とびっきりの大物？」

「大商路計画の発ほつ起き人にんだよ。まあ、ボクたちは仕事柄、そのうち直じかにお目にかかる機会もあるかもだけどね。今、我がユナイア国内では一いち躍やく時の人となっている、あのおかたさ──」

　誰のことか、分かっているけど聞きたくない。フェルが曖あい昧まいに微笑ほほえんだ瞬間、背後にいた一人が「あ」と声を上げた。

（？　なんだろ）

　周囲が一斉に気け圧おされたように立ち止まったので、フェルも首を傾げる。

　彼らの視線が集中しているほう──背後にある、大広間の階段の上。たくさんの従じゆう者しやを引き連れ、周囲と何事か話しながらこちらに向かって歩いてくる、長身を黒衣に包む人物は。

　気づいた瞬間、どく、と心臓が音を立てる。

（──髪、伸ばさなかったんだ）

　浮かんだ感想は、不思議と冷静なものだった。

　会うのが楽しみでもあり、怖くもあり。そもそも、下級官吏の自分と彼が対面することなどないだろうと思っていたのに。

「黒こく龍りゆう公こうだ……」

「剣を吞のみ込む黒龍の紋。すっげえ、本物だぞ」

　誰ともなしに呟くと、ユナイアの使節団は、慌てたように広間の脇わきに控える。一瞬遅れて、フェルも続いた。

（……もう、赤の他人だ）

　少し遠巻きに、広間を出ていく彼を見守る。

　そうか。

　──本来の距離が、これなんだな、と。

　一年経って、今さらのように実感した。

　相変わらず歩く姿が綺き麗れいだな、と思う。大勢の人々を率い、その中心にいる彼とは、すぐそばに寄ることや、言葉を交わすことは許されない。こちらから声をかけるなんてもってのほかだ。考える前に、鼻まですっぽり覆うほどヴェールを引き上げていた。

　当然、彼は、自分に気づかない。参加が急すぎて、使節団の名めい簿ぼにも入っていなかったから、きっとここにいることも知らないに違いない。なにせ今のフェルは、壁際に寄って身を縮め、頭こうべを垂れている上に色の濃いヴェールで顔を隠している。旅の終わりまで、気づかれず別れていくのだろう。

　でも、それでいい。

（よかった、お元気そう。幸運だったな、ちょっとでも姿が見られて）

　ぞろぞろと続く背後にはケイや、同行の文官たちに交じってラナの姿もある。思わず声を上げかけたが、慌てて吞み込む。運がよければ、ラナとならあとで会話のひとつも交わせるかもしれない、と期待した。

（そっか、別れた夫と会うってこういう気持ちなんだー。勉強になるなあ。って、いや結婚自体が噓っぱちの偽夫婦でしたけども……そして勉強したところでなんの役に立つんだ、だけど）

　笑いたいのに、どうしてだろう。変に、唇くちびるが歪ゆがむ。複雑に交こう錯さくする想いを、なぜ絡からまっているのか知ろうともしないまま。目の前を通り過ぎていくその姿を、ただ見送る。

　その瞬間。

（──あ）

　ふわりと、覚えのある匂いが鼻先をくすぐる。肺を清めるように涼すずやかだが、男性がつけるのにおよそ相応ふさわしくない、ほんのり甘く愛らしいそれは。




（鈴すず、蘭らん）




　──つけてくれている。

　一瞬で思考が吹き飛んだ。彼が、あの香りを身につけてくれている……。

　その事実を反はん芻すうした瞬間、胸の奥から込み上げる熱いものを、フェルは奥歯を強く食いしばって耐たえた。泣くな。こんなところで泣いて、どうするんだ。

　ほぼ同時に、すぐ前を通り過ぎようとしたクロウが、ふと足を止める。空気が凝こごったように、時の流れを緩かん慢まんに感じた。

　彼は、そのまま視線をこちらに向ける。背後のケイが怪け訝げんな声を上げた。

「ん？　我が君、どうかしましたか？」

「いや、……なんでもない」

　しかし、彼は気のせいですませたらしい。首をひとつ振り、再び歩き始める。

　──よかった。

　知らず詰めていた息を、フェルはゆっくりと吐き出した。

　もっとも、呼吸まで止めていたのは同僚たちも同じらしい。クロウの姿が回かい廊ろうの向こうに消えてしまうと、一気にどっと力が抜けたように笑い合っている。

「あー、緊張した！　歩いてるだけだったのに、すごい迫力だったよな。しかも一回こっち見て突然立ち止まるし!!」

「心臓縮むかと思ったよな！　噂どおり刃物みたいに目つき鋭くて怖かったし、ボクらが何か失礼でもしてお手打ちなのかってひやひやしたよ」

「そんなんじゃないと思いますよ」

　胸を撫なで下ろす彼らに、思わず断言してしまう。不ふ審しんなまなざしを食らって「た、たぶん」と慌ててフェルは言い添える。

　そして、彼が消えた方向を、もう一度眺めた。黒い背は、もう影も形もない。まるで、幻まぼろしと行き合ったような。

　まあ、幻のようなものだよね、とフェルはひとりごちた。いくら思い出をまとってくれていたとしても話せないし触ふれられない、別次元の存在だ。これが現実、なのだろう。

（……さよなら、クロウさま）

　寂さびしい、と呟く心の声は気のせいだと片付けて。伏せていた顔を上げ、フェルはそっともういない彼に向けて微笑んだ。
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「へえ！　大だい商しよう路ろのことは聞いてたが、ユナイアには女の役人がいるのか。珍しいね。ここいら南方じゃ考えられないよ」

「ありがとうございます」

　向けられる視線は、好意的なものもあれば無ぶ遠えん慮りよなものもある。全部を平等に笑顔で受け流し、さりげなく情報収集を図るのはなかなか骨が折れるものだ。油断すると充じゆう満まんする異郷の香りに噎むせそうになる。

　灯あかりの揺れる薄暗い広間には、彩いろどり鮮やかな花か鳥ちよう柄がらの絨じゆう毯たんが敷かれ、あちこちに各地から集つどった下級の役人や商人たちが車くるま座ざを組んでいた。

（う。くらくらしてきた）

　この会合では、夜ごと宴うたげが開かれる。ちなみに職別や身分の貴き賤せん別にそれぞれ席が設もうけられているため、フェルがいるのは、雑ざつ然ぜんとした大広間だ。

　今頃ユナイアの上級貴き族ぞくの官吏たちが、大商路の意義について杯さかずきを交わしながら、エルラント側の使し節せつと一緒に南方の豪ごう族ぞくたちへ話をしているところだろう。大方の概がい要ようは昼間に終えているだろうが、やはり人同士の親しん睦ぼくには酒の力が必ひつ須すだ。

　あちこちに広げられた幾ア何ラ学ベ文ス様クの敷物に、色鮮やかな陶とう製せいの大皿に盛られた料理は、香こう辛しん料りようをまぶした羊ラ肉ムの串焼きや、ヨーグルトとナッツ類のスープ、葡ぶ萄どうの葉に包つつんで蒸した米やひき肉など、脂あぶら気けや味の濃こい品が多い。飲み物といえば、『兎うさぎの血』と称されるほどしっかり煮に出だされた紅茶や、ただの水にすらも香りづけのハーブや薔ば薇ら水すいが入っているのだ。好きな味だし美お味いしいが、続くとちょっと苦しい。

（うーん。ひとまず差し迫った危険はなさそうだし……情けないけど、倒れる前に回復しとこう）

　珍しいことに胃もたれしそうで、焦こがしバターを溶とかした鶏とり肉にくの麦むぎ粥がゆをちびちび啜すすっていたフェルは思い立ち、一緒に車座を組んでいた同どう僚りようの一人に耳打ちした。

「すみません。少しだけ失礼しますね」

「どうかしたの？　フェルディアさん」

「ちょっと酔よっ払ぱらっちゃいました」

　心配そうに尋ねてくる年若い先せん輩ぱいに素直に告げると、訝いぶかしそうに首を傾かしげられる。

「お酒飲んでたっけ、きみ」

「いや、ここ、どうにも香りが強すぎて」

「大丈夫？」

　それじゃあゆっくり外の空気を吸ってきなよと優しい言葉に頭を下げ、そっと席を立って扉を目指す。

「きみ女の子なんだから、変な人には気をつけなよ」

　背中に向けて彼の忠告が追いかけてきたので、フェルは微笑んで肩越しに一礼した。

　入り口の垂れ幕を上げて、回かい廊ろうに出る。

（夜だけど、明るい）

　回廊は中庭に面していて、外には、至るところにさやかな月つき影かげがあった。直線で区切られた雪花石膏アラバスターの床には、やはり色石で幾何学模様が描き出されていて、しっとりと濡れたように青白く光を弾く。正方形に切り取られた泉に湛たたえられた清水は、やはり同じ光こう源げんをゆらゆらと歪ゆがませながら映していた。

（う、ちょっと寒いけど。外の空気、気持ちいい）

　黒いヴェールを顔にきつく巻き直し、ぶるりと身を震わせる。

　月が眩まぶしいから、足元に不安はない。彩さい色しよく文字がびっしりと描かれた、白の飾り柱が並ぶ回廊は、広間の喧けん騒そうが噓うそのようにしんと静まり返っている。遠目にぽつぽつと立ち番はいるようだが、周囲には誰もいないし、少し歩いてみようとフェルは回廊の奥に足を進めた。

　香りの薄れた空間にいると、昼間のことを思い出す。

（……クロウさま。鈴蘭の香こう油ゆをつけてた）

　慣れ親しんだ、ほっとするようなそれは、ほかのにおいに紛まぎれずはっきりとフェルに届いた。それと同時に思い出したのは、別れ際ぎわの朝のこと。

　──〝この香りを身につけていれば、いつでもお前を思い出せるだろう？〟

　本当に、あの人は。どうしてこう。

（茶ちや渋しぶとか油汚れ並みにしぶといんだ……！　たかがド庶民の身代わりに、何を未み練れんたらたらでいるんですか。忘れられない想いに苦しむのは、わたし一人で十分だってのに！）

　心の中で叩たたいた憎にくまれ口が上うわ滑すべりで、ふわふわと勝手に高こう揚ようする気持ちを摑つかんで引きずり降ろそうと必死になる。嬉しい、なんて思うところじゃないだろう！

　深呼吸して、肺に新しん鮮せんな空気を満たし、ぐっと握りこぶしを胸に引き寄せて気合いを入れる。

（あーぐじぐじ考えてバッカみたい。よし！　まずはわたしこそが気持ち切り替えて戻らなきゃ。『変な人には気をつけて』なんて、心配してもらったし……）

　そっと踵きびすを返そうとしたところで──

「っむぐ!?」

　後ろから伸びてきた大きな手に口を塞ふさがれ、暗がりに引きずり込まれる。

（な、に）

　慌てて振り払おうとしたが、体格の違いをはっきり感じる力強い腕が絡まり動けない。なんとか口から手をもぎ離す。

（やだ！　誰か！　ガウェイン先生！）




「クロウさま……!!」




「なんだ」

「へ？」

　救いを求めるつもりで、ここにいるはずのない人の名前を呼んだのに、うっかり返事があって、フェルはぴたりと抵抗をやめた。

　振り返り呆然と整った顔を見つめる。強い光を持つ瞳。群ぐん青じようの、凍れる海を想像するそれを。

「クロウさま……」

　彼がいるのは、最重要人物ばかりが集う、上階の宴席のはず。

（なんで、こんなところに）

　いるはずがない。まさか、夢？

　住む世界の違いをはっきりと昼間に意識したばかりだ。それがひょっこりこんなところに、なんて。己おのれの手首に触れる骨ばった指、芯しんにたしかな熱を持つ低いぬくもりが、どこか現実離れして感じられる。一瞬、いつ眠り込んでしまったんだろう、と間ま抜ぬけな想像をした。

「おい。つねるなら自分の頰にしろ。第一、夢でも幻まぼろしでもない」

「え、うわっすみません」

　気づけば彼の頰を思いっきりつねっていて、即そく座ざに抗こう議ぎを頂いた。慌てて手を離す。

「昼間は……気のせいかと思ったが」

　ぱくぱくと口を開け閉めするフェルを静かに見下ろし、彼は呟つぶやいた。

「はい？」

（なに？　……わっ）

　彼の手が伸び、手荒にヴェールをむしり取られる。かつらとメガネも奪われ、ありのままの素顔を曝さらす羽目になった。月光を弾はじき、豊かな緋ひ銀ぎんが宙ちゆうに散らばる。

「やっぱり、お前だ」

　唇くちびるが近づき、肌に触れる。吐と息いきが、耳じ殻かくをくすぐった。

　そのまま、囁ささやかれたのは。




「俺の匂いがする」




「っ、……!!」

　耳に馴な染じみすぎた低い声が、鼓こ膜まくを震わせると同時に、フェルはびくりと身を竦すくませた。

　掠かすれ、どこか余裕のないそれを聞いた瞬間、胸の中で必死に押さえつけていた感情が、かっと燃え上がるのを感じた。

「本当に、お前か。……会いたかった」

　衛えい兵へいの視界に入らない一角で、フェルを腕に閉じ込めるように抱き締め、クロウはため息にも似た呟きを漏もらす。頰、首筋、肩と、彼の手が、まるで存在を確かめるように輪りん郭かくを辿たどった。
















　じんと胸が疼うずいて、フェルはこくんと頷き返す。

「フェル……」

　そのまま彼の両手が頰を包つつみ、そっと引き寄せられる。口づけられるのだ、と。間もなく訪れるだろう幾いく度ども彼と交わした甘い感触を思い出し、ひとりでに心臓が騒さわいだ。

（って浸ひたってる場合じゃないぞ!?）

　──はっと我に返る。よく考えなくても、今や夫でもなければ妻でもないわけで。




「ちょーっと待ってください！　そこから先は期限切れです!!」




（調子に乗るなぁあ！）

　ガウェイン先生に教わった、「危ない男に会ったら、以下略」の省略部分をとっさに勢いきおいよく実行しようとしたが、間かん一いつ髪ぱつで彼が離してくれたので悲劇は免まぬかれた。
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「いきなり股こ間かんを狙われるとは思わなかった」

「ガウェイン先生から、盛りのついた変へん態たいに会ったら急きゆう所しよを狙えって教わってるんですよ」

「なんだ。久しぶりの再会なのに、我が妻どのはずいぶんつれないな？」

「元ですよ、『もと』！　だいたい、妻の身分にしたって仮のです、『かり』!!」

　──久しぶりの再会で、話すことがこれか。

（残念すぎる!!）

　甘さ切なさどころかなんの雰囲気もへったくれもない。片かた頰ほおをひくつかせながらフェルは、目の前にいる（元）夫の顔をとっくり眺めた。

「久しぶりだなフェル」

　十頭領邸オンキシバス・コナクは商工会館のほかにも広大な宿泊施設──隊商宿キヤラバンサライというらしい──を併へい設せつしているが、中でも彼が泊まっているのは、最上階。おまけに、ひとつの階をまるっと豪ごう勢せいに部屋にしてあるらしく、風通しのいい建物の中にあって立ち聞きの心配もない。おかげで気兼ねなく話ができる、そうな。

（っていうか、なんでクロウさまの前にいるんだ！　わたし!!）

　あの場所で、全力の抗議に入りかけたら、「妙な騒ぎになる前に、俺の部屋に来い」と言われて命めいじられるままのこのこついてきてしまったことを激しく後こう悔かいする。なぜなら、先ほどのフェルはといえば、それはそれは盛大に混乱していた。どう考えても判断を誤ったと言わざるをえないが、こうなっては手遅れである。

（早く戻りたい！　うう、絶対みんな心配してるし……このあとの展開が超怖い）

　改めて辺りを見回してみる。先ほどの宴席でもそうだったが、南方では、床に直接分厚い敷物を敷いて、大きなクッションを背もたれ代わりに転がしてくつろぐものらしい。クロウが戻りしなに現地の世話人に手早く申しつけたので、現在目の前には、檸れ檬もんをたっぷり浮かせた柑かん橘きつ水すい入りの硝子ガラスの水差しや、彩りのいい菓か子し類を載せた銀ぎん盆ぼんが並べられている。

「とりあえず、ほら」

　差し出された水を受け取り、フェルは口をつける。

　冷たい水からは、ほのかに檸檬の香りがする。馴な染じみのあるそれは、異国の味や匂いに疲れた身体に、自然に沁しみ込んだ。

（ほっとする……）

「落ち着いたか？　この国の香りにあてられたんだな。少し気分が悪そうだった」

「……その、気分の悪そうな女性に、出で会あい頭がしらに不ふ埒らちな行為を働くんですかあなたは」

「そこは素直に悪かった。お前の様子にはあとで気づいたんだ」

　草花の織り出された複雑な文もん様ようの絨毯に腰かけ、金のタッセルを四よ隅すみに取りつけた豪ごう奢しやな綾あや織おりのクッションをぎゅうっと胸に抱きつぶしながら、フェルはむくれた。

（ほんとの身分に戻ったっていうのに。もうちょっと畏かしこまった、それなりの節度を保つべきだって思うのに！　完全に元どおりじゃないか！　これじゃ）

　──おまけに久しぶりに会うというのに、やるせない雰囲気になるどころか、以前の通常営業すぎるやりとりだ。とはいえ、冷静な頭と裏うら腹はらに、言うことをきかない心臓はさっきから七しち転てん八ば倒とうを繰り返している。

（あれっクロウさまってこんなかっこよかったっけ。いやまあ顔が無む駄だに綺麗なのは知ってたけど、なんかすっごいキラキラして見える……久しぶりだから？　ホント久しぶりだよね？　あっ、やばい泣きそう）

　などと思ったのも束つかの間ま、さりげなくすぐ傍かたわらに寄り添って腰に腕を回すのはやめてくれと言いたい。しんみりするよりよほどいいが、油ゆ断だんも隙すきもあったものではない。

　いや違う。腕を回すというか、これは。

「だから近い近い近いですって!!」

「だから、とは？　今日お前から聞いた非ひ難なんは口づけようとしたことだけで、距離については初めてだが？」

「今までの積み重ねですよ!!　っていうか、さりげなく、くくくちっ、くち、くちづけとか、恥ずかしい単語を、言わないできゅだつぁい！」

「嚙かみすぎだ」

（うわあもう自分だけ平気そうな顔して、この破は廉れん恥ち毒どく龍りゆう！）

　さも当然のように、しれっと耳に唇を寄せてくるクロウの顔面を鷲わし摑づかむように手の平で防ぐ。ものすごく不満そうな顔をされた。こちらの台詞せりふならぬこちらの表情である。

「だいたいあなたはエルラント帝国の宰さい相しよう閣かつ下か！　わたしはド庶民出身の下級財ざい務む官かんで今は秘ひ書しよ官かん兼けんそろばん係です！　仮夫婦の関係は一年近く前に終わっているので、お互い清く正しく適切な距離を保ちましょう」

「ふーん──禁じられた関係か。そそるな」

「聞きやしませんね!?」

　逃げた先のクッションにしがみついて顔を伏せ、やりすごそうとしていると、腰に両腕を回したまま覆いかぶさるようにのしっと体重をかけられたので「重いです！」と抗議する。パンに挟まれた具材も、日頃こんな風に肩身の狭い想いをしているんだろうか。悪いことをした。今後は別々に食べよう。

（うう。もう大型の動物に懐なつかれたとでも思おう……犬とか狼おおかみとか毒どく龍りゆうとか。駄目だ最後のやつ自じ爆ばく！）

　どうでもいいことを考えて現実逃とう避ひを図りがてら、本格的にクッションに顔を埋め込んで一生懸けん命めい彼のほうを見ないようにした。「窒ちつ息そくするぞ」という呆れ声も無視する。

（ああもう、なんのつもりなの!!）

　ダンゴムシのごとく身を丸め、がちがちに構えるフェルに、「子猫に毛を逆立てられてる気分だな」と例によって苛いらつく感想を述のべつつ、クロウはそこでふと思い出したように胸を撫で下ろした。

「しかし、さっきは危なかった……」

「こちらの台詞ですよ!?　変な人に襲われたかと思って心臓止まりかけましたよ、まあ結果的に変な人だったんですけど！」

「いや、危なかったのは、こっちの自制心の話だ」

「へ？」

　かしましい応おう酬しゆうに水を差すように──不意に。

　ふわりと、鼻先を覚えのある香りがくすぐった。

（やっぱり間違いじゃなかった）

　涼すずやかではあるが、明らかに女性向けの香り。鈴蘭の、香油。

　──〝心が変わらなければ、お互いの香りを身にまとう〟

　一年前の約束が、胸に甦よみがえる。

　フェルの考えを察さつしたように、クロウは淡あわく笑んだ。

「お前も……俺の香りを、身につけてくれていたんだな。お前のことだから、もったいつけて使わずにいるとばかり」

「ひっどい解かい釈しやくですね。まあ普段のわたしのドケチぶりからしたら無理もありませんけど」

　思わずフェルは苦笑してしまった。

（それは……いずれなくなってしまうって分かっていても、一日だって、あなたの香りを忘れたくなかったんです）

　思えば我ながら──ひどい未み練れんだ。絶対に口にしない一言を、咽の喉どの奥にしまいこむ。

「ようやく会えたら、お前からも俺の香りがした。誘っているとしか思えないだろう？」

「……っい、いやらしい言い方をしないでくださいっ!?」

　思わずクッションから跳ね起き、ぐるんと身体を半回転させて怒ど鳴なりつけると、にやりと笑う（元）旦だん那なさまの、意地悪な色を浮かべた群青の瞳とかち合う。

　──しまった。

「間違いました」

「いや、正解だ」

　相手の思うつぼだ、と分かっていたのに。慌てて下に向き直ろうとしたが、容よう赦しやなくクッションに押し倒され、さらに距離が縮まる。縮むというか、もう距離そのものがない。

　ふと。

「貯ちよ蓄ちくが、そろそろ切れそうなんだ」

　彼は、唐突に脈みやく絡らくのない台詞を落とした。

「……ちょ、ちょちく？」

「補ほ充じゆうしないと──理性が持たない」

　身長差も体格差も歴れき然ぜんなので、まるで、彼という檻おりに閉じ込められてしまったように錯さつ覚かくした。

「だから近い！　とても近いですクロウさま！」

「無論近づいているんだから近いだろう。で、せっかく香りで気持ちも確かめられたし。何よりお前が自分の意思でせっかくこっちを向いてくれたわけだし」

「はめたくせにどの口が!?　もうホント話せばろくなこと言わない……！」

「では提案だ。──ろくなことを言わない口だと思うなら、塞ふさいでしまえばしゃべれない」

（!?）

　さらに双そう眸ぼうの群青がすぐそばまで迫る。薄い形のいい、唇は。かつて妻だった頃、何度も重ねたもの。

（無理ぃ！）

　がっ、と棚から落ちてくる荷物を受け止めるように、頭を両側から摑んで待ったをかけたところで、「あんたウチの娘に何やってんの!?」と怒ど声せいが降ってきた。

　どう考えても聞き覚えのあるそれに、フェルはクロウと同時に動きを止める。

「ガウェイン先生!?」

「いつの間にか宴会から抜け出すからどうも臭におうと思って捜しにくればもう……！　見張りの交代時間までやきもきさせられたわよ!!」

（助かったぁ！）

　仕切りの垂れ布を引きちぎらんばかりの勢いで乱らん入にゆうをかましてくれた、見慣れた紅あかい髪の吟遊詩人バルドに、フェルは半泣きで胸を撫で下ろした。

「……失礼します殿でん下か。その子の様子見に来ました。フェル？　ちょっとあんた貞てい操そうは無事？」

「嫌な心配ありがとうラナ!!」

　その後ろから、遅ればせながら親友が入ってくる。そして、さらに後ろから、よく見知った褐かつ色しよくの肌の青年が続いた。

「我が君ぃ、青少年の教育衛えい生せい上じよう不適切な表現の『補充』はすみましたぁ？　まったく、フェルディア嬢のことになると見み境さかいのない。やあどうも（元）奥方さま、お久しぶりですねぇ」

「あっ、フェルディアで結構です、ケイさま！　お元気そうで安心しました」

　ぱちんと藤ふじ色いろの眼めを片方閉じて挨あい拶さつをくれる黒こく龍りゆう城じよう家か令れいは、フェルが本来の身分に戻っても態度を変える気はないらしい。以前と同じく、慇いん懃ぎんにして無礼というところか。

（ラナにもケイさまにも、今ここで会えるなんて）

　まさかの懐かしい面子メンツが部屋に集まり、フェルの目がしらがじわっと熱くなりかける。

「ひょっとしたらって思ってたけど、びっくりしたわ。まさかあんたとガウェインさまがホントにいるなんて！」

「わたしも驚いた。さっきも実は回廊んとこですれ違ってたんだよ、ラナ！」

　慌てて立ち上がって彼らを出迎え、ラナと手を合わせて再会を喜んでいたフェルだが、彼女が新しく冷たい飲み物を取りにいくと言って出て行ってしまうと、「そういえば」と面子を見回す。

「けど、珍しいというか、すごいですね。皇帝陛下の命でもないのにクロウさまとケイさまがご一緒にお城を出られているなんて」

「ああ。ケイは通つう詞じも兼ねているが、今回は特に重要な、……っと。セタンタからは何も聞いていないか？」

　少し訝いぶかしむ様子のクロウに、フェルは目をしばたたき、ガウェインを見上げた。養やしない親もきょとんとしている。

「なんの話ですか？　先生はご存じですか？」

「いいえ？　アタシは何も……どうしたのん？」

「いや、……そうか。こちらが出した報しらせは間に合わなかったのか」

　クロウがそこでふと考え込む仕草を見せるので、フェルは眉まゆをひそめた。「フェルやガウェイン殿どのには話したほうがいいかもしれない」と、何やらケイと頷うなずき合っている。

「実は、な」

　やがてクロウが話してくれた内容に、フェルは思わず叫んだ。




「イグレック殿下がこのあたりに潜せん伏ぷくしてる……!?」




　イグレック＝ゼルク＝エルラントの悪あく行ぎようは、忘れようにも忘れられない強烈な印象を伴ともなって、一昨年おととしの立冬サウインを盛り上げてくれたものだ。

　思えば、呪じゆ毒どくに初めて関わったのもあの事件が最初だったように思う。ユナイア嫌いが高じて、フェルをクロウ諸もろ共とも葬ほうむり去ろうとするばかりか、使用人まで虐ぎやく殺さつしかけた、上下左右どこから見ても立りつ派ぱな冷れい血けつ漢かんである。

「毒の呪いは解けたとしても、皇こう宮ぐうの牢に繫つながれてたんじゃないんですか？」

「それが、戦いくさのごたごたに紛まぎれて脱走しちゃったんですよ……弱りましたねえ」

　しばらく行方をくらませていた彼は、よりによって今まさにこの時、アルトゥンにもぐり込んだらしい。彼は、南方の豪ごう族ぞくたちにある種のつてを持っていた。

　目的は不明だが、「……確実にろくなことじゃない」とクロウはこめかみを押さえた。

「イグレック兄上はもう、皇こう位い継けい承しよう権けんどころか皇こう籍せきを剝はく奪だつされているし、投とう獄ごく生活が明けても地方で監かん視しつき生活が待っている。……自分の人生は終わったと見て、自や棄けを起こしても不思議じゃない」

「や、──自棄って、どんな」

「たとえば、何を犠ぎ牲せいにしてもいいからユナイアとの国交だけは断ち切ってやる、なーんていう内容の、ですよ。そしてその手段としていちばん手っ取り早いのが、大商路の計画を潰つぶすことです」

　ユナイアとエルラントが手を取り合って未来に進む。大商路の建設は、いわばその象しよう徴ちようだ。ほとんど呪のろいじみた勢いでユナイアを憎にくんでいるイグレックは、何を差し置いても邪じや魔ましにかかるだろう。

「もうひとつ、大きな気がかりはありますよねえ。我が君」

　言葉を切ったクロウの後を引き継ぐように、ケイが確認する。フェルは首を傾げた。

「気がかり？」

「キリヤが言っていたんだ。──妖よう精せい王おうは、滅びていない、と」

「……え!?」

「どういうことん!?」

　驚くフェルやガウェインに、「滅びていないと言うと語ご弊へいがあるかもしれないですよ」とケイが注ちゆう釈しやくをつける。

「正確には、『妖精王という存在は』と言った方がいいらしいですけども。消えたのは、あいつの核かくをなしていた意識の部分だけで、外がい殻かくになる力そのものは深い眠りについているらしく。全く別の新しい妖精王として、近いうちにまた生まれ直すとか」

「……そんな」

　──〝クロウ兄上……幸せに、なって〟

　亡くなったクロウの同母弟おとうと、パーシヴァル＝エルラントをクロウとともに見送ったのは昨年のことだ。妖精王に魂たましいを喰われながらも抗あらがい続けたパールの犠ぎ牲せいと、クロウの振るう初代エルラント皇こう帝ていモルドレッドの剣、そしてフェルの瞳によって、どうにか怪かい物ぶつを葬ほうむり去ることができた。そう、思っていたのに。

「キリヤの話では、次代の妖精王とやらが悪あしきものか無害なものかはまだ分からないらしい。従じゆう来らいであれば、あまりこちら側に干かん渉しようしてくるわけでもないそうだ、……が」

　そこで一度言葉を切り、クロウは苦にが々にがしい口調で続けた。

「また、……大量に血の流れる戦が起きれば話は別だ。……あわいは何も、クルヴァッハだけじゃない。たとえば、ここアルトゥンも南方との境さかい目めの地だ」

　最悪の場合、再び凶きよう暴ぼうな妖精王が現れる。

　──そうなれば、被ひ害がいは前回の比ではない。なにせ、二百年がかりでこちらとあちらの狭はざ間まにこじ開けられた風穴は、まだ閉じ切っていないのだから。黒こく龍りゆう城じようの上空に奇き怪かいなあわいの住民たちが集った光景を思い出し、フェルの背せ筋すじはぞっと凍こおった。

「ねえ、それじゃあ呪じゆ毒どくはどうなってるのん？」

　不意に口をはさんだのはガウェインだ。

「妖精王の浄じよう化かと一緒に消えてなくなったと思ってたけどん。たとえば、まだ残ってる呪毒って、……どうなるの？」

　夕ゆう輝き晶しようという宝石を媒ばい介かいに、呪いと毒を繫つなぎ合わせた呪毒は、妖精にしか作ることはできない。

「妖精王の分身が残っているのと原理は同じらしい。妖精王の力そのものが消えたわけではないから、奴やつの〝意思の〟影響を受けてすでに発はつ現げん済みの呪毒の効果はすべて消えていても、使われなかった呪毒は処理方法が見つかるまで残り続ける。……今は中央教会に保管と処理を頼んであるが」

「……それはまた厄やつ介かいな。早く処分しちゃわないとですね」

「あと、厄やつ介かいなのはこの土地です」とケイがため息をつく。

「はっきり言えるのは、アルトゥンと南方砂漠の国々にとって、ユナイアとエルラントは不仲であったほうが都合がいいんですよねえ。新商路ができなければ旧商路は安あん泰たいで、主力の傭よう兵へい業ぎようも大だい繁はん盛じよう、と」

　逆に、今回の会合で筆ひつ頭とう国こくのアルトゥンを押さえ込めれば、南方砂漠の国々と新商路の件で決けつ裂れつすることはひとまず防げる。新たな火ひ種だねが撒まかれる危険を回かい避ひできるわけだが、──そこに紛れ込んだイグレックという因いん子しが、あまりに不気味だった。

「この国は……イグレック殿下を匿かくまっていても不思議じゃないし、一緒になって計画の邪魔をしてもおかしくはないんですよねえ」

「……それで済めばいいがな」

　クロウの台詞に不ふ穏おんなものを覚え、フェルは「どういう意味ですか？」と眉まゆをひそめる。

　──答えは予想以上に嫌な内容だった。

「さっきの『未使用の呪毒』……実は、皇宮にあった一部をイグレックが持ち出したらしい。脱獄の土産みやげと言わんばかりにな」

「はあ!?　ちょ、なんという超ちよう絶ぜついらんことしい!!」

　顎あごを落とすフェルの隣で、ガウェインも指先でこめかみを揉もんでいる。

「……はあ。何から何まで最悪ねん」

　ガウェインの深いため息を聞きながら、フェルは歯を食いしばる。

（なんにせよ、止めないと。ユナイアとエルラントのためにも、……亡くなったパーシヴァルさまのためにも）

　使節団の仲間を救い、大商路の計画を守りとおす。そうすればこちらの勝ちだ。

　──と、決意を固めたところで気がついた。

（こんなはずじゃなかったんだけど……）

　終わった恋の相手と再会どころか、このまま共きよう闘とうの流れである。彼も自分もよくよく巻き込まれ体質だなと呆れてしまった。

（いや、分かってる。そんなこと言ってる場合じゃないって）

　複雑なフェルの内心をよそに、（元）夫は何やらケイやガウェインと話し込み、頷き合っている。

「今回の会合、ユナイアだけが名指しで呼ばれたんですよね。もし仕掛けてくるなら、使節団に、と考えるのが自然でしょうねぇ」

「宴に戻らないといけないかしらねん。アタシが出てきた時は、みんな出来上がって平和そのものだったけど……はあ、それにしても困った坊ぼうやがいたもんだこと。何やらかす気だか分かんないけど、呪毒を使わせないうちに止めないといけないわよん」

　なにせイグレックはエルラントではお尋ね者だ。それを匿かくまっていたならば、事態は一転する。

「ああ。鍵かぎはイグレック兄上だ。……あの人を確保できれば、アルトゥンで彼と繫がっていた連中を燻いぶり出すことが──」

　そこまで言ったところで、ふと彼は言葉を切った。

「……外で何かあったな」

（えっ？）

　ぽつりと呟き、クロウが窓際に寄る。見下ろせば、人がしきりに行き来しているのが目に入った。石の回廊に反響し、何事かを叫び交わすような騒がしい声も聞こえてくる。

「ケイ。様子を探ってこれるか？」

「御ぎよ意い」

　ごく短くやりとりし、若草色の上じよう衣いが鮮やかな垂れ布の向こうに消える。

　ざわ、と。フェルは胸の内を、無遠慮な手に搔き乱されているような心地ここちがした。

（嫌な予感が……）

　──密みつ偵ていを兼ねた家令はしかし、黒龍兵の連絡兵を連れ、ごくわずかな時間で戻ってきた。メガネやかつらを外していたフェルは、慌ててヴェールを引っかぶる。

「……先手打たれちゃいましたね」

「先手？」

「フェルディア嬢。落ち着いて聞いていただければと。……あなた様のお仲間の、ユナイアの使節団が、先ほど一人残らず捕ほ縛ばくされました」

「!?」

　仲間が、全員捕縛。

　何を言われたか理解できず、フェルは凍りつく。

「ユナイア側の貴族官吏の世話人が、宴の席で毒を盛りました。砒ひ素そだそうで、銀食器の変色で判明したと。さらにまずいことに、狙われたのはアルトゥン十頭領の皿でした」

「でも、それがどうして全員投とう獄ごくなんて……」

「世話人が白はく状じようしたらしいですよ。──暗あん殺さつはユナイア国王の指令だと」

　当然のこと、そんなものは仕込みだと一発で分かる。

　しかし、東西南北の国の思惑が入り乱れたこの場所で、果たしてどこまでまっとうに受け容いれられるか。

　ユナイアの非を示す証しよう拠こはあっても、イグレックの差し金だという証拠はどこにもないのだ。

（ほんっとに……ただの「いらんことしい」じゃすまない!!）

「世話人は地元民だそうで、今は牢に繫がれています。使節団も、みんな一緒に」

　難なんを免まぬかれたのは、偶然にもここにいたフェルとガウェインだけ。

　嫌な展開になりましたねと、ケイは苦にが虫むしを嚙みつぶすような顔をした。
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（汚けがらわしい）

　何を、していたのだったか。

　ああそうだ。──指の上を伝う、雫しずくを見ている。

　大きな桶おけに水を満たし、何度も何度も何度も、念入りに手を洗う。こすり続けた手の皮は紅あかく染まり、そろそろ擦すりむけそうだった。その水だって、得体の知れない香料が入っていて不ふ快かい極きわまりない。

　さほど潔けつ癖ぺきな質たちではないと自分では思っていたが、脱だつ獄ごくからこちら、傾向が顕けん著ちよだ。

（なぜ、この僕が。こんな下げ賤せんの地に）

　否いな、そもそも投とう獄ごくされていた頃から、何一つ納得などしていない。

（穢けがれたユナイアを浄きよめようとしただけ。ジルフォード兄上といいクロウといい、力を持つ者の眼まなこが曇くもっていたから、この僕が自みずから動くしかなかった。それだけだ。僕は正しい）

　正しいことをしているだけなのに、気づけばこんな砂まみれの僻へき地ちで、咎とが人びととして息を潜ひそめている。事実はかくも度しがたい。

　皇こう宮ぐうから付き添ったのは、ごくわずかな者だけだ。そして今、彼が身を寄せているのは、いつ裏切られるとも知れない蛮ばん族ぞくの小国。

　逆に、残ったのはそれだけだ。かつて追つい従じゆうしていた誰もが自分を見捨てた。どいつもこいつも、片っ端から捕つかまえて歯を叩たたき折ってやりたくなる。

　──全部、あの女のせいだ。

　穢れの結晶、ユナイア王おう統とうの姫！

　腹の底でくすぶる燠おき火びは消えず、日に日にいや増すほどなのに。その割に、ひどく醒さめた気分でもある。激げつ昂こうする心は同じでも、なぜか表には出なくなった。

　強く誇り高く、清らかで美しい祖そ国こくエルラント帝国を守るために。

　それこそが、今自分に課かせられた使命で、天てん命めいなのだ。

　叶かなうならばあの異母弟おとうとを殺し、それから、あの女を……。

（髪を引き抜いて目玉を抉えぐって、口に刃物を詰めて頰ほおを殴なぐりつけて、それから、それから。ああ駄目だ。また手が汚よごれてしまう）

　真っ赤になった指を握り込み、くく、と彼は咽の喉どの奥を鳴らす。

（ほらほら、ほらぁ！　止めてごらんよ、この僕をさぁ！　もしもこの窮きゆう地ちを脱してみせれば、今後はユナイアとの何もかも認めてやっていいよ。クロウ）

　──でも、いざとなれば。そんなことになる前に。

（これを、使うか）

　手の中に握り込んだ、硝子ガラスの小こ瓶びんを眺める。

　皇宮から脱出する時に搔っさらったひと品。

　発動させたが最後、誰もその場に立っている者はいなくなるだろう、恐怖の毒。

（……クロウ。そしてシレイネ。思い知るといいよ。お前たちの理想など、たやすく握りつぶされる程度のものだったのさ）

　あの姫君も、弟も、国も、誰も彼もが己おのれと等しく破滅の道を辿るなら。ただそれだけで構わない。
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「はあ。しつこかったわ……もう行ったわよ、フェル。ガウェインさま」

「ありがとう、ラナ」

　事件発生から一夜明けて。

　頭に揃そろいの飾り帽ぼう子しをかぶった、体格のいいアルトゥン兵たちの足音がすっかり遠ざかってしまうと、小声でラナが呼びかけてくれる。やっとフェルは椅い子すの陰から身を起こした。同じく、衣い装しよう部べ屋やに潜ひそんでいたガウェインも出てくる。

「こうなっちゃうとすっかりお尋ね者ねえ、アタシたち」

「わたしは珍しい女おんな財ざい務む官かんだってことで存在が知れちゃってるし、ガウェイン先生も目立ちますもんね……」

　アルトゥンは、難を逃のがれたフェルとガウェインも捕とらえる方ほう針しんにしたらしい。部屋に戻れなくなったフェルは仕方なく、同じく身動きの取れなくなったガウェインとともに、クロウの居室に潜んで追っ手をやりすごしているのである。

　ちなみにフェルは現在、着慣れた官かん服ぷくを脱ぎ、ラナが着替えに持ってきたクルヴァッハの侍じ女じよのお仕着せに身を包んでいる。

「貸してくれてありがと、ラナ。うーん、『召めし使つかいフェル』の変へん装そうと近いから、こんな状況じゃなきゃちょっと懐なつかしいくらいなんだけどなあ……」

「どういたしまして。けどあんた、顔をヴェールで隠してるから、上と下で印象がちぐはぐよね」

　軽口で沈む心を誤ご魔ま化かそうとするが、やはり気分は重い。

（……わたしたちしか、残らなかった）

　使節団も、その従者も、護ご衛えいの騎き士し団だんに至るまで、みんなまとめて牢ろうに押し込められてしまったようだ。現状を冷静に見つめると、ぞっとする。

（本気で、全員倒れても最後まで立ってる『そろばん軍ぐん曹そう』になってる……!?）

　冗じよう談だんではない。縁えん起ぎでもない。

　頭を抱かかえるフェルに、不意にラナがそっと声をかけた。

「ねえフェル、それよりあたしずっと気になってて。……裏で糸を引いてるのがイグレック殿でん下かって聞いたけど……。あんた平気なの？」

「平気って何が？　ラナ」

（いや、事が平気かそうじゃないかと訊きかれればまったくもって瀕ひん死しだけど！　なんか、『イグレック殿下って』のところが、ちょっと引っかかるような……？）

　それがひどく唐とう突とつな問いかけに思えて、一瞬、反応に困った。黙ってしまったフェルに、「ええと、その。だから」とラナはもどかしげに続ける。

「だってあのかたってたしか、あんたの……」

「──フェル、いるか？」

　不安そうな彼女の声は、不意に戻ってきた部屋のあるじによって遮さえぎられてしまった。

「クロウさま。……使節団の皆さんの処しよ遇ぐうは、どうなっていますか!?」

「……あまりよくはないな。それと、寝台の陰でも長椅子の下でもいいから、すぐにどこか身を隠せ」

「え？」

　事件発生直後から現在まで、一いつ睡すいもせず使節団の安全確保のために駆け回ってくれていたクロウだが、どうやら状況は芳かんばしくないらしい。

　ひどく疲れた様子の彼は、同じくげっそりした表情で付き従したがっていたケイや、固かた唾ずを吞のんでなりゆきを見守っていたラナにいくつか指示を出してから、「十頭領オンキシバスの一人が間もなくここへ来る」と告げた。

「……どういう事態になっているかは、聞き耳を立てていれば分かると思う」

　沈んだ声に不吉なものを覚えながら、フェルは彼の言葉に従って、長椅子の陰でそっと息を殺した。
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「ですから何度も申し上げますとおり、『ユナイアの使節団を引き渡せ』……というのは、あまりに無茶でございまして……違いますかな、黒こく龍りゆう公こう」

「無む償しようで引き渡せとは言っていない。身代金ならそちらの言い値を払うし、それ以前に、まだ経けい緯いもはっきりしないうちから処しよ刑けいを決めるなど狂きよう気きの沙さ汰ただと言いたいだけだ」

　何度目になるか分からない使節団解放の交渉ののち、非公式にクロウの居室を訪れたアルトゥンの高官は、「異いなことを」と、さも困ったような顔で首を振った。

（らちが明かない）

　長椅子の陰でそっと聞き耳を立てながら、フェルはぐっと唇くちびるを嚙かむ。さっきから、話がまるで平行線なのだ。

「第一……彼らが毒どくを盛もった犯人だという証しよう拠こも不十分だろう。まず、貴き国こくの信頼を得るために腐ふ心しんしている彼らが、よりによって最高責任者である貴殿ら十頭領オンキシバスの暗あん殺さつなど目もく論ろむわけがない。何か裏があると考えるのが自然だ」

「ほうほう、はーあ、さようで。『わけがない』だの『自然だ』だの。公の言葉は仮定ばかりですなぁ。なるほどなるほど、公のエルラントではそれがまかり通るのかもしれませんが、生あい憎にくここはアルトゥンでございますれば。罪つみは罪、罰ばつは罰、まっとうに裁さばかねば他への示しがつきませんで、ねぇ？」

　クロウの言をのらりくらりとかわしながらも慇いん懃ぎんな態度を崩さないこの男は、十頭領の一人で、名をハーシムという。砒ひ素そで直接狙われたというその人だ。

　頭に白はく布ふを巻き、金銀の糸で草花を織り出した鮮あざやかな緋ひのタフタに狐きつねの毛皮で裏打ちした豪ごう奢しやな民族衣装、カフタンを纏まとった中年の小男が、ぷっくりと膨ふくれた腹を揺ゆすって嗤わらうのを、フェルはこっそりと睨みつける。

「いやあ、それにしても残念なのはこちらですよ。せっかく大切な商路のお話を持ってご足労いただいたのに。今後もエルラントやユナイアとはいい関係を保ちたいと思っていますがこんなことになってしまって……」

（こんなこと、って……！）

　そう。

　──使節団を近日中に一いつ斉せいに処刑する、というのが、アルトゥン政府の決定だった。

（エルラントやユナイアだったら、他国の高官を処刑するなんて恐ろしいこと、もっときちんと取り調べしてから臨のぞむよ！　いくらなんでも横おう暴ぼうだ……！）

　だが、ここは異国だ。毒殺未み遂すい犯はんを挙あげたのもアルトゥン兵なら、使節団を投獄したのも同じ。分かっていても怒ど鳴なりつけたくなる衝しよう動どうを、フェルは必死に押し殺した。

「本来ならば今すぐ首を刎はねてしまいたいところ、ほかでもない公の執とり成なしだからこそ耳を傾かたむけこうして延ばしているのです。もしやエルラントの宰さい相しよう閣かつ下かは、他国の内ない政せいにこれ以上口をはさまれるおつもりか？」

「……っ」

　舌打ちしそうなクロウに、「私は忙しいのです、これ以上繰くり言ごとをおっしゃるのなら時間の無む駄だです」とハーシムは手を振り、さっと席を立った。

　犯罪の多い南なん方ぽう砂さ漠ばくの都市国家の自じ治ち法ほうは手て荒あらだ。

　殺人、とりわけ毒殺を謀はかった者は四し肢しを切り落とされ、生きたまま鷹たかの餌えさにされるらしい。さしたる調査もなく即そつ行こう処刑、とされたところ、クロウの必死の働きかけで、現在はどうにか首の皮一枚で命を繫つないでいる状態だ。

「そうそう、処刑は三日後の昼と決まりました。なにせ娯ご楽らくの少ない砂漠の地ですから、こういうことは一般に解放する習いでございまして……宴うたげを開き、邸やしきの中庭で、高こう座ざからゆっくりご観覧いただけるよう取り計らいましょう」

（っ……！）

　取りつく島もなく、ハーシムは高笑いしながら部屋を辞す。ぞろぞろとあとに続く護衛や取り巻きたちを、フェルは拳こぶしを握って見送った。




「あー。死刑を酒飲みながらみんなで見物って、どんだけ野や蛮ばんなんだっつう話よねん。さすがのアタシもびっくりよ。なんかこういう時って、舞台仕立てて曲きよく芸げい師しとか踊り子呼んで前ぜん座ざ張らせたりもするのねぇ。……そういうお国柄って知ってはいたけど、胸クソ悪いわぁ」

　やがて、フェル同様に室内に潜んでいたガウェインが、姿を現しがてらぼそりと呟つぶやく。そばに控えていたケイも、片手で顔を覆おおって頷うなずいた。罪人の処刑だというのに完全にお祭り騒さわぎだ。理解を超えた世界に、フェルは顔をしかめる。

（……皆さん、今どうしているんだろう）

　聞くところによれば狭い牢ろう獄ごくは薄暗く、水も十分与えられるわけではなく、衛えい生せい環かん境きようもあまりよくない。砂漠に出るという毒サソリにでも入り込まれればひとたまりもないだろう。旅のさなか、「大丈夫かい」と何度も気き遣づかってくれた彼らの顔を思い浮かべて、フェルは唇を嚙む。

（どうにかして疑いを晴らして、全員助け出さなきゃ……！）

　決意を固めるフェルの隣で、重たいため息をついているのはケイだ。

「はあ。使節団はユナイアの高官揃いなんですよねえ。おまけに親エルラントの者ばかり。もしこのまま、我わが君きみがいる会合の席で全員処刑なんかされれば、商路の計画に深刻な影響が出るだけじゃない。国の関係にもひびが入りかねない……たとえそれが両国の国主の意向に反しても、ですね」

「とりあえず、黒こく龍りゆう兵へいからも見張りを出すとごり押ししてあるから、知らない間に、彼らが殺されることは防げるはずだ。あまり長くは持たないが……」

　死人に口なし、の原理で、密ひそかに殺害されたりすれば。それ以前に、三日後になればみんな必ず……。改めて、フェルはぞっとした。

（どうしよう）

　昨日まで一緒に笑い合い、肩を並べて仕事をしていた人々が、一いつ瞬しゆんで奪い去られる場面を想像してしまう。

「……大丈夫だ、フェル。早く片付けてしまおう」

　蒼そう白はくになって震えるフェルの頭を、クロウがくしゃっと撫なでてくれる。ぽんぽんと宥なだめるように叩かれると落ち着いてきた。

　そういえば、仮かり初そめの夫婦をやっていた頃も、フェルが弱るたびに彼はこうして励はげましてくれたな、と思い出すと少し元気が戻る。小さく頷き、フェルは足元から這はい上る恐怖を必死に思考から叩き出した。

「ところで、今回、毒殺未遂の実行犯と面会はできたんですか？」

「いや。〝思いがけない不ふ手て際ぎわで〟〝偶然に〟逃げられたんだそうだ。そして、証拠は〝たまたま〟残されていない」

「……なんですか、それ」

　どう考えても胡う散さん臭くさすぎる状況に、フェルは絶ぜつ句くした。

「それじゃあ本当に、毒を入れたのがユナイアの使節団の関係者だったかどうかも分からないじゃないですか！」

　──これが、異い郷きようということなのだ。

　何もかもが違いすぎる、とフェルは顔をしかめる。当たり前が通じない。

（理り不ふ尽じんだって怒るところじゃないのは分かってるけど……！）

「ああ。……ただし幸いなことがまずひとつ。順じゆん繰ぐりに当たってみて分かったが、アルトゥンの十人いる頭とう領りようたちは、どうも一枚岩じゃないらしい」

「え」

　あのハーシムという高官が、率そつ先せんして処刑を主張する一方で、大半は様子見、そしてわずかだが、こちらと同じく不自然な状況に眉をひそめる者もいる。そうクロウは続けた。

　引き継いだのはケイだ。

「東方商人でもある自分めだから言いますけども……ここ、アルトゥンって『商人の国』なんですよねえ」

　この部屋を一歩出れば、誰が味方かも分からない。彼らにとって情報と金きん銭せんは武器だ。舌した先さき三さん寸ずんで東西南北を渡り歩き、虚きよ実じつの境さかいも金次第なのだと。

「彼らは損そん得とくで動くし、状況次第で黒かったものも白になる。特にアルトゥンは、南方とエルラントの間をうまく立ち回ってきた都市国家。にわかにその関係を崩したがらない者は多いですからねえ。大商路の新設に賛同してエルラントとの友好を保つか、なんとしても商路の計画を阻はばむか。十頭領の間でも意見が割れているそうですよ」

（ってことは──）

　大商路反対派をうまく押さえ込んでエルラント友好派が有ゆう利りになる空気を作れば、処刑を止められるだけではなく、商路敷ふ設せつへの追い風にもなる、ということだ。

「問題は、失敗すれば逆に戦いくさの火ひ種だねになりかねないことと、……あとは翠すい龍りゆう公こうの存在よねん」

「匿かくまっている奴やつを取り押さえられれば一発なんですけどねえ」

　ガウェインとケイが悩ましげに頷き合っている。この二人、意外と相性がいいんだろうかと場違いにもフェルは首を傾げた。

　しばらく黙っていたクロウが、「……武器になる情報といえば、だ」と口をはさんだ。

「イグレックも、アルトゥンの高官たちも知らない切り札がある。ひとつは、ここに『シレイネ』がいることだな」

「！」

　そうだ。

　フェルは、イグレックにとっては紛まぎれもなく仇きゆう敵てき。ただしそれは、ユナイア王女シレイネとしてだ。

（そういえば、アルトゥンはシレイネさまを使節として呼ぼうと躍やつ起きになってた）

　本当に、彼女がここに来ることにならなくてよかったと今となっては安あん堵どするばかりだが、あれは、イグレックの画かく策さくなんだとしたら……？

（商路に反対している十頭領は、確実にイグレック様と手を組んでる、ってこと？）

「……ただし弱点にもなる。短気なあいつの性格からして、シレイネを見ても冷静でいられるとは思えない。うっかり視界に入りでもすれば即そく座ざに殺しにかかるだろうな」

　ここ以外ではできるだけ素す顔がおになるなよ、とクロウに念を押され、フェルは神しん妙みような顔で頷いた。

「あの。ところでイグレックさまが所しよ持じしている呪毒ってなんなんですか？　たぶん、まだ使われてはいないんですよね？」

「使われてはいない……というか、使われていたらまずい。こんなところで悠ゆう長ちように話し込んでいる場合じゃない」

「え？」

　苦にが虫むしを嚙かみつぶしたようなクロウの表情に、嫌いやな予感がする。

　返答は案あんの定じようだった。

「あいつが持っているのは、『かえらずの夢』……ティカル高原で、お前も遭そう遇ぐうしたことがあるだろう、フェル」

　無数の紅あかい蝶ちようの形を取って拡散するその呪毒は。発動したが最後、その場にいる者を一人残らず、四し半はん刻こくで死に至らしめるもの。

「なあにそれ！　……やけっぱちになりつつある狂きよう人じんに持たせたらいちばんいけないもんだわねぇ」

　呪毒の簡単な説明を受けたガウェインの声をどこか遠くに聞きながら、フェルは拳こぶしを握りしめていた。

（よりによって『かえらずの夢』!?　回収の難なん易い度ど、最悪じゃないか……！）

　捕まえるだけでなく、呪いを封じて無力化してしまわなければ。万一があれば、被害は計り知れない。

「俺は十頭領の中で、わずかでも話を聞いてくれそうな相手を探す。それから、はやる気は察するが……フェルとガウェイン殿どのは動かないほうがいい。……また何か分かり次第、戻ってくるから」

「……はい」

　クロウの言葉に、しぶしぶフェルは俯うつむいた。仕方ないと心では納なつ得とくしていても、自由に動けなくなることがこんなに歯は痒がゆいなんて。

　──と。

「……フェル、大丈夫か？」

　部屋を去りぎわ、クロウはまるでラナのようなことを訊いてきた。

「？　何がですか？　体調なら平気ですけれど……」

「そうじゃなくて。イグレック兄上はお前にとって……いや、いい」

　何か言いかけたものの、彼は結局中ちゆう途と半はん端ぱに口を濁にごしてしまった。

「お前が気にならないなら、それに越こしたことはないんだ」

「……？」

　不思議な物言いだと引っかかりはしたが、結局深く突っ込んで訊くことはせず、フェルも部屋をあとにした。
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「絶対、裏がある！　むちゃくちゃ怪しいよあのハーシムって十頭領オンキシバス……！」

　落ち着かない気持ちのまま、そわそわと広い部屋を歩き回りながら、フェルは怒りの余り叫んだ。

　現在、フェルはガウェインやラナとともに、まんじりともせずクロウやケイの戻りを待っている。もっとも、エルラント側も警けい戒かいされてしまっているので動きづらく、黒龍兵たちがイグレックの行方について聞き込みを続けているも、いまだ目ぼしい情報はない。

（ただ待つしかできないなんて、本当に、ああもう……！）

　ぐるぐると歩くだけで時間と体力を浪ろう費ひするのもさらに腹が立つので、気を落ち着けるために、フェルは部屋の中を掃そう除じして回ったり、愛用のそろばんを磨みがいたりした。

　今は西方でもすっかり普ふ及きゆうしているが、もとは極きよく東とう由ゆ来らいの計算機だという樺かばのそろばんは、昔、ベルファスティスの夜間市で安く買い叩いたお値打ち品だ。かれこれ十年近い付き合いになる。

「なんとかして、あの人の部屋をガサ入れできたらいいのに！　……会合の間は警備も厳重だから、そうそうイグレック殿下も動けないだろうし……」

　同じく待機するしかないガウェインが、軽く眉み間けんを押さえてため息をついた。

「そうねえ、ハーシムって名前なら、アタシも聞いたことがあるわ。昔むかし馴な染じみに酒の席でね」

「え？」

「もともとは南方砂漠出身の塩商人だったはずだけど、気づけば一気にアルトゥンのおエライさんにまで上りつめていたヤリ手だそうよ。ただ、今は奴ど隷れい商しようだの怪あやしげな薬やく物ぶつの取引だのも手がけて、あんまり評判はよくないらしいけどねん」

（そういえば、イグレック殿下と交流のあった南方の悪あく徳とく豪ごう商しようとして、クロウさまも名前を知ってたなあ……）

　いわく、「クルヴァッハ近きん隣りんで怪しげな商売をやられると、うちの治ち安あん悪化にも繫がる」らしく、悪徳商人たちとの癒ゆ着ちやくは、彼がイグレックを本格的に叩き潰つぶすことにした理由のひとつでもあったらしい。

「イグレックさまと繫がりがあったなら、なおさら決まりだよ」

　ものすごくあからさまに黒いのに、堂々と白のふりをしている人をみすみす見み逃のがすしかない状況に、ひたすら不満がたまる。

「……どうしよう。こうしてる間にも、使節団が。それに、妖よう精せい王おうのことだって……」

「フェルディアちゃん……」

　焦しよう燥そうのままにぶつぶつ呟くフェルに、ガウェインが心配そうに声をかける。

「ねえ。フェル、……あたし、事件が起こった時から考えてたんだけど」

　一方で、ずっと黙りこくっていたラナが、不意に口を開く。彼女は、フェルの様子を心配しながら、何か言いたそうなそぶりを続けていたのだ。

「……あんた、そうじゃないでしょ」

「え？」

　どういう意味だろう。友人の言わんとすることを察しかねて、フェルは首を傾げた。

「そうじゃないって、何が？　だって、使節団が全員殺されたりしたら大変なことになるんだよ。大商路の件だけじゃなくて……南方との間がこじれて大きな戦になったら、悪い妖精王がまた復活するかもしれない。早くイグレック殿下を捕つかまえないと」

「待って。あんた、素すで言ってるの？」

　信じられない、という風に見開かれた親友の双そう眸ぼうの琥こ珀はくを、フェルは気け圧おされたまま見つめ返した。




「翠すい龍りゆう公こうは、コノール王の──あんたの実の親の仇かたきなんじゃない？」




「……あ」
















　思わず声が漏れたのは、改めて認識した、イグレックに実の父を奪われた事実に驚いたからではない。

　ラナに言われるまで、意識もしなかった自分に驚いたのだ。

「ひょっとして、思ってもみなかったの？」

　畳たたみかけられて返す言葉もない。立ち尽くし黙り込むフェルに、隣ではらはらしながら会話に耳を傾けていたガウェインが、とうとう口をはさんでくる。

「ね、ねえラナちゃん。ごめんなさい、ちょっとそこまでにしておいてあげてくれる……」

「いいえ。だって、ガウェインさまはおっしゃらないでしょう？　きっとあたししか言えないから」

　慌てたように待ったをかけるガウェインの手を払い、ラナはフェルの両肩を摑んだ。

「あたしは、なんだかんだ、やっぱり血の絆きずなって重要だって思うの。あたしも家族がすごく大事だもの。せっかくホントのご両親やご兄弟きようだいが分かったんだし、ちゃんと向きあった方がいいって思うんだけど。どう？」

「……」

　ラナは自分を純粋に心配してくれているし、然しかるべき縁を無む造ぞう作さに蔑ないがしろにしたままのフェルに疑問を覚えている。それだけのことだ。なのに、どうしてこんなに息苦しいんだろう。

「それは、そうなんだけど……だって、今までわたし……」

　当たり前のことを言われているだけなのに。

　顔から血の気の失うせたフェルの様子に気づいたのか、ラナは慌てたように言い添えた。

「ええと、まあ、いきなり親子だなんて言われて情が湧く物じゃないっていうのは分かるけど。ちょっとコノール王も報むくわれないわねって言いたいだけ。セタンタ王こそが身代わりであんたを敵対国に送りだしてくるくらいなんだから、情なんてそもそも期待しちゃいけないのかもだけど……」

　何の気なしの発言だっただろうし、ラナに全てを話したわけではないから、きっとそれ自体に深い意味があったわけではない。分かっている、……分かっているのに。

　──〟コノール王も報われない〟

　その言葉を聞いた途と端たん、がん、と殴なぐられたような衝しよう撃げきに、フェルは足元をふらつかせた。

　実の娘なのだから、同じ愛情を返し、少しでも報いたいと思わないのかと言われた気がして。

　──嫌いやだ、と。

　とっさに思ってしまった。

　血の絆を認めるのは嫌だ。このままでいたいと。

（なんで）

「とにかく、そのあたりしっかり一度考えたほうが、って……」

「ラナちゃん！」

「……あ」

　ガウェインの制止で、まだ何か言いたそうだったラナはやっと言葉を止めた。

「ご、……ごめんなさい。口がすぎたわ。あたしから、そんなこと言える立場じゃなかったのに」

「ううん……平気だよ」

　呆然としたままフェルはかぶりを振った。頭の中が、ひどく冴さえているのに曇くもっている。奇き妙みような気分だった。

　セタンタと王宮で話すたびに。シレイネに妹になれと言われるたびに。

　感じていたもやもやの正体に、ラナが今、はっきりと形を与えたのだ。

（クロウさまだって。あんなにご両親と対立してたのに、親子の絆きずなは切れなかった。なのに……わたしはどう？　コノール陛へい下かにはきちんと愛されて、ダグザさまのお力で異い界かいから命がけで取り戻してもらっている。それなのに）

　その事実に、もちろん感謝している。イグレックによって命を奪われた彼を悼いたんでもいるし、悲しくもある。

　でもそれは、娘としてではない。

　──敬けい愛あいすべき国王を慕したう国民としてだ。

　ちゃんと父親として感謝して慕わなければいけない、生きて会ってみたかったと寂さびしく思わなければならない、娘として墓ぼ前ぜんに花を手た向むけ、死者を悼いたむ聖せい詩し篇へんを詠うたいたいと願わねば。

（ラナの言うとおりだ。今のわたしは、絶対に人としておかしい）

　そうでなければならないのに。

　そもそもイグレックが親の仇だなんて、そんな当たり前のことさえも、言われるまですっぽりと頭から抜け落ちていたのだ。

（それだけじゃない。……わたしは心のどこかで、コノール陛下は父親じゃないって思おうとしてる）

　──自分の身勝手さに、吐はき気けがする。

　がむしゃらに向かい合っていたはずの問題が、急に遠のいた。

（向かい合わなくちゃいけない。でもどうやって向き合っていこう。……イグレックさまのことと。ううん……わたし自身のことと）

　目を背そむけていたものを直ちよく視しすると、ますます自分が、人としてひどく欠けつ損そんしているような気がして。フェルはただ沈み込んで俯うつむく。

「あの。フェルディアちゃん……」

「大丈夫です、先生」

　心配そうなガウェインの声に、慌てて彼の顔を見た途端、フェルは息を吞のんだ。

（せ、先生？）

　視線を落として唇を嚙み、眉まゆ根ねを厳しく寄せて。なんだか、彼の方が、フェルよりよほど辛つらそうに顔をしかめている。もっとも、本人は自分の表情に一いつ拍ぱく遅れて気づいたらしく、フェルの驚いた顔を見て慌てて苦く笑しように切り替えた。

「なんにせよ、今はとりあえず目の前の問題を片付けるしかないわよん。さあ、この話はここまでにしましょ」

　ね？　と片目を閉じてみせるおちゃらけた仕草をどこか上うわ滑すべりに感じながら、フェルはぼんやりと先ほどのガウェインの表情が気にかかっていた。

　彼の気を煩わずらわせてしまった、というだけではない。

（先生。なんで、そんな苦しそうな……悲しそうな顔、したの）

　──〝フェルディアちゃん。もしもアタシが……〟

　耳の奥に一瞬だけ甦よみがえる、遠い日の声。

（あの顔、どこかで）

　見覚えがあるような。

　──それからしばらく思案したが、腹の中にもやもやと引っかかったままのそれは、結局晴れることはなかった。
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『もしもアタシが、ちゃんとした父親か母親だったら』

　──あれは、いつのことだっただろう。

　孤こ児じ院いんの中庭で。こんもりと青葉を茂しげらせた、大きなマロニエの樹の下で。白くなるほど拳こぶしを握りしめて立っていたのは。

『こんな思い、あなたたちにさせなくてすんだのかしらね』

　切なそうに、申し訳なさそうに。苦みを含んで揺れる、赤みがかった琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを、何よりも愛いとしく尊とうといと思ったのは。




　たしか、フェルが王宮に召しだされるようになった直後のことだから、十一だか十二だかの頃だろう。それこそアルトゥンみたいに肌を焦こがしそうなほど太陽が眩まぶしい、夏の日だった。

「フェルディアちゃん!?　……みんなも！　どうしたのその格かつ好こう!?」

「ごめんなさい。ちょっと、……近所の子たちとケンカしました」

　顔や膝ひざ小こ僧ぞうに擦すり傷きずを作り、全身土まみれになって、わんわん泣き喚わめく年下の子供たちの手を引きながら帰ってきたフェルに、夕刻のお祈りを終えて戻ってきたばかりのガウェインは血けつ相そうを変えて駆け寄ってくれた。

「いったい何があったの？　あなたが近所の子と喧けん嘩かだなんて、今までしたことないからびっくりしたわ」

　傷口を水で洗って酒で消毒しながら尋ねるガウェインに、「なんでもないんです。しょうもない理由で」とフェルは上ずった声で答える。

　ガウェイン仕込みの護ご身しん術じゆつのおかげで、普通の子供よりよほど腕うでっ節ぷしの強いフェルだが、その力はむやみに使ってはいけないと普段から口を酸すっぱくして教えられているのに。この年になって、それも歳下の子供たちと、みっともなく喧嘩なんてしてしまったことも恥ずかしかったが──それより何より。

　──〝やいやい。捨て子だってだけじゃねえんだろ。お前らんとこの先生ってアレだろ？　オレ、母ちゃんから聞いたんだぜ……〟

（喧嘩の理由、先生にだけは知られたくない）

　唇をぎゅっと嚙んで俯くフェルの前で膝ひざを折って顔を覗のぞきこみ、ガウェインは困った顔をした。

「ねえ、理由を教えてくれる？」

「なんでもないったら、ないんです」

「そんなことないでしょう？　もう。元気なのはいいことだけど、感心はできないわよん。だって、アタシの教えた護身術は、むやみに使っちゃだめよっていつも……」

「せ、先生っ、フェルねーちゃんは違うんだっ！」

　困ったように笑う先生にとっさに言い返したのは、フェルが手を引いていた男の子だ。

「ぼ、ぼくが、アイツらに親なしだってイジメられてるとこ、ねーちゃんが言い返してくれてっ。そしたらアイツら、先生のことを、顔にキズがあるハンザイシャだって……」

「やめて！　黙っててって言ったのに！」

　思ったよりきつい声がでてしまい、男の子の目に涙が盛り上がる。しまった、とフェルは焦った。この子はまだ五つだ。きっとフェルを庇かばおうとしただけなのに。

（……でも、絶対に先生には聞かせたくなかったのに）

　泣かせてしまった罪ざい悪あく感かんと、知られてしまった後ろめたさで、フェルの胸は自じ己こ嫌けん悪おに重くなった。喧嘩の理由については、何がどういけない、とはっきり言葉にできるわけではなかったが、直ちよつ感かんが彼に知られてはいけないと告げていたのだ。

「そっか。それで……ケンカしちゃったのねん」

　しばらく黙った後、ぽつ、と呟つぶやく先生の声に、フェルははっと顔を上げた。

　微笑んで顔を覗きこんでくるガウェインは、何か痛みをこらえるような表情をしていた。

「……ごめんなさいね」

　それは自分のための苦しみではなく──ただフェルたちを思ってのものなのだと。

「アタシがもっとちゃんと、あなたたちの親だったら。こんな思いをさせなくて済んだのにね」

　ぎゅっとフェルたちを大きな腕で抱きこみながら続けられた台詞せりふに、フェルはかっと目の前が燃え上がるような心地ここちがした。




「てんばつっ！」




「痛っ!?」

　考える前に、がんっと先生の紅あかい頭に頭ず突つきを喰らわせていて、視界に星が散る。額を押さえて呻うめく先生に、自分も痛む頭を押さえながら、フェルはなおも叫んだ。

「先生は、わたしの自じ慢まんの親なんです。わたしたちの親は、先生だけなんだから！」

「フェルディアちゃん」

「そんなこともう言わないで！　次言ったらまたテンバツなんだから。すっごくすっごく怒るんですから……！」

　大声に驚いた男の子は泣き続けるし、気づけばフェルまで釣られるように、わんわん声を上げて泣きじゃくっていた。

「──……」

　先生は呆あつ気けにとられたように、じっとフェルを見つめていたが。

「ありがとう。フェルディアちゃん」

　やがて、くしゃくしゃと大きな手で二人の頭を撫なでて、より強く抱きしめてくれた。




（そっか。あの時か）

　──先生の悲しそうな顔を見たのは。

　親の仇としてイグレックを見るか。国の敵として対たい峙じするか。その問いかけから連想したのは、遠い日の思い出だった。

「……眠れないなあ」

　その日の深夜。

　ぽつりとつぶやき、フェルは寝そべっていた長椅子から身を起こした。

　本来、使節団用に与えられた部屋には当然戻れず、ガウェインともどもクロウの部屋に居ついている。

　広々とした部屋は紗しやのカーテンでのみ仕切られており、どこか落ち着かない。ラナは小こ間ま使づかい用の控ひかえ室しつに戻り、ガウェインは見張りのため階段のほうに立ってしまったので、今そばにいるのは、灯とう火かのもとで書類と向き合っているクロウだけだった。

「……どうした？」

　ややあって、カーテンの向こうから声がかかる。薄うす布ぬのを透すかして彼の影が揺れた。独ひとり言ごとが聴きこえていたらしい。風通しがよすぎるのも考えものだなとフェルは焦った。

「すみません、お邪じや魔ましてしまって」

「いや。よかったらこっちに来ないか」

　誘われるまま、のそのそと掛け布を取りのけて長椅子から下りたフェルは、紗をめくって彼のもとに移動する。

　毛足の短い絨じゆう毯たんに座り、大きなクッションに背を預けた彼は、図面を読んでいたようだ。イグレックの潜伏場所に当たりをつけるためだろう。盛せい大だいに床に広げられたそれらは、しかし一定の秩ちつ序じよを保っており、雑ざつ然ぜんという印象は与えない。性格だろうな、とフェルは勝手に納得した。

（どこに座ろうかなあ）

　再会した時はそんなことを考える余裕もなかったが、冷静になると迷う。

　身代わりをしていた時分、部屋の長椅子でも聖堂のベンチでもごく自然に隣に腰掛けていたが、今の立場では少々憚はばかられる。こんな簡単なことでも悩まないといけないんだな、と。改めて、開いてしまった距離が、ひときわはるかに感じられた。

　──が。

「どうした？　立ったままだと辛いだろう。こっちに」

　あっさりとクロウに手招きされて、え、とフェルはびくついた。

「いいんですか？」

「いいも何も」

　彼は苦笑した。

「お前の位置は俺の隣以外にない」

「り、離り縁えんしましたし」

「『召使フェル』は俺の横でよく盛大に愚ぐ痴ちっていったぞ。どこぞの雇やとい主ぬしの悪口とかな」

「ぐっ」

　フェルが何か言う前に、彼は傍そばの小しよう卓たくから水差しを取って返事も聞かずにわざわざ注ついでくれる。甲か斐い甲が斐いしいことだが、遠えん慮りよをなくすためだとはすぐに分かった。相変わらず、彼は息をするように気き遣づかってくれる。

「ありがとうございます」

　少し離れて隣に腰を下ろしたフェルは、会え釈しやくとともに小さなグラスを受け取った。

「眠れないのか」

「……独り言です。聞こえちゃってましたか。すみません」

「何か気がかりでも？」

　この問いには答えに詰まる。

　彼の双そう眸ぼうは、灯火の淡あわい光の下でも青く澄すんで見える。なんだか心の中を見透かされているような心地がした。

　しばらく話しあぐねて黙っていると、彼はふと苦笑した。空気が柔やわらかく揺れる。

「俺には言いにくいことか？」

「いえ！　決してそういうわけではないのですが！　し、しょうもない悩みなんで、お気になさるほどでもないと申しますか。すぐ寝ね床どこに戻りますし、殿下を煩わせるほどでもございません」

「お前のような太たい平へい楽らくな脳のう筋きん娘むすめが眠れないほど悩むなら、十分一大事だ」

「太平楽な脳筋娘ってヒドい言い草!?」

「冗談だ。いいから話してみろ。どんな些さ細さいなことでも構わない」

　そこまで言われて黙ってもいられず、フェルはぽつぽつ語り始める。

「……あの」

「？」




「わたしって欠けつ陥かん品ひんのダメ人間なんでしょうか！」

「いきなりものすごい斜ななめ下から相談が来たな」




　単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊きすぎてドン引かれた。「す、すみません」と、フェルは慌てて補ほ足そくする。

（シレイネさまからは、……このかたは、『妖よう精せいの取り替え子』のこととか、わたしの事情を全部ご存じなんだって聞いてるけど）

　念のため「わたしの生まれのことって、クロウさまはご承知なんですよね」と確認すると、ややあって「シレイネから聞いたのか？」と問い返される。フェルは頷いた。

「ええと。それで、今回の件、イグレック殿下が深く絡からんでます」

「そうだな」

「その、……コノール前王陛下は、わたしの実の父、なんです。そしてイグレック殿下は、先の戦でコノール陛下を惨ざん殺さつしたかた、だって……」

　普通なら、亡き実じつ父ぷの仇を討うちたいとか、悔くやしいとか、イグレックという名前を聞いてふつふつと湧わき上がるものがあって然しかるべきだと思うのに。

「とっさに浮かんだのは、使節団の皆さんを助けたいとか、悪い妖精王の再来を阻そ止ししたいとか商路計画を守りたいとか。そういう気持ちはあったけど、わたし、……コノール陛下のことなんて、全然思い出しもしなかったんです」

　前ばかり見て生きてきたから。

　後ろを振り返り忘れていることに気づいた時──それが、本当に振り返らなければいけなかったはずの瞬間に、すこんと抜け落ちてしまっていたことに。気づかされると、足元が溶とけてなくなってしまったような気分になる。

「それだけじゃない。気づいたあとも、やっぱり遠いままなんです。『ユナイアの民として』、コノール陛下の死を悼んだり、イグレック殿下に怒りを覚えたりはするんですけど。実の父だから、って悲しみが、なんにも、少しも湧いてこなくて……」

　我が身と親子の絆を犠ぎ牲せいにしてまでフェルを愛してくれたコノールと、樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイドに昇しよう格かくする未来をなげうってまで妖精王のもとから救い出してくれたダグザには、いくら感謝しても、し足りない。彼らから受け取った命を、大切に使わなければ。その気持ちはたしかなのに。

「セタンタ陛下にも、そう。兄なんだと聞かされても、……今さら、そんなこと思えないんです。敬愛しているけど、親しん愛あいは、ないなと」

　ふと、目の前にいる、クロウ本人の過去に想いを馳はせた。

　血の繫がった弟を、人生のすべてを懸かけて護ろうとした兄。

　血を分けた母からは呪じゆ詛そ、父からは無関心ばかり向けられながら、それでも彼らを憎にくみ切れなかった息子むすこ。

（……人間できてる、なんて簡単な言葉じゃすまないけど。でも、苦しくても血の絆を大切にしてきたかたなんだ。ううん。きっと普通は、そうなんだ）

　対して自分はどうだ。通常なら備わっているべき大切な感情が欠けつ落らくしている。欠けているのに、取り戻そうとも思えない。

「──だからわたし、おかしいんです。人として」

　セタンタから親愛を向けられずにほっとした理由。心の奥にずっとかかってた靄もやの正体。

　実じつ兄けいを肉親だと思えないのは、コノールへの感情と重なっている。

　助けてもらった一国民として恩返しをしたくても、実の親としての愛情はなく、一度も会わずに一生を終えたことに、残念だと思う気持ちもない。それは恥はずべきことだと自覚している。

　親の情を受け取る資格がない。子として返せる心を持たないからだ。

（そう思ったら、前陛下やダグザさまはもちろん、育ててくれたガウェイン先生にも合わせる顔が……。先生、わたしが悩んでるの気づいてたみたいだし、きっと心配までかけてるよなあ。うう、立りつ派ぱな冷血ダメ人間に育ってしまった……）

　自分で言いながら、だんだん凹へこんできた。

「ごめんなさい。ぐじぐじぐずぐず後ろ向きで。なんだかこんなこと考えてたら頭からキノコ生えそうで、でも確実にドクタケだから収しゆう穫かくしても売れそうになくて」

「売らんでいい」

　まっとうに短く突っ込んだあと、クロウは不意にくすりと笑った。

「なんだ、何を悩んでいるかと思えば。そんなことか」

「そんなことって。まあそんなことですけど！　すみませんね、つまらないことで」

（たしかに、あなたにしてみれば『そんなこと』だろうし。こんな時に悩んでる場合でもないけど!!）

　簡単にあしらわれて膨ふくれるフェルに、「ああ、すまない。そういう意味じゃない」とクロウは片手を振った。

「自分では案外分からないものなんだな、と思っただけだ。……実父の死に感傷が持てないのはな。別にお前に人の情が欠落しているわけじゃない。理由は簡単だ」

「え？」




「……幸せだった、だけだろう？」




　続けられた言葉が意外すぎて、フェルは目を瞠みはった。

「ガウェイン殿どのに守られ、孤児院の家族に囲まれて。お前のこれまで歩んできた人生が、実の父母に想いを馳はせるわずかな欠けもないくらい、ただただ優しく満ち足りたものだった。それだけのことだ。恥じる理由などどこにもない」

　だから気にするな。

「きっとガウェイン殿は、悩むお前を見て、幸せ半分の心配半分で複雑だっただろうな」

　クロウはなんでもない風に肩を揺らした。なぜか、戸口のほうをチラリと見やったような気がしたが、一瞬のことでよくわからない。

「後ろは振り返りたいときだけ顧かえりみればいい。亡ぼう父ふの影に囚とらわれて塞ふさぎ込むより、しっかり前を見て自分の道を歩いていける娘に育ったなら、嘆なげくより安心するよ。俺がコノール王ならば、な」

「クロウ、さま」

　──この人は、魔法みたいな言葉を紡つむげるのだな、と。フェルはそっと目を伏せる。

　穏やかな声は、心にかかった黒い靄もやを追い払い、まるで淀よどみに注がれた清し水みずのように、静かに心を澄すませていった。

「それに。コノール王を父と認めたところで、ガウェイン殿と関係が変わるわけじゃない。……あの人なら、『何があってもあなたはアタシの娘よ』とでも言いそうな気がするが？」

「！」

「たとえ血を分けた親兄弟が別にいても、それでお前たちの絆が揺らぐわけじゃないだろう？」

　──ああ、そうだ。クロウは、凝こり固まっていたフェルの思い込みをゆっくりと解ときほぐしていく。

（わたしが、コノール陛下のことを認めたくなかった本当の理由って……）

「もしも自分が本当の親だったなら」と言って悲しそうな瞳をしたガウェインの表情が忘れられなかったから。

　本来の血縁の存在を許容することで、まるでガウェインとの親子の絆を否定するような気がしていたのだ。

（馬鹿だなあ、わたし）

　クロウの言うとおりだ。新しい縁が追加されたって、今まで積み重ねてきたものが消えてなくなるわけじゃない。何があっても自分たちは家族なのに。

　それを勝手に怖がって、尻しり込ごみして。

（……ホント、ばかだ）

「はい。……そうですよね。ふふ。あははっ」

　安心したらなんだかおかしくなってきてしまって、フェルは思わずくしゃりと顔を歪ゆがめた。けれど込み上げたのは、笑い声だけではなかった。

　ぽろっとまなじりから雫しずくがこぼれる。

「フェル？」

「ごめんなさい。ほっとしたら、なんだか……」

　そこから先は言葉にならず、湿しめった嗚お咽えつに変わる。歯を食いしばって声を押し殺し、フェルはぐしゃぐしゃの泣き笑いの顔を乱らん暴ぼうに腕でこすった。

「……フェル」

　わずかに目を瞠みはったきりで、クロウは何も言わず、柔らかく指先で髪を梳すいてくれた。

「……ありがとうございます」

　両手で包んだグラスに唇をつけ、一口含んだ水は、冷たくてほんのり甘あまい。

「礼を言われるほどでもない。第一……俺が独りで迷っている時に、話を聞いてくれたのはお前だっただろう」

「！」

　あなたの話を聞くことはできる、と。かつて彼を励ましたことを思い出し、フェルはこくんと咽の喉どを鳴らす。

「だから、お互いさまだ」

「は、い」

　覚えていてくれたことが嬉しかった。染まった頰を見られないように顔を背そむけ、フェルはクッションに体重をかける。

「なんだか変な感じです」

「変？」

「すみません。こんな異国の地で、大変な状況なのに。自分のことだけに悩んで立ち止まったりして、馬ば鹿かみたいだなって」

「案外、異国だから、かもしれないぞ」

　たは、と頭を搔かいていると、不意に彼が真顔で返すので、フェルはきょとんと首を傾げた。

「異国だから？」

「誰もお前のことを知らない。お前が何者でも関係ない。エルラントもユナイアもない。身代わり花嫁でも王族の血ち筋すじでもない、ここなら、お前はただの『お前』だ」

　だから、好きに悩んでお前なりの答えを見つければいい。

（そっか。──ほかの何者でもない、わたしの答え）

　イグレックとの因いん縁ねんを、どういう形で精算するのか。

　静かに、心の中で決意が形になっていく。

　冷静になると、彼の手元にある図面が目についた。どこで手に入れたのか、この十頭領邸のものらしい。

（あ。ひょっとして、今は潜伏場所を探しているわけじゃなくって……）

　彼の考えを察すると、フェルは頭の中を整理し、静かに切り出した。

「……クロウさま。ひとつお願いがあるんです」

「奇き遇ぐうだな。俺もお前に頼み事をされると思っていた」

　表情を引き締めるフェルの髪を、「気が晴れたようで何よりだ」とクロウがくしゃくしゃと搔き混ぜてくれた。

「気持ちが楽になったら、少し眠るといい。疲れているだろう」

「はい……ありがとうございます」

　指摘されると、今さら眠気が訪れて、フェルはとろんと重たい瞼まぶたに手のひらを当てる。

「おい。寝るならここじゃなくて……」

「クロウさま、やっぱり優しいですよね」

「……」

　だんだん霞かすみがかっていく意識の中で、自分の言葉すら、夢ともうつつとも自覚がないまま、フェルは柔らかなクッションにいっそう身体を沈ませた。

「あなたが優しいから、わたしは……」

（あれ、何言ってるのかな。わたし）

　こめかみに落ちる柔らかな感触が、唇のそれだと気づかぬままに。

「優しいというか……一応、口く説どいているからな」

　髪を撫でる大きな手を心地よいと思ったところで、フェルの意識はそっと途切れた。
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（やれやれ。無む防ぼう備びにも程があるぞ）

　やがて、すうすうと穏やかな寝ね息いきが聞こえ始め、クロウは軽く息をついた。心を許してくれているのは大変結構なことだが、口説いているぞ、と忠告したのにこの警けい戒かい心しんのなさは些いささか物もの申もうしたいところだ。

（そろそろ、いいか）

　頰を濡ぬらす涙の跡を親指の腹で拭ぬぐってやりつつ、クロウは同じ部屋の中で聞き耳を立てていた相手に声をかけることにした。

「ガウェイン殿。……眠ったぞ」

「……悪いわねん」

　とん、と己の肩を聖せい杖じようで叩き、音もなく長身がすぐそばに現れる。殺し切った気配と、巨きよ体たいに似合わぬ静かなふるまいはさすがというところだ。

「いや。こちらこそ。勝手に話題にした非ひ礼れいを詫わびよう。さぞ落ち着かない気分を味わわれたことと思うが」

　苦笑交じりに応じつつ、何の気なしに、すっかり熟じゆく睡すいしているフェルに掛け布をかけるクロウの前に、ガウェインはどかりと腰を下ろす。

　勇いさましい眉はきつく寄せられ、一本傷の走ったその顔は予想外に厳しい。話の内容が、そこまで気に障さわったんだろうか。はて、と一いつ拍ぱく思案したのち、「ああ」とクロウは提案した。

「酒は要いるか？」

「要らん。娘の寝顔を肴さかなに吞む趣味はねえ」

　──不ふ機き嫌げんそうな返事には、昔の素すが出ている。

　しいてそこには触れないまま、クロウは「そうか」と軽く流した。




「……ありがとね、クロウ」




　やがて、常のオネエ口調でぼそりと告げられた礼は、さらに不本意そうで。

「何が？」

　あまり性格がよろしくない自覚のあるクロウは、今度は敢あえて突っ込んでやった。にっと口こう角かくを上げると、ガウェインは、娘たちの前では絶対に見せないだろう凶きよう悪あくなまなざしでクロウを睨にらんだ後、はあっと深く長いため息を吐き出す。

「……この子は意い地じっ張ぱりだから」

　緋ひ銀ぎんの濃こい睫まつ毛げを濡らす水滴にほのかに目許を和なごませ、ガウェインはフェルの顔を覗き込んだ。

「でも今回は、アタシにはどうしようもできないことだし……結構、ひやひやしてたのよ」

「そうか。まさか娘を狙う悪い虫の俺なんかが彼女の息抜きに役立つとは、さぞ意に染まぬことだろうな。お察しする」

　意地悪く言ってやると、彼は片眉を跳ね上げ、それからついと視線を逸そらした。

「そーでもねえよ」

「は？」

「いくら手て前めェがやきもきしてようと、子供が自分で考えたい時に、ぐっと堪こらえて手ェ放してやんのも親の役目だろ。……弱音吐きたい時にこの子が選んだのがお前さんだってんなら、おれも……納なつ得とくしないわけじゃ、……だからまあ、……そんなこともねえよ」

「！」

　何気ない呟つぶやきに、今度はクロウがぽかんと間ま抜ぬけづらを晒さらすはめになった。薄うす闇やみに沈んで色あせて見える鮮あざやかな紅あかい髪をガシガシと乱暴に搔かき、「……意味は深く考えるなよ？」と低く押し殺した声で続ける。

　しばらく言葉を失っていたクロウだが、不機嫌そうに逸らされた視線や、わずかにむくれたような口許には見覚えがあった。彼なりの照れ隠し、なのだとすれば。

（ほら、間違いないだろう。この人は親なんだ。フェル、お前の）

　なんだか柄がらにもなく微笑ましい気分になる。だが、うっかりそんな感想を伝えれば、容よう赦しやなく摘つままれてそこの窓からぽいっと投げ捨てられそうなので口に出すのは我が慢まんした。

「やはり、酒が要るのでは？」

「要らねえっつったろ。前はおれにツブされた癖くせに、生なま意い気きだぜ坊ぼうや」

　返事はにべもない。こつんと小こ突づかれて、そうかな、とクロウは笑う。それから、もう一度眠るフェルの顔を見てみた。

　──煌こう々こうと降り注そそぐ月光を弾く白い頰が、やはり愛おしいなとぼんやり思った。
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　腕に幾いく重えにも金の鎖くさりを巻き、足には同じく金の鈴を。

　水に溶かした指ヘ甲ン花ナの葉で爪つめを紅あかく塗ぬるのも、同じ染せん料りようで肌に紋も様ようを描くのも南方の文化らしいが、慣れないと絵筆の感触がひどくくすぐったかった。

「はい、できましたよ」

　ケイとラナの二人がかりでみるみるうちに仕上がった自分の姿を見下ろし、フェルはきょとんとする。

「……露ろ出しゆつが多すぎじゃないですか？　おへそって出すものなんですか？」

「こんなもんらしいわよ」

「まあ……こんなもんです、が。自分めは我が君に殺されそうです。だって（元）奥方さまの腿ももが丸出し……」

　紫むらさきと赤を中心にした伝統衣装だ。腰には大きく切り込みの入った紗しやを巻きつけ、上はといえば面積の少ない布地が胸を覆おおい、チョリと呼ばれる丈たけの短い広袖の上着を羽は織おっただけで心もとない。金のコインを絡めた飾り帯が、歩くたびにしゃらしゃらと音を立てた。

（うん。下がすーすーするけど、すごく動きやすい）

　手首にはめた翡ひ翠すいの腕輪からは、ひらひらと風に遊ぶ飾り布。衣装の色が濃いだけに、剝むき出しの白い腕や腹が眩まぶしく、染料で直接細さい緻ちに描き出された草花紋様がいかにも異郷風だ。

　もっとも、露出が多いのは身体からだだけで、髪は茶色のかつらに押し込み、さらに上から薄うす手での紗のヴェールをかぶって顔ごと隠してしまえば。

　──あっという間に、『アルトゥンの舞姫』の完成だ。

　化け粧しようと着付けが終わってしまうと、ラナが不安そうに疑問を呈ていする。

「けどあんた、いきなり踊り子なんてできるの？」

「任まかせて。優ゆう雅がなダンスは無理なんだけど、動き激しい系のやつだったら、東方から来た旅芸人の一座のお手伝いしてた時に教わったよ。剣けん舞ぶとか、綱渡りとか玉乗りとか、火の輪くぐりとか」

「相変わらず来らい歴れきが謎なぞですけども、それ以前に剣舞以外踊りじゃないんですが……。エ、くぐってたんですか。火の輪」

「熱かったです」

　若じやつ干かん引き気味のケイの突っ込みを適当に受け流すと、フェルは拳こぶしを握る。

（さて。これからが、勝負）

　仕上げに取り出したのは、クロウから貰もらった、美しい短剣。

　白く塗ぬった柄つかや鞘さやに、色とりどりの玉を象ぞう嵌がんしたそれは、フェルの宝物だ。

　フェルディアとしてのお前にやると言われてから、大切にしまいこんでいたが、今回重要な任務を仰せつかって、こっそりとお守りに持ってきたのである。

「じゃあ、わたしそろそろ行きますね。ありがとうございます、ふたりとも」

　支し度たくの礼を告げて部屋を出ようとしたフェルを、ラナがとっさに呼びとめた。

「あ、……あの、フェルっ」

「ラナ？」

　呼びとめられて振り向いたフェルの前で、ためらいがちに視線をさまよわせて、ラナはおずおずと言葉を続ける。

「昨日は、ひどいこと言ってごめんなさい。無神経だったわ……あんたの気持ちを考えずに決め付けたりして。あの時のフェルの顔、頭から離れなかったの。あたし、自分で予想してたより、あんたのこと傷きずつけちゃった……わよね」

　だからごめん、と。言葉を選ぶように胸の上で拳こぶしを握ったり開いたりしつつ、ラナは唇くちびるを嚙かんで頭を垂たれた。

「……ラナ」

　目をしばたたいたフェルだが、少し思案を巡めぐらせた後、「ううん」と首を振った。

（ぜんぜん気にしてないけど、むしろ……）

　彼女は考える機会をくれた。だから、ここで言うべきことは。

「ありがと。わたし、ちゃんと答え見つけたよ」

「！」

　軽く目を瞠みはる親友に、「だから見ててね」と、にかりと破は顔がんして、力強く拳を掲かかげる。

　二人に手を振って扉をくぐり、人ひと目めを避さけて目的地に向かいながら、フェルはふと思いを馳はせる。

　大きな気がかりはもうひとつある。

（残るは妖よう精せい王おうのこと……）

　──戦でたくさんの血が流れれば、次もまた凶きよう悪あくな妖精王が現れるかもしれない。

　もしイグレックがいなくても、きっと大商路にまつわる諍いさかいは起こったはず。今後も幾いく度どとなく持ちあがるだろう。いくら防ごうと努力しようが、危険は常に付きまとうのだ。

（それに、……パーシヴァルさま。妖精王を封ふうじるのは、あの方の犠ぎ牲せいの上になし得た結果だったのに）

　亜あ麻ま色いろの髪と、南の海の瞳を持つ、クロウの同母弟おとうとの顔を思い浮かべる。我が身を挺ていして兄たちを守ろうとした彼の思いが無駄になることがあれば……。

（先のことまで、今不安がったって仕方ないのかもしれない。わたしが考えるべきは、目の前の問題をちゃんと解決することだ。でも……）

　思わず足が止まる。堂どう々どう巡めぐりの思考に、ため息をついた、瞬間。




『──大丈夫だよ。あわいの扉とびらは開かない。おれが、させないからさ』




　ふわ、と。

　暖かな風がヴェールを揺らした。

（え？）

　耳もとで、柔らかな声に囁ささやかれた気がして、フェルは慌てて周囲を見回す。薄暗い回かい廊ろうには、柱の向こうにぽつぽつと衛えい兵へいらしき人影が見える程度だ。

（誰もいない……気のせい？）

　──それとも。

　もしも、の可か能のう性せいを考えかけ、フェルは視線を落とした。

（……）

　ただの幻げん聴ちようかもしれない。けれど、どんな形でも、「心配ないよ」と彼が言ってくれたのなら。今向きあうべき問題は、ひとつきり。

（……よし）

　紅べにを濃こく塗ぬった唇くちびるをきゅっと引き結び、フェルはまなじりを決した。





[image: ]






　──十頭領邸オンキシバス・コナクの中庭に、陽が燦さん々さんと照りつけている。

　郷ごうに従って頭に布を巻き、顔を隠した人々は、誰が誰やら分からない体ていでひしめき合っていた。楽団の奏かなでる異国の音色が響き、笑い声の間を縫ぬうように、少ない布地の衣装を身に着けた酌しやく婦ふたちが、魚のように回かい遊ゆうしている。

　豪族・貴族に役人に商人、使用人と兵。華やかな席は、厳げん格かくに身分で分けられた通常の宴と違い、雑ざつ多たな出自の人々が集つどっている。

　それもそのはず。本日の主しゆ餐さんは、酒でも美食でもない。

　世にも珍しい、──西方の使節団の処刑という見み世せ物ものなのだ。

　泉の上に組まれた仮設の露ろ台だいに、見せしめのように集められた三十名弱の集団は、みな一様に俯うつむいて口を引き結んでいる。老いも若きも、これから自分たちの身に何が起きるか分かっているのだろう。誰も取り乱さないのは、覚悟を決めているというより疲れきっているせいかもしれない。

（使節団は、今のところ一人の欠けもない……）

　三日月刀シヤムシールの具合を確かめる執しつ行こう人にんたちを横目で眺め、観かん衆しゆうの中に交じったクロウはそっと軽く息をついた。

（断だん首しゆは一刻後。……それまでに見つかるか）

　十頭領オンキシバスのうち一人とどうにか話をつけ、兵を密ひそかに動かすことには成功した。黒こく龍りゆう師し団だんには、身分を悟さとられないよう現地の商人に身をやつしてイグレックを捜さがすよう命じている。自身も人波を搔かき分けながら、クロウは周囲に素早く視線を走らせた。

　──と。

「イグレック殿下は現れますかねえ」

　すぐ後ろから聞き慣れた声がし、クロウは振り向かずに答える。

「ケイか。……その口ぶりだと、お前の情報網をもってしても兄上はまだ見つかっていないんだな」

　四年来の家令は悪びれもせず肩を竦すくめた。

「何せこうも人が多くては。いちばん怪しい貴き賓ひん席せきはさすがに捜さがせませんし、潜り込ませた手て下かも少ないですし……我が君はさぞ気が進まないことでしょうが、やっぱり、最終手段に頼るしかなさそうですよ」

「……」

　クロウは答えるのを避けた。その『最終手段』を使う前に片をつけたかった身としては、複雑な気分になるのだ。

　イグレックは周しゆう到とうな男だが、曲がりなりにも血を分けた兄弟きようだいであるクロウは、その性格をよく知っていた。

（頭に血が上のぼりやすく、そうなると後先を考えないところがある。そして、一度決めたことは、最後まで思いどおりにしないと気がすまない……だからこそ、相手の破は滅めつを自分の目で見届けるまで満足しないだろう）

　アルトゥンを煽あおり、首しゆ尾びよくこうしてユナイアの高官たちの処刑にこぎつけたからには、必ず己おのれの眼めで〝鑑かん賞しよう〟に来るはずだ。

（……兄上は、この場にいる。必ず）

　──だから、ケイの言うとおり『最終手段』が有効なのだ。

　次じ兄けいが喰くいつく極上の餌えさに、クロウは不本意ながら心当たりがある。

　その人物を囮おとりに使うのが、イグレックを誘おびき出すために一番有ゆう効こうな手段だとは分かりつつ、できれば、彼女には部屋でおとなしくしていろと言いたかったし、実際にそうしろと説得した。

（まあ、聞かなかったがな）

　──〝喧けん嘩かを売られているのは、わたしの属する組織。今、その中で戦えるのがわたしなら、これはわたしの喧嘩です。手出し無用なんて口が裂さけても申しませんが、それでも戦わせていただきますから〟

　迷いが吹っ切れたのか強い瞳で言い切った少女の顔が浮かび、クロウはそっと微笑んだ。

（頼もしい、が。……俺も手をこまねいて見ているつもりはない）

　売られた喧けん嘩かを買うのは彼女だが、彼女を害がいそうとしている時点で、これはクロウの喧嘩でもある。

（その身も、希望も、誇りもだ──必ず）

　何がなんでも守り抜く。
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（……生いけ贄にえにしては、いま一つ活いきがよくないな。もう少しじたばたしてくれたほうが、いたぶり甲が斐いもあるのだが）

　人込みから少し離れた場所にある貴き賓ひん席せきで、処刑の執しつ行こうを待つユナイアの使節団を眺ながめながら、かつてのエルラント帝国第二皇おう子じイグレックはきりきりと爪つめを嚙んでいた。

　現在身を包つつんでいるのは、豪ごう奢しやなエルラントの衣装ではない。頭を屍し衣いで覆おおって顔を隠す、異国のいでたちだ。かつては負おっていたゼルク公こう爵しやくとしての肩書きはもちろん、翠すい龍りゆう公こうの敬称ごと皇こう位い継けい承しよう権けんも剝はく奪だつされ、今はただの『イグレック』である。

「ご気分は如何いかがですかな、イグレック殿下」

　同じく貴賓席で露台を眺めながら、揉もみ手で猫ねこ撫なで声を出す中年の男に、イグレックは視線も投げず吐き捨てた。

「悪くはないね。この見世物が終われば、お望みどおり国を去ってあげるから安心してくれていい。……ハーシム」

「は、……よろしくお願い致しますぞ」

　太い身体からだを揺すって嗤わらうその声を不快に思う。

（醜みにくい。……この国のようだな）

　かねてよりひいきにしていた人買いの男は、どう出世したものか、いつの間にかアルトゥンの十頭領オンキシバスの座に収まっていた。

　一年間、南方砂漠のつてを点々としながら異い母ぼ弟ていとユナイア王女への報ほう復ふくの機を窺うかがっていたイグレックは、このハーシムに渡りをつけ、密ひそかに手を組むことに成功した。

　──己は夢にまで見た復ふく讐しゆうを。アルトゥンは、新たな商路に邪魔されない巨きよ万まんの富を確保する。危ない橋を最初は嫌がったハーシムに最終的に首を縦たてに振らせた理由は、現在この懐ふところにある。

　呪じゆ毒どく『かえらずの夢』の小こ瓶びんをそっと握りしめ、イグレックは目を眇すがめた。脅きよう迫はく材料としては最適で、おかげでこうして安全と衣食住を保証されるばかりか、本来宴席では禁きんじられているはずの帯たい剣けんまで許されている。

（それにしても、野や蛮ばんな国だねえ。処刑の前に、真っ昼間から宴など）

　かつて、自分も黒龍城の使用人や兵を面白半分に皆みな殺ごろしにしようとしたことをきれいに棚に上げ、イグレックは他ひ人と事ごとのように呆れてみせた。

　会合に集つどった貴き賓ひんたちはもちろん、十頭領すべてをはじめ、アルトゥンの主おも立だった面子メンツが勢揃いしてもいる。血の気の多いこの地では、処刑は娯楽で、お祭り騒ぎなのだ。

　現在処刑台となる露台の上で、先ほどから大一番の前座を務める芸人たちが歌や舞を披ひ露ろうしているが、イグレックは視線を向けていなかった。

（あーあ。高官たちとはいえ、所しよ詮せんは雑ざ魚こばかり。できれば、シレイネ姫の生なま首くびを拝おがんでやりたかったが、呼び寄せるのには失敗したんだから仕方ないね）

「今日は珍しい異国の舞姫が出るらしいぞ」

「あの肌の白いのがそうか」

　さざめく声につられて、広庭の中央に目を向ける。

（くだらない……）

　さっさと視線を外そうとしたところで、妙に、その『異国の舞姫』が気になった。

（……？　あの、舞姫）

　虫の報せ、というものがあるなら、そうなのかもしれない。

　──馬鹿なことを。こんなところにいるはずもない。

　そう思いつつ、なぜだろうか。妙に、その顔が気になる。

　娘は、これまでの舞姫たちと同じく、ヴェールで口許を覆おおい、頭にも目まで隠すような紗の飾りを着けている。

　極ごく薄うすの布地を透かして、鮮やかに塗ぬられた唇の真しん紅くだけが辛かろうじて窺うかがえる程度で、顔立ちはまったく分からず、おまけにちらりと覗いた髪は栗毛だった。

（……では、違う。当然だが。そのはずだ）

　やがて、しゃりんと小さな指銅鑼ジルを打ち鳴らし、彼女の踊りが始まった。剝むき出しの白い脚が一歩踏み出すと、ふわりと紗の裾が翻ひるがえる。

　──くねくねと豊ほう満まんな身をよじる、官かん能のう的てきな南方の舞と違い、その舞姫の所しよ作さは不思議な軽かろやかさだった。そもそも彼女は小柄で細い。薄うす衣ぎぬをひらめかせ、小こ鹿じかのように跳ね、回り。かと思えばつむじ風のように舞台を駆ける。とん、ととと、とん。足が複雑な拍ひよう子しを刻きざむ。

　しゃんしゃんと打ち鳴らされ続ける指銅鑼ジルの音色に、いつの間にか、高座の客たちは談笑も忘れてその舞を観みていた。

「なかなかのものですねえ。どこか東方風のような。珍しい舞です。あの舞姫、手に入れればいい値がつきそうだ」

　いつの間にか隣にいたハーシムが、感心したように小声で呟く。商売熱心にもほどがあるな、とイグレックは鼻で笑って立ち上がる。

「い、イグレック殿下？　どちらに行かれますかな」

「確認したいことがある。すぐ戻る」

　事件が片付くまではイグレックをできるだけ隠しておきたいハーシムには、「危のうございますから、そのう、お席の外には……」としどろもどろに止められたが、懐から呪毒をちらつかせて黙らせる。代わりに、護衛を何人か拝はい借しやくし、彼は人込みに下り立った。

（おそらく、弟の手の者が何人かいるはずだ）

　護衛で守りを固め、気け取どられないよう姿勢を低くし、じりじりと舞台ににじり寄る。

（顔を少し見るだけだ。すぐ戻らなければ……）

　あと十歩ほどで、辿たどり着く。そうすれば、この根拠のない胸騒ぎも収まるはずだ。

　決意して唇を唾だ液えきで湿しめらせた瞬間、くるくる回る舞姫の視線が、わずかにこちらに向けられた──気がした。

　おそらく、一秒にも満たない間だろう。

　しかし次の瞬間、彼女はぴたりと動きを止める。

　そして。

　口許と頭の布にやおら手をかけると、その下の栗色の髪の毛ごと、勢いよく引きむしった。

　波打つ豊かな緋ひ銀ぎんの輝きが、まるで滝のように溢あふれ出す。

　隠されていた顔は整い、よくできた人形のよう。だが、夕暮れ色の瞳に、あかあかと闘とう志しの如ごとき色が浮かぶ──あれは。

（そんな）

　呼吸が。時が止まったかと錯さつ覚かくする。

　驚きよう愕がくは刹せつ那な。

　一瞬で憎ぞう悪おと怒りに支配された感情に、目の前が真っ赤に染まる。




「シ、レ、イネぇえ!!」




　イグレックは前にいた邪じや魔まな客を引き倒すと、剣を抜き、素顔を曝さらした彼女めがけて突進していた。
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　──口こう角かくから泡を吹きながら躍おどりかかってきたその男を、とっさに防げる者は誰もいなかった。

「く、……」

　想像以上の鬼き気き迫るイグレックの形ぎよう相そうに、すぐそばに控ひかえていたガウェインが迎え撃うとうと足を踏み出し、同じくケイも鋼こう絲しを構えるが、イグレックに遅れて飛び出した彼の護衛に行く手を阻はばまれる。

　ひとりひとりの技量は大したことはないが、全員が武器を持っている上、十名以上と数が多い。力任せに一人を引き倒し、ガウェインが舌打ちした。

「あーもう、邪魔だってのよ!?」

「ガウェイン殿、自分め三分の二はあなた様にお任せしましたからね！」

「さりげなくズルしてんなよ！　──フェルディアちゃん、逃げなさい！」

「いいえ！」

（先生、すみません。でも）

　ガウェインに短く断ると同時に指銅鑼ジルをむしり捨て、奇き声せいを発して斬りかかってきた男の剣を搔いくぐる。前方の席にいた客から悲鳴が上がった。

「フェルディアちゃん！」

「大丈夫です！」

（これは、わたしの戦いだから！）

　そのまま勢いを受け流してさばき、がむしゃらに突きかかってくる剣をかわす。

「シレイネ！　シレイネ、シレイネシレイネ！　会いたかったよぉ、きみにねえぇ！」

　我を忘れたイグレックの剣は、執しつ拗ようで速い。

（でも、先生よりも、……クロウさまよりもぜんっぜん遅い!!）

　銀光が閃ひらめき、顔を狙ってくるのを反そり返って避よけたフェルは、太ふと腿ももに巻き付けていた小道具を引き抜いて白はく刃じんに添わせた。

　ちりっと火花を散らし、回転する玉が斬ざん撃げきの威い力りよくを殺す。──その武器の名は。




「なっ、そろばんだと!?」



















　その武器名、ちゃんと叫ばれると間ま抜ぬけだなという心の声を無視し、両手で顔の前にそろばんを構えたフェルは、冷静に言い添えた。

「ただのそろばんじゃありません。枠わくどころか玉を全部鋼こう鉄てつ製せいに差し替えた超重じゆう量りよう級きゆう、『エルネットさりた』謹きん製せいの特別品です」

　呆気に取られていたイグレックも、すぐに「だからなんだ！」と怒ど鳴なり返す。

「そんなおもちゃで人を馬鹿にするのもいい加か減げんにするがいいよ！」

「ふっ。おもちゃ、だなんて失しつ敬けいな……これは」

　こちらを突き刺そうと繰り出された剣を、再びそろばんで弾き返す。

「我々財ざい務む官かんの商売道具ですよ!!」

（っても、すごく罰ばち当あたりな使い方してますけどもごめんなさい!!）

　叫ぶなり、フェルは身体を半回転させ、遠心力を乗せて金かな枠わくの角をイグレックの顎あごに叩き込んだ。

　──頭を揺らされ、呻うめき声を上げた彼は吹っ飛び、絨じゆう毯たんの上にごろごろと転がる。

「ッの、雌めす犬いぬがぁ……!!」

　腫はれ上がった顎を押さえ、どす黒い感情の炸さく裂れつした雄おたけびとともに身を起こそうとしたイグレックの眉み間けんに、フェルは今度は、懐ふところから引き抜いた短剣をぴたりと突きつけた。

「……王手ですね、イグレック殿下」

　しいて冷ややかな声を投げつけると、限界まで血の上りきったその顔がさらに赤黒く染まっていく。

「シレイネ貴き様さまぁ！」

「勘違いしないでください。わたしはユナイア王族の正統、高貴な『シレイネ殿下』じゃありません」

　淡たん々たんとした表情を崩さず、フェルは告げる。

「はっ!?　戯たわ言ごとを！　お前がシレイネ以外の何者だと……」

　いつの間にか、宴席はしんと静まり返っていた。

「……あの姿。シレイネ殿下だ。なぜこんなところに」

「そんなはずは。だが、この声も、まさか……」

　ざわめきに視線をやれば、露台のそばに集められた使節団たちが、一斉にこちらを注ちゆう視ししている。ケイとガウェイン、黒龍師団たちの手で処刑人も退しりぞけられ、彼らは拘こう束そくを解とかれていたが、誰もその場から動く気配はない。

「違いますよ」

　だからなお、フェルの声はよく通った。

（そう。クロウさまが命がけで取り組む商路の実現を願う、一平民として。そして、理り不ふ尽じんに仲間を奪われかけた、一財務官として戦うことにしたんだ。わたしは）

「は……？」

　ひくひくと、もはやうまく動かせもしない片頰を引きつらせ、青あお筋すじをくっきりとこめかみに浮かべたイグレックを睨にらみ据すえて。

　胸を張り、フェルは堂々と名乗りを上げる。

「わたしはフェルディア。『ユナイアの王女』ではなく、ベルファスティスの孤こ児じ院いんで育ち、セタンタ陛へい下かの命で下か級きゆう財ざい務む官かんの任に就つく者。ユナイア王国使節団の秘書官にして、見てのとおり──」

　腹に息をいっぱいに溜ため込み。

　手に持ったそろばんをかざし、堂々と、高らかに宣言する。




「そろばん係のド庶しよ民みんでっす!!」




　──親の仇として、ではない。あくまで、国の敵として、フェルはイグレックと対峙することに決めたのだ。

（くれぐれも間違えないでいただきたい!!）

　宣言と同時に──時間が凍こおった。

　怒り心しん頭とうのはずのイグレックまで、ぽかんと口を半開きにしている。

（えっ、なにこの生ぬるい空気）

　決まった！　と悦えつに入いりかけていたフェルは、こちらを取り囲む者たちの予想外の反応にたじろいでしまう。

「ふっざけるな！　この僕を愚ぐ弄ろうするのもいい加か減げんにするといいよ雌犬……！」

　すぐさま我に返ったイグレックが、懐に手を突っ込む。

　取り出したのは、手の平に収まる程度の、硝子ガラスの小こ瓶びんだ。

（しまった、『かえらずの夢』……!?）

「あははは！　死んでしまえ、雌犬!!　誰も彼も！」

　耳みみ障ざわりな哄こう笑しようとともに、へたり込んだままのイグレックは、高々と掲かかげたその小瓶を、勢いよく地面に叩きつけた。

（駄目……!!）

　パリン、と小さな音が響き、フェルは蒼あおざめる。せめて一人でも多くここから逃がさないと、すぐに中庭が紅あかい呪のろいの蝶ちようで埋め尽くされる。

　──その瞬間。




「残念。雌犬じゃないと言っただろう」




　静かな宣言とともに、ばしゃん、と何かをぶちまけるような音が響いた。

「は……？」

　腕を宙ちゆうに突き出したまま、ぽたぽたと金きん髪ぱつから水滴を滴したたらせているイグレックが、何が起こったのか分からないという顔をしている。

（クロウさま！）

　間かん一いつ髪ぱつだ。イグレックの背後に立つ、見慣れた長身の青年に、フェルは目を輝かせた。

「頭は、冷えましたか？　イグレック兄上」

　淡々と言うクロウは、水気の残る大たらいを両手で持っている。どうやら、なみなみと汲くんでいた水を勢いよく頭からぶっかけたらしい。

「……？　……!?」

　予想外の攻撃に、イグレックは呆ぼう然ぜん自じ失しつの体ていだ。それもそのはず、割れた小瓶から無数の蝶が飛び立つ気配はない。

「なぜだ……!?　この毒はっ！」

「『かえらずの夢』は、発動する前に水をかけてしまえば無む効こう化かできるんですよ。兄上がご存じだったかどうかは知りませんが」

　それはもう、呪いの消えた、ただの夕ゆう輝き晶しようと毒物のまぜものです、と。

　動どう揺ようする異母兄あにに、彼はごく静かに告げた。

「馬ば鹿かなぁっ！　ぐふっ」

　イグレックが立ち上がって怒ど鳴なりつけようとする前に、クロウは素早くたらいを彼の脳のう天てんに振り下ろした。

「寝てろ」

　がいん、とイイ音が響き渡る。

　殴なぐり倒されたイグレックの眼はぐるんと白く転じ、そのままゆっくりと横にくずおれた。

「剣を使うまでもない……それから念を押しますが、彼女は雌犬ではない。俺の妻になる女です」

　もう聞こえてはいないと分かっていつつも、気を失った兄に向け、誰にも聞こえない程度の声で呟くクロウに、フェルはすぐさま駆け寄った。

「クロウさま、助かりました！　ありがとうございます」

「怪け我がはないな、フェル？」

「はい。クロウさまこそ、……派は手でにいきましたね。しかも、たらいで倒しましたね」

「ああ。人に、たらいいっぱいの冷や水をぶっかける時の気持ちが分かったが、存外愉たのしいものだな……」

　ふふ、と薄笑いを口許に刷はくクロウは何かを思い出しているらしい。極きよく力りよくそれには触れないでいようと決め、フェルは「お疲れさまです」と無ぶ難なんに労ねぎらうことにした。

「フェルディアちゃん！　クロウ！　ハーシムを捕まえたわよ!!」

「先生！」

　ガウェインの声に振り向くと、長身の聖職者が、気絶した腹だけ立派な小男の襟えり首くびを摑つかんで猫ねこのようにぶら下げてくるところだった。

「こっちもでーす。ほかの、イグレック殿下の手て勢ぜいも全員取り押さえましたよ」

　今度はケイだ。客の中に潜ませていた黒龍兵たちとともに、イグレックの部下と思おぼしき男性たちを引っ立てながら、メガネを押し上げて笑みを浮かべる。

「ってことは、これで！」

　フェルは、思わずぱっと顔をほころばせた。

（一いつ件けん落らく着ちやく、だ！）

　拳を突き上げて「よっし！」と気合を入れていると、なぜか、クロウが「まだひとつ片付いてない」と舌打ち交じりに上着をかぶせてきた。

「……着てろ、フェル」

「わ!?　あの、別に今は寒くありませんよ？　ここ、カンカン照りであったかいですし」

「そこじゃない。その衣装はケイの見立てか？」

「え？　は、はい」

「…………そうか」

　冷え冷えとしたクロウの笑顔に、フェルはびくつく。後ろで流れを察さつして逃げを打とうとしていた東方商人の家か令れいを、彼は半はん眼がんで睨みつけていた。
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　そこから先の展開は、飛ぶように早かった。

　一日がかりどころか徹てつ夜やで行われた事件の後処理は、一いち番ばん鶏どりが鳴く頃には、すっかり片がついていたものだ。

　なお、一度ならず二度までも国を裏切ったイグレックには、エルラントに連行後、当然のこと厳げん罰ばつが科かせられるらしい。「……血けつ縁えんゆえの温おん情じようは一切ないからそのつもりで」と冷れい徹てつに宣告したクロウに、イグレックは逆に不ふ敵てきな笑みで「そうだろうねぇ。きついのを期待しているよ？」と返したそうだ。観かん念ねんしたのか、それとも彼の中で何らかの踏ん切りがついたのか──真しん相そうは分からない。

「十頭領オンキシバスの中に事件の主しゆ謀ぼう者しやがいたわけだからな。……おかげでいい脅きよう迫はく材料が手に入った。今後はそのあたりに対しても、我々に有利に新商路の交渉を進められそうだ」

　ふっと片頰を吊り上げて笑うクロウに、さすがの抜け目のなさだなあとフェルは感心した。

　──当然のこと、死刑台に引き出されていた使節団は、全員無事に釈しやく放ほうされた。目の前で救出劇を繰り広げたから、ガウェインともども、みんなには泣いて感謝されたものだ。

　誰にも目立った怪け我がや衰すい弱じやくはなくまさに万ばん々ばん歳ざいだが、ひとつこんな誤ご算さんもあった。




「た、助けてください！」




　ばたばたとクロウの部屋に駆け込むと、柔らかな絨毯の上に潰つぶれるように尻しり餅もちをつき、フェルは半泣きで訴うつたえた。とはいえ部屋のあるじは、今は外出しているようだ。

「なんかもうまともに表を歩けないんですが！」

「そりゃあ、フェルディアちゃん。自じ業ごう自じ得とくってもんでしょん。あんだけ派手に名乗りを上げてればねえ」

　呆れた声を出すガウェインに、「言わないでください……！」とフェルは両手で顔を覆おおう。

　そう。

　エルラントと協力し、無実の罪つみで捕まった仲間たちを救い出した少女財務官の武ぶ勇ゆう伝でんは、またたく間に十頭領邸中に広まっていったのだ。

　といっても、ウケているのは、例のそろばんによる大立ち回り関連だ。

「あんたが噂うわさのフェルディアか!?　今は細いが、そろばんを持つと胸きよう筋きんムキムキの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう大女に進化するって聞いたけど！」

「なりません！」

「襲おそってくる暴ぼう漢かんたちをばったばったとなぎ倒し、仕込みそろばんで百人斬りの千人倒し、すごかったらしいじゃないか！」

「してません!!」

「あと、そろばんの玉を喇叭ラツパ飲みして天を突くほど巨大化するって聞いたんだけど……」

「そろばん万ばん能のうにもほどがありますね!?」

　捕まったハーシムには敵も多く、どうやら十頭領の中でもあくどい手段で君くん臨りんしていたようで、それも騒ぎに一役買ったらしい。

　おしなべて大たい衆しゆうというものは、爽そう快かいな勧かん善ぜん懲ちよう悪あく劇げきが大好きで、それがごく身近で起きたとなればなおさらだ。

　南方における『天てん蚕さんの道』の利害の件もなんのその、今や向けられるまなざしは好こう意い混じりの好奇寄りで、一歩出ればわらわら人が群むらがってくる。その上、噂にあらぬ尾ひれがついて、なんだかもう否定しているだけで一日が終わりそうな勢いだ。

　本来与えられた下級官吏用の宿舎では、連日人が押し寄せてまともに過ごせない。「落ち着かなければ遠えん慮りよなく来てもいいぞ」というあるじのお誘いにありがたく甘え、なんとか人を撒まき、壁を伝い天井裏を這はって、フェルはいちばん落ち着けそうなクロウの居室に逃げ込んだのだ。

　がっくりとうなだれ、「早くユナイア帰りたい……」とタッセル付きのクッションを抱き込むフェルに、朗ほがらかに「無駄ですよ！」と手を振ったのはケイだ。

「この盛り上がり、多分アルトゥンだけじゃすまないですよ。情報交こう換かんの場である商人たちの会合でそんなことをしちゃあ、たぶん、あっという間に大陸中に広まるでしょうね。『単身、敵地で大立ち回りして仲間を救った、肝きもっ玉たま女財務官そろばん係』の話。なんだったら明日にも旅の一座が戯ぎ曲きよく化かしそうなネタですもん。あっ！　それと当『エルネットさりた』でも、さっそく同じ型の鋼こう鉄てつそろばんを予約発注開始してますよ！　計算にも鈍どん器きにも使えるスグレモノとして、なかなかの売れ行きです素晴らしい」

「……明るくトドメ刺さないでください！」

　一いち躍やく、不本意にも時の人である。やっちまった感が半はん端ぱではない。

　おまけに、メガネとかつらの奥に、世にも珍しい色が秘められていることもバレてしまった。高級官吏たちには「もはや目の錯覚としか思えなかったから、もう一度真しん偽ぎを確かめさせてくれ」と迫られたが、無理です駄目です本当に勘かん弁べんしてくださいと泣いて謝ってどうにか許してもらっている。

「あんたも災さい難なんね。でも、中には純粋な感謝と恩義から『ぜひ養女に迎えたい』って言ってくれてる上司もいるらしいじゃない」

「ありがと。でも……わたしはガウェイン先生の娘だよ」

　そっと労ねぎらってくれるラナに断ると、「そうじゃなくて」と親友には苦笑された。

「ここで本当に貴族になるとかならないとかの問題じゃなくて。それって、あんたが自分の力で勝ち得た評価じゃない？　ってことよ」

「ラナ……」

「そこは自分で認めてあげなさいよね」

「……うん。ありがとう」

　琥こ珀はく色いろの瞳を和なごませ、肩をぽんと叩いてくれるラナに、フェルの胸はじんわりあたたかくなった。

「まあ、養女云うん々ぬんはひょっとしたら故こ郷きように帰ってからも別件でつきまとうかもしれませんけどねぇ……どこかのどなた様かのおかげで」

「……あー」

　ついでのように投とう下かされたケイの言葉に、フェルは再びクッションに沈み直す。

　気落ち以前に、腹の底に湧き上がるのは怒りだ。

（クロウさま、本当になんであんな余計なことを……!!）

　──そう。

　当然といえばそうだが、フェルがクロウと協力してイグレックを捕ほ縛ばくしたことも、併あわせてきっちり広まっている。

　──〝彼女の勇気は素晴らしい。我が身を挺ていして仲間と故こ国こくの誇りを守ろうとする姿勢に、とても心を打たれた〟

　ユナイアの女財務官との協力大捕とり物ものについて、周囲の貴人たちの質問に、クロウは手放しでフェルを絶ぜつ賛さんしてみせたという。

　さらに続きが振るっていた。




　──〝次に娶めとるならばあのような女性がいい〟




「絶対わざとだあの人…………」

　ぽろりを装よそおった発言だったそうだが、その時の彼の表情まで手に取るように想像できる。確実に、あの片頰を吊り上げる『にやり』笑いをしていたに違いない。

「でも、わざとだったとして、何か問題あるの？」

「え？」

　悶もん絶ぜつして頭を抱かかえるフェルに、ラナが困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「結果的にだけど。あんた、ちゃんと自分の力で名を上げたわ。『ユナイアでいちばん有名なド庶民』になれたじゃないの」

「褒ほめてるのか褒めてないのか微び妙みように分からない評価をありがとうラナ」

「はい揚あげ足取らない。……だから、ありのままのあんたをクロヴィス殿下が望んでくださってる、ってことになるんじゃないの？　って、あたしは言ってるのよ」

　そこんとこ、どう応こたえるの？

「あたし黒龍城の殿下付き侍じ女じよなんだからね。そのへん理解してないとさすがに怒るわよ」

「う……」

　眉を吊り上げて、ずいっと近づくラナにたじたじとなっていると、「あ！　そこは是ぜ非ひアタシも訊きたいわねえ」「自分めも仲間に入れてください」とガウェインやケイまで詰め寄ってくる。

（うわーん！　なんで!?）

「で、でも、あのおかたも、本気じゃなくて面おも白しろがってるだけかもしれないじゃないですか！」

「その見けん解かい、くれぐれも我が君に言わないでくださいね。静かに傷きずついてしばらく沈み込んだまま最終的に自分めに八つ当たりという名のとばっちりがきますからね」

「だって、ちょ、直接は何も言われてませんし！　あーもう回答を拒否します!!　このあとの質問は受け付けません！」

　三人がかりで攻め立てられ、フェルはとうとう半泣きで籠ろう城じように入ったのだった。
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　昼間はばたばたと騒がしかったが、夜も更ふけ、宴うたげもすべてお開きになると、とたんにあたりは静せい寂じやくに包まれる。

（はあ。やっと落ち着ける……）

　居い辛づらくなってさらにクロウの部屋を脱出後、あちこち逃げ回っていた挙あげ句くに潜ひそんでいた馬小屋を抜け出したフェルは、肩についた飼かい葉ばをはたき落としながら、ぐっと伸びをした。

　抜き足差し足で低い階かい層そうにある自分の寝室に戻ろうとしていたところ、ふと、中庭に面した回廊で足が止まる。

　夜になるとぐっと冷え込む砂漠の空に浮かぶ月は、冴さえ冴ざえと青く。紡つむがれる光の糸が、真っ白い雪花石膏アラバスターの彫ちよう像ぞうや大理石の柱に絡からみつく。

（いい月だなあ）

　穏やかな気分で、フェルは空を仰あおいだ。

　紆う余よ曲きよく折せつあった会合だが、明日でようやく終わりを迎える。

（……明日には、ユナイアに帰れる。クロウさまとは……）

　彼とは、今度こそ本当に、これっきりになる。

　中庭の中央、月を映して揺れる四角い泉の水みな面もを見ながら、フェルはため息をついた。次いで回廊の欄らん干かんに頰ほお杖づえをつき、くたりと体重を預けてみる。石造りのそれは、夜や気きに当てられひんやりとしていた。

（……もう寝てるよね。あと一回）

　挨あい拶さつだけでも、できたらよかったな。

（一回だけっていえば……。処刑の前に聴きこえた、あの声は。ひょっとして……）

　あの囁ささやきが──もしも本当に、彼が最後に一言だけ「安心して」と伝えに来てくれたのだとすれば。複雑な想いに、フェルは目を伏せた。

（嬉うれしいけど。聴こえてほしかったのは、わたしにじゃない。本当は）

　ふと胸に過よぎることがあり、少し感かん傷しよう的てきになりかけたところで、思いがけない声が降ってきた。




「いい月夜だな」




　回廊の向こうから響いた第一声に、フェルははっと振り返った。

「クロウさま」

「散歩していたのか？」

「はい。砂漠の夜は冷えますね」

　よりによって、間の悪い時に会ってしまった。どういう顔をしていいか分からなくなる。

「……すみません。おやすみなさい」

　軽く会え釈しやくし、慌てて辞じそうとしたフェルだが、何か言う前に問答無用で上着を肩にかぶせられる。「着ていろ」という素そっ気けない一言は、彼をよく知る者ならすぐに分かるだろう配はい慮りよの気配が滲にじんでいて。変わらぬ優しさに、ほっとした。

「考え事か？」

　一拍置いて、彼はフェルに尋ねた。

「はい」

　何を、と。

　形にならずとも、その群ぐん青じようの瞳は雄ゆう弁べんに問う。少し迷ったが、フェルは白はく状じようした。

「今回のことで、悪い妖精王が現れるのはひとまず防ふせげたんですけど。……どんな形でも、妖精王が復活するなら、パーシヴァルさまだってどうにかしたら……とか。余計なことを考えてしまったんです」

「……パール？」

　意外そうに片眉を跳ね上げる彼に、「脈みやく絡らくはないのですが」とフェルは苦笑する。

「ジルフォードさまも、ユアンさまも、ヨミさまも。お見送り、されないままでしたし。なんというか……会っていただきたかったなって」

　──パーシヴァルに。

『みんなに伝えて。きっとまた会える』

　微笑ほほえんで、満足して逝いってしまった彼の。ほんの、刹せつ那なでもいい。

（たったひと目でも会いたかっただろうって……）

　なんて、分ぶん不ふ相そう応おうでしたね、と。

　肩を竦すくめて「申し訳ございません」と謝るフェルに、「謝るな」とクロウは首を振った。

「……ありがとう。フェル」

「え？」

「弟を忘れないでいてくれて」

　穏やかな声で謝しや意いを告げ、クロウは口許を淡あわくほころばせる。

「キリヤの話だと、妖精王は今、次の王の雛ひなのようなものらしい」

「雛？」

「卵、のほうが正しいかもな。……このままあわいの地に戦の血を流さずに、次世代の妖精王が、もう邪じや悪あくな存在になるわけじゃないのなら」

　あいつはまた会えると言ったんだ。意外とひょっこり、そのあたりから出てくるかもしれないな、とクロウは続けた。

「……だったら素敵ですね」

　思わず呟くと、彼はフェルの髪を指先で梳すいた。

　肌に触れ、耳をくすぐる優しいそれを、目を伏せて感じる。幻げん想そうにすぎなくても。なんだか、一年前に戻ったような心地がした。

「こうしていると。あなたと黒龍城の外で過ごした夜が懐なつかしいなと、思い出してしまいました」

「……いつのことだ？」

「皇こう宮ぐうの、ジルフォードさまの離り宮きゆうで。あなたの髪を梳とかせていただいた」

　そういえば皇宮で、彼とひとときを楽しんだ夜は、まだ「旦だん那なさま」と呼んでいたな、とフェルは苦笑する。

「伸ばさなかったんですね、髪を」

「短いと楽だからな。それに、……誓いのような意味もあったから」

「誓い？」




「一年経つ前に、もう一度お前を娶めとるのだと」




　梳かしてくれる指がそばにない限り、長い髪には用がない。

「っ……！」

　そういうことを、なんでもない風に笑って言うのだ。彼は。

「あなたは、ずるい人です」

　思わず、あえぐように、フェルは目を伏せる。

「ずるい？」

　ずるくはないさ、と。

　クロウは大理石の欄らん干かんに背を預け、こちらを見下ろしている。

「……お前にもう一度会えた時に」

「？」

　──オードコローニュの香りがしなければ諦あきらめようと思っていた。

　そう、彼は秘め事のように教えてくれた。

「だが、お前はつけてくれていただろう。俺の香りを」

　だから俺はもう、お前を諦めなくていいと。改めて思ったんだ。

　楽しげに肩を揺らすその人は。

　一年前から見た目は変わらないのに。ずっと穏やかで、とても。

（きれいな、ひと）

　透明な光をまとうように、白い月を負おったその姿に、見とれるほどに。

　クルヴァッハ公こう爵しやくにしてエルラントの宰さい相しよう。そして、大商路計画の発ほつ起き人にんにして中心人物。

　そんな彼が、いかに大変な一年を歩んできたなんて。想像することしかできなくても、想像に余ることは分かる。

　でも、彼も変わらず、女物の鈴すず蘭らんの香こう油ゆを……フェルの香りをまとってくれていることが、こんなにも嬉しい。

（好き。……だめだ、わたしはまだ、あなたが）

　どうしようもないくらい。

　夜の闇やみが、火ほ照てった頰の色を隠してくれることを願うばかりだ。

「フェル。……もう一度、答えを聞かせてほしい」

　真剣な声に、フェルは瞳を潤うるませて、おずおずと彼を見上げる。

　するりと、頰ほおに手を添えられ、まっすぐに視線で射抜かれた。

「そばにいてくれ。……しがらみならば、俺が全部取り払ってやるから。諦めることなんてできそうにない。お前のいない時間は、どうにかなってしまいそうだった」

「……」

「だから。今度こそ──俺と、結婚してほしい」

　彼の、間近にある双そう眸ぼうを。

　闇の中にあってなお輝く、揺らぎのない群青のそれを。

　意を決して見据え、フェルも覚悟を決める。そして、彼の訴うつたえにじっと耳を傾けた。

「お前にも、心変わりがないのなら。どうか誓いを受け取ってくれ。──答えを、聞かせてくれるか。フェル」

　こく、と頷くフェルに、彼の瞳に明るい兆きざしが差す。

　彼が変わらないから。

「……心変わりなんて。するはずが、ないです」

　この先も、きっと。

（今度こそ）

　この想いに迷いなんて、ない。




「お断りします」

「は？」




　──時間が止まった。

　フェルの頰に手を添えたまま、彼は完璧に凍とう結けつしている。

　表情がわずかに驚いたまま、魂たましいがすっからかんになったその瞳を、フェルは迷いなく見上げた。

「……悪い。聞こえなかった。もう一度」

「お断りします」

「聞き違いか？　……または言い違いだな？　よし。何かの間違いで表現を誤あやまっているなら……」

「お心はこの上なく嬉しく恐きよう縮しゆくですが、謹つつしんで辞じ退たいの意を示したく」

「はきはきと言い逃のがれのできない拒絶に変更しないでくれ」

「だって間違いじゃございませんし」

　なぜだ、とクロウはフェルの両肩を摑んだ。

「この雰囲気になったら、普通、流れ的に頷かないか!?」

「たかが雰囲気の流れごときで人生の一大事を決めないでくださいよ。わたしはともかく、あなたは」

　呆れ声をわざと作り、フェルは腰に手を当てる。

（なーんて、ほんとはちょっと危なかったけど！　それはそれで！）

　言わなければバレない。

「フェル。もしお前が、身分の差を気にしているんだったら──」

「すみません……そういう理り屈くつの話じゃなくて。むしろ、気の持ちようというか」

「？」

「しがらみさえ無くなったら、というのは……何度も考えました。でも、わたしはやっぱり『身代わり』だから。結局そこから、どうしても動けないんです」

　やはり己の根本は、『ガウェインの養やしない子ご』でありたい。ならば、コノール王の娘として得たものを都合よく懐に入れるのは、感情が拒むのだ。

　そして、──クロウとの出会いは、『姫君としての』自分の延えん長ちよう。

（実のお父さんに……コノール陛下に何も想いを返せない代わりに。お姫さまとして得たものは何一つ、受け取っちゃいけないんだ。わたしは）

　それがせめて、不ふ肖しようの娘として尽くせる、ありったけの誠意だから。

「第一、ジルフォードさまも、ユアンさまも、ヨミさまも心配されますよ。いくらシレイネさまにそっくりだからってド庶民なんか、いきなり娶ったら」

「彼らが満まん場じよう一いつ致ちで頷いたら問題ないのか？」

「だから、超展開を想定しているわけではなく。断る理由のひとつを提てい示じしているだけで」

「理由が消えればいいわけか。そうか。……誰もが納得すればいいんだな」

「えーっと、クロウさま？」

「お前の強ごう情じようっぷりはよく分かった」

　にっこり微笑み、やがてクロウは落ち着いた声で囁ささやいた。

「次は、世せ間けん体ていや思い込みだけで断り切れないように、ちゃんと状況をこしらえてから会いに来る」

　要は、ものすごく断りにくくすればいいわけか、と。

「なるほどな？」

「いえ殿下。わたしの話ちゃんと聞いてました？」

「聞いた。お前の都合とやらが、てんで見当違いだということは、よくよく理解した。それはもう、骨ほね身みに沁しみて」

　なにせ雰囲気の流れ扱いされたしな、と。

　嫌みなほど、というか確実に嫌みの入った爽やかさで、クロウは手を振った。

「五年改め六年越しだ。遠えん慮りよする道理は消えた。俺の決意を雰囲気野や郎ろうの勘違い扱いするつもりなら、相そう応おうの報むくいは受けてもらおう」

「……？」

　──相応の報い。

　って、曲がりなりにも求きゆう婚こん相手に言う台詞せりふじゃないんですけど。口の中だけで、フェルはもごもごと反はん駁ばくする。

（求婚そのものが曲がりきってるからいいのか。よくないけど。えーっと）

「じゃ、わたしはまた逃げますね。あなたの手の届かない、ド庶民の住みかまで」

「構わない。どこへでも行けばいい」

　鷹おう揚ように頷いたのち、クロウはふと、まったく脈みやく絡らくのなさそうな話を振ってきた。

　狼おおかみに喉のど笛ぶえを押さえられた鹿しかが、どうして抵抗もせずおとなしくしているか、知っているか？　と。

「いえ。存じ上げませんが」

「諦めて運命を受け入れ、あとは下へ手たな苦痛を減らすためだそうだ」

「へ、へえ……」

（縁えん起ぎでもない！）

　なんでいきなりそんな物ぶつ騒そうな話、と。数歩ほど後ずさるフェルに同じ歩数ぶんだけ近寄り、顎あごを指先ですくい上げて。




「……あいにくと、逃げる獲物は全力で追いかけて押さえ込むのが趣味なんだ」




　凄そう絶ぜつに艶つやめいた声こわ音ねに背せ筋すじが粟あわ立だったのは、単純に、ときめくより怖かったからだ。

（あれ。なんでわたしこの人好きになったんだっけ）

　この人、毒どく龍りゆう公こうだ。よく考えなくても毒龍公なんだった。

　ちょっと、ご趣味は大丈夫ですかフェルディアさん、と自問したくなった。

（いや、どこが好きなのかとかどうして好きになったのか、ちゃんと知ってるけど！　知ってますけどそれでもちょっとね!!）

「そうですか。悪趣味ですね。改かい善ぜんを要求します」

　告げられた台詞とともに、合図のように唇に触れてくる指先を、フェルは容よう赦しやなくはたき落とした。
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　柳の月、第五日。

　──ワルプルギスの、足音が聴きこえる。




　アルトゥンをあとにして、早ひと月が経過した。

　孤こ児じ院いんの中庭にあるアーモンドの古木についた花芽は、もうだいぶ柔らかさを増し、先を薄うす紅べにに染めつつあった。

　ぬるんだ水に浸ひたした雑ぞう巾きんを絞りながら、フェルは窓の向こうを眺めやり、黒こく龍りゆう城じようの同じ景色に想いを馳はせた。今は、一階の台所に下りて掃そう除じに勤いそしんでいる。

「フェルディアちゃん？　今日はお仕事お休みで、本当によかったの？　ここんとこずっと、職場に泊まりが続いてたけどん」

「……あ、はい。例の出張の後処理も昨日の夜で片がついて、というか、むしろやむにやまれぬ諸事情により急きゆう遽きよそうなりました。ちょっとしばらくお休みです」

「やむにやまれぬ諸事情？　……とにかく、休みなら休みらしくちゃんと寝てなさい。なんで床ゆか掃そう除じしてるの」

「お、落ち着かなくて！」

（本当ならたまの休みなんて、安売りを渡り歩く絶ぜつ好こうの機会なんだけどなあ）

　実のところ、出かけられる状態ではなくなってしまった……というのが正しい。

（だって、こんな大騒ぎになってるなんて思わなかったから！）

　──同行した使し節せつ団だんの官かん吏りたちを鮮あざやかに救い出し、謀ぼう略りやく事じ件けんを解決に導みちびいた女おんな財ざい務む官かんの活躍。

　おまけに、王がある日突然連れてきた、正体不明の少女ときた。

　フェルが帰国する頃には、アルトゥン中を騒がせた噂うわさは、案の定、ベルファスティスもにぎわせてしまっていた。養よう女じよに迎えたいという申し出をはじめ、しまいにはガウェインともども勲くん章しようを与えようだのなんだのとまで盛り上がり、「そそそんな畏おそれ多い!?　先生にだけお願いします！」とフェルは慌あわてて辞じ退たいしたものだ。

　──が。いちばんの問題は、黒こく龍りゆう公こうが御ご執しゆう心しんのくだりもそのままという点だった。

『黒龍公は側そく室しつにでも迎えるつもりか？　色合いがシレイネ殿でん下かと似ているという噂もあるにはあるが。第一、どこの誰とも分からぬのだろう』

『いや、それとて如何いかがなものか。いくら評判でも、正統なる血を持つ王女であるシレイネ殿下を離り縁えんして、身分も何もない少女を囲うとは、さすがにちょっと外がい聞ぶんが……形を整えるには、ユナイアでもエルラントでも、とっとと誰ぞが養女にするしかないのでは』

　クロウと繫つながりたいという下心から、エルラントとユナイア両国で名めい士しを中心に、こんな意見も出るようになった頃。

　突とつ如じよとして──シレイネ姫そっくりな色いろ遣づかい云うん々ぬんの話が、こんな形で表出することになった。

『貴族の誰も、その娘を養女に迎えることは許さない』

　話題の少女について、セタンタが自みずから触れを出したのだ。一見、騒ぎを見かねて場を収めようとしたかのように映るが。

　その続きはこうだ。

『実は、余よにはもう一人妹がいる』

　セタンタ王には、シレイネと双ふた子ごの妹姫がいたが、「双子の縁が続く限り王家に滅びをもたらす」という不吉な予言があって、父王コノールは、人知れずその子供を泣く泣く手離してしまった。さらに予言には、王おう侯こう貴き族ぞくとして周囲に置くだけで禍わざわいを呼ぶという続きがあり、その子は王おう籍せきを剝はく奪だつされ、貧しい環境で育てられることとなる。

　だが、最近になって、くだんの話はガセだと判明し、生き別れた妹姫を無事に見つけ出したことで、めでたく王族として披ひ露ろうすることになったのだ──と。

『予言が噓うそだと分かるまでは、よく働く一平民の人材として、目の届く場所で見守るつもりだったのだ。それが、まさかこんな形で……』

　そう言って涙ぐんだというセタンタに。

（──こんな形で、ってどういうことです!?）

　と、フェルは内心で絶ぜつ叫きようしたものだ。

　結果、もの珍しがって仕事中もひっきりなしに人が訪れ、隠れながらなんとか報告書を整えた時には、扉の前に築かれた人ひと垣がきに庁ちよう府ふから出るに出られないほどになっていた。

　ほとほと困り果てていたところ、話の分かる上じよう司したちが「こっちはいいから、世間が落ち着くまで自宅で待たい機きしていなさい」と裏口から逃がしてくれたため、孤児院に詰めて息を潜ひそめているのである。

「もう、見み世せ物もの小ご屋やで客寄せする人語を解かいする珍ちん獣じゆうになった気分なんですが……そんなもの本当にいたらわたしも見に行きますけど……」

「人の噂も七しち十じゆう五ご日にちよん。ま、気長に消えるのを待たなきゃねえ」

「そ、そうなんですけど……退庁の時に、跡をつけられてないかひやひやしましたよ。今のところ細心の注意を払ってますから、この孤児院の場所はバレてないですけど……。あ、ちょっと上も磨みがいてきます」

　台所の拭ふき掃そう除じをひとしきり終えたフェルは、古布と水入りの桶を抱かかえて上の階に向かう。

　──〝あいにくと、逃げる獲え物ものは全力で追いかけて押さえ込むのが趣味なんだ〟

　あの時の、とても求きゆう婚こんしているとは思えない彼の物ぶつ騒そうな台詞せりふと、いかにも悪あく辣らつな笑みが頭に浮かび、フェルは眉み間けんを指先で押さえた。

（はあ。……クロウさま、何考えてるの）

　ため息をつかざるを得ない。こんなことになったのは、そもそもあの嗜し虐ぎやく趣しゆ味みのド鬼き畜ちく元旦だん那な（仮）のせいなのだ。

（絶対ろくでもないことを企たくらんでると思うんだけど……）

　考え事をしながら、まずは窓から雑ぞう巾きんをかけようと思い立った。新調した硝子ガラスは、さすがに歪ゆがみの入った安あん価かなものだけれど、この孤児院にとっては大事な財産だ。いつでもぴかぴかにしておきたい。

「フェルねーちゃん、お掃除てつだうよ」

「ぼくもぼくもー！」

「ありがと、みんな」

　ほかの掃除道具を抱えて、とてとてついてくる子供たちと笑い合いながら二階に上がった時、フェルの耳は聞き慣れない音を捉とらえた。

（ん？　なんか、……外がやけに騒がしくない？）

　天気がいいので、窓は開いている。

　どうやら、通りに人がたくさん出て、何か大声で言い交かわしているようだ。近づくと、よりはっきりと喧けん騒そうが聞き取れるようになった。

「あれ、剣を吞のみ込む黒龍の紋もんじゃないか」

「黒龍兵だ！　王宮の方向からぞろぞろ……。あ、でも薔ば薇らに双そう頭とうの獅し子しの紋もん章しよう……うちの王立騎士団も一緒だぞ。どうなってる!?」

「い、いったい何事なのぉ？　まさか攻めてきたんじゃないでしょうね」

「いや、違うな。みんないやにきらきらしい格かつ好こうしてるし、ありゃ正せい装そうの儀仗兵だ。なんか祝い品積んでるっぽい馬車もあるし、どこぞの王族にでも求婚に来たみてえだね？……でも、なんでこんな下町に」

「っていうか……あの、真ん中あたりで黒馬にまたがってるおかたって、まさか……」

　内容が頭に入ってくると、じわじわと現実味を伴って実感に変わる。

「……え」

　──〝次は、敗戦の代だい償しように呼びつけるんじゃなくて、ちゃんと俺から迎えに行こう。結ゆい納のう品ひんを馬車に積んで、金の飾しよく緒しよをつけた儀仗の黒龍兵で列をなして、いちばんの正せい装そうで〟

（いやいや。いやいやいや）

　駆け寄った窓をさらに全開にし、がっと鷲わし摑づかむように枠を握る。

（ないないない、ないって！　それはないって！）

　半ば悲鳴のような否定とともに眺めた景色はしかし、すぐに覆くつがえされることになる。

　幻まぼろしでは、ない。

　──いる。

　石積みも崩れかけた貧しい下町の、なんなら頭上に渡した干ほし紐ひもに洗せん濯たく物ものがぶら下がったりなどしている、細い路地に。

　窮きゆう屈くつそうに、ぞろぞろと練ねり歩き。不似合いにもほどがある。それはたしかに、最高の礼式に適かなった求婚の儀仗兵の行列だった。

「なっ……んでぇええ!?」

　開いた口が塞ふさがらない。

（うそぉ!?）

　信じない。つまり夢か。

（って夢じゃないし!!）

　ぎゅむっと頰をつねり、ついでに近くにいた子供たちにも左右から引っ張ってもらったが痛いだけだった。

「兵隊さん？　きれいだねえ、あんまり怖いかんじしないねえ、フェルねえちゃん！」

「おれ知ってる。あれ、クルヴァッハの毒どく龍りゆう公こうだぜ……！　なんでこんなとこに」

　子供たちも、フェルにしがみつきながら、窓の下のあり得ない光景を凝ぎよう視ししていた。

　やがて、やはりというか──一行は、フェルのいる孤児院の前の広場で止まる。列の中央から、黒馬が一頭進み出てきた。

「ひと月ぶりだな」

　何食わぬ顔で片手を挙あげてくる、馬上の人物の顔に見覚えがありすぎて、本当だったら切なさで泣きたくなるはずなのに──フェルの言うべき感想はひとつだった。




「何やってるんですか、──クロウさま!?」




　血けつ相そうを変えたフェルに、クロウはなぜか首を傾げた。どうしてそんなに焦あせっているのか分からない、といった風ふ情ぜいで。

「何をって、求婚だ。古こ式しきゆかしい正教の伝統にのっとって、乳にゆう香こうと金と樫かしの杖つえならちゃんと積んできたぞ」

「あっ、そうかー求婚ですか。毎度お疲れさまです……じゃなくて!!」

「ノリがよくて重ちよう畳じようだ」

　あまりに彼が平然としているので、フェルも調子が狂くるってくる。ふと周囲を見渡すと、固かた唾ずを吞のんで「いったいぜんたい何事だ」とこちらを見ながら青くなるご近所さんがた。

　口をあんぐり開けて路ろ肩かたに立ち尽くす行ぎよう商しようや、洗濯物を取り込むのも忘れて籠かごを抱かかえたままバルコニーから下に視線釘くぎづけになっている隣のおばさん。

（あわわ、ごごごめんなさい！）

　とっさに飛び出したのは、非常にどうでもいいが大事な一言である。

「き、……近所迷めい惑わくなんですけど……!?」

「それは悪かった。あとでお前のご近所にはひとしきり謝しや罪ざいの挨あい拶さつに回ることにする」

「やめてそれは本当にやめて何人か失しつ神しんするので！　なんでそういう変なとこだけ庶しよ民みん風なんですか!?　冗談きついです！」

「残念。冗じよう談だんで隣国に渡って儀仗兵の行進を許可してもらうほど俺も暇ひまじゃない」

　それは本当に残念だ！

　次に言うべき言葉が見つからず、「あ、ここ曇くもってる」と窓の拭きどころを気にして現実逃とう避ひに走るフェルに苦笑し、「落ち着いたか？」とクロウはにやりと片かた頰ほおを吊り上げた。

　しかし、問題はそれだけではない。

　クロウの黒馬の後ろから、あろうことか、続々と覚えのある人物たちが現れたのである。




「よう、来たぜ！　久しぶりだなシレ──じゃねーや。『フェルディア』！」




　同じく路地に駐とめられた、豪ごう奢しやな四頭立ての紫色の馬車から軽かろやかに降りてきたのは、栗色の髪に、曇り空色の瞳の青年。

　見間違いようもなく、先帝ウーベルの第五子にして皇弟殿下の。

「ユアンさまっ!?」




「だけじゃないですよ。こんにちは予定義あ姉ね上うえ」




　さらには、いささか中性的な声が追加で響き、黄色の馬車が空き地に停とまった。中からのそっと出てきたのは、以前見た時よりも少しだけ背の伸びた、黒こく青せいの瞳にぼさぼさの黒髪を持つ少年。

「僕だってお迎えに付き合わされて来たのですよ。引きこもりの初長旅でお尻しりがたいへん痛いです。なので、こんなに頑がん張ばったのに空手で帰るなんて許し難がたいです。よって早く観かん念ねんしちゃっておバカさんな兄上のお嫁さんになるがいいのです」

「ヨミさままで!?」

　──〝兄弟きようだい全員が賛成すれば問題ないのか？〟

　ひと月前、アルトゥンでクロウに投げられた問いが頭を過よぎる。

（……ん？　待って。全員ってことは。まさかまさか）

　いや来ないだろう、いくらなんでもそこまで暇じゃないだろう。

　それを言うなら、多忙を極めているはずの宰さい相しよう閣かつ下かや、その他補ほ佐さに回っているはずの弟君たちが暇人すぎるわけだが、いくらなんでも。いやいや。

　必死に頭かぶりを振って馬鹿な予想を追い払うフェルの必死の努力を裏切るように、ひと際きわ大きく美しい、金で縁ふち取どった純白の箱馬車が少し離れた広場に停まる。従じゆう者しやが恭うやうやしく扉を開くと同時に、あたり一いつ帯たい、素晴らしい張りのある大だい音おん声じようがこだました。




「わはははは嫁（予定）!!　愚ぐ馬ば鹿か弟ていが面白そうなことをしたいとおねだりしてくるから、この偉い大だいなるお兄様が乗っかってやったぞ感謝したまえ！」




　真っ白な礼れい装そうには金の飾緒があしらわれ、額に輝く宝ほう環かんと、白しろ貂てんの尾で縁ふちを飾った鮮やかな緋ひ色いろのマントが、その身分を表している。

　何より、灰かい青せいの髪と少年じみた悪戯いたずら心ごころに煌きらめく空色の瞳。間違いようがない。




（エルラント現皇こう帝てい来ちゃった──!!）




　しかも、わざわざ正装までして。

　そろそろ頭が痛くて沸わきそうだ。沸ふつ騰とうするより虫が湧わくかもしれない。

「おや、先を越されたね」

　続けて、同じ馬車から降りてきた人物に、いよいよフェルはとどめを刺された。

　蜂はち蜜みつ色いろの髪と、孔く雀じやく緑みどりの瞳。いかにも絵本の王子様然とした立ち姿。

「……セタンタ陛下……」

「ここまで顔ぶれが一いち堂どうに会かいしては、こんな愉たのしい事態、参加しないと損そんじゃないか。ああジルフォード帝、貴き殿でんの馬車に同乗させてくれて感謝しますよ。『これで我らは義ぎ兄きよう弟だいだな！　ぶちゅう』と暑苦しく抱きつかれたのも、もういい思い出だ。というか一刻も早く記憶の彼方かなたに飛ばしたい」

「究きゆう極きよくどういたしましてだ！　またいつでもお義に兄い様の胸に飛び込んでくるがいい！　あと、次こそはシレイネ姫に会いたいものだな！」

「絶対に断る」

　揃そろいも揃ってあんたら全員国はどうした、と突っ込みたいが突っ込めない。なぜなら気力がない。

「さあ、お前の出した『断りにくい』という条件は揃えたぞ。話をしにきた。内容は察してのとおりだ」

　クロウは、──極ごく上じようの、漆しつ黒こくの正装に身を包んでいた。金の飾緒、胸の徽き章しよう。そして、剣を吞のみ込む黒龍の紋を縫ぬい取った、真しん紅くのマント。

　後ろにある見慣れた孤児院の壁──改装しても古ぼけた質しつ素そなそれと、あまりに不ふ釣つり合いで。まるで彼だけ浮いて見える。

　自分は、いちばんの襤ぼ褸ろを身に着けていて。髪を留とめるのなんて芋いも袋ぶくろの紐ひもだ。

　なのに、平然と彼は言うのだ。こんな、貧ひん民みん街がいのど真ん中で。




「約束どおり、宣言しよう。フェル、──フェルディア。お前に、求婚に来た」




「……っ！」

「立場が必要なら作ればいい。名目が必要なら用意しよう。そんなものはおまけに過ぎない。俺は、お前が欲しい」

　その言葉を聞くなり、フェルはその場から駆け出していた。
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「あら。やっと下りてきたわねん」

　転がるように孤児院の階段を駆け下りると、玄げん関かん前でクロウに応おうじていたのはガウェインだ。その場で「揃ったな」と笑むと、クロウは片かた膝ひざをつく。

　剣を鞘さやごと引き抜き、胸に掲かかげて、最さい敬けい礼れいを。

「ガウェイン殿。覚えておいでだろうと思うが、立春インボルクの誓いを果たしに来た」

「……」

「貴殿の愛まな娘むすめ、フェルディアを妻に迎えたい。ほかの誰も側そく室しつに迎える気はない。唯ゆい一いつの正妻として」

　──どうか許可を頂きたい。

「生しよう涯がいかけて守る。彼女だけが、俺の無む二にの宝だ」

（!!）

　力強い宣言に、フェルは思わず目を瞠みはる。

「……はぁ」

　対するガウェインは、それはそれは深いため息をついた。

「とりあえず近所迷惑の件については、あとで、四、五発殴らせて」

「……覚悟しておこう。で、答えは」

「お前ホント話聞く気ねぇな！」

　ガウェインはがしがし頭を搔かいた。

　やがて。

「……絶対言ってやるつもりなかったんだけど。この子、アタシの前で泣かなくなっちゃったのよ」

（え？　先生、何を）

　ぼそぼそと続けられた養やしない親の言葉に、フェルは面食らって声を失うしなう。

「でも、あんたの前なら、素直に泣けるみたい。母親としちゃ、ちょっと娘を奪とられたみたいで悔くやしいんだけど──幸せになれよ。二人一緒に、だ。じゃなきゃ認めねえ」

「！」

（……先生）

　最後の台詞はクロウに向けて。小声でぼそっと付け足したガウェインは、そっとフェルを見下ろした。

「だから──アタシからは、最後は本人次第だわね、としか言いようがないわ」

　琥こ珀はく色いろの瞳が、「あなたの思うとおりにしなさい」と語る。小さく頷き、フェルはクロウに向き合った。

「……離り縁えん、したじゃないですか。神誓ゲツシユだって、ガウェイン先生の立ち会いで解かい除じよしてもらった」

「ああ。〝シレイネ〟とな。結んでもいない神誓を、解くふりはした」

「エ」

「そもそも、俺は『お前』か『フェル』かとしか、神誓を立てていないぞ」

　言われて初めて気づいたが、たしかに『シレイネを離縁する』とは言われたが、『フェル』については一切触れていない。

（この舌した先さき三さん寸ずんっ……！）

　思わず言い返そうと、フェルが息を吸った瞬間。




「理り屈くつじゃ、ないんだろう？」




　彼の言葉に、ぽかんと言うはずだった諸もろ々もろが吸い込まれてしまう。

　──〝理屈じゃないんです〟

　たしかに、あのアルトゥンでの晩、クロウにフェルが告げた言葉だ。

　実父コノールへの義理立てのために、ユナイア王女としての恩おん恵けいは受けられない。だから元の身分にも戻れないし、クロウの妻にもなれない。フェルはそう返した。

「たしかに、理屈じゃない。世せ間けん体ていでも道どう理りでもなく、俺はただ、自分の心に正直にここに来た。フェル、……他でもないお前自身が欲しいからこそ、迎えに来るなら王宮ではなくこの場所しかないと思ったんだ」

　孤児院で育った貧しい少女も、王族の血を引く姫君も、どちらも真実。けれどそんな立て前や外そと枠わく以前に、──小こ銭ぜにと労働と家族至し上じよう主しゆ義ぎな前向きすぎる貧びん乏ぼうド根こん性じようも、太陽のような笑顔も、妖よう精せい王おうやイグレックの魔ま手しゆから城や領民や使し節せつ団だんを守るために命がけで戦える強さや優しさも、全てに惚ほれ込こんだ。そして、クロウの兄弟たちや黒龍城の者たち、クルヴァッハの領民たちにも、そんなフェル自身が認められたから今がある。

「はじまりは身代わりかもしれない。だが、ここに集つどっているのは皆、お前自身を知り、認めた者ばかりだ。彼らの信頼も尊敬も親しん愛あいも全部、自分で勝ち得た成果だろう。だからこそ、ありのままの、偽いつわりない本心を教えてくれ」

（わたしの、本心……）

「……俺が、好きか？」

　声もなくぽろぽろ透とう明めいな雫しずくをまなじりからこぼすフェルの前に、跪ひざまずき。尊とうとい姫君にするように手を取って唇くちびるを落とすと、クロウは、再び同じ問いをくれた。

「俺と、幸せになってくれないか。お前の隣を歩きたい。お前と一緒に」

　阻はばむものが消え、がんじがらめの心も解けて。紛まぎれもない本音はただひとつ。

　言わなくても、伝わるかもしれない。けれど、敢あえて声にして答えるのだ。自分にとっての、確かな決意に代えて。

（あなたと幸せになりたい。あなたを──幸せにしたい）

「さあ、返事を」

　嬉しくて。でもそれを、素直に口に出すことができなくて。

　唇を閉じたのは一瞬。──永遠にも感じられる時間。フェルは、微笑ほほえんだ。

　思いついたのはあんまりな言葉だけれど。でも、それ以外に言いようがない。




「……しょうがないですね！」




　肩を竦めた瞬間、周囲から、わあっと歓かん声せいが上がる。

「ようやく意地を張るのをやめたか、嫁！」

「おめでとう。幸せになるんだよ、フェルディア！」

「ホントな！　あー、オレも結婚したい」

「頑かん張ばってくださいユアン兄上」

　ジルフォードが、セタンタが。ユアンがヨミが、手を叩き、祝福の言葉を贈ってくれる。気づけば拍はく手しゆは儀仗兵たちに伝わり、明るい歓かん声せいとともに周囲の家々も湧わきたった。

　やがて、建物の窓から、ありったけの花や即そく席せき紙吹雪が撒まかれる。「おめでとうございます！」と、鳴りやまない拍手と歓声が、うねりとなって祝福してくれた。



















[image: ]




　前ユナイア王コノールに、もう一人隠された王女がいた話については、眉まゆつばだと疑う者もいたようだが、公おおやけの場にフェルとシレイネが並んで姿を現した瞬間、あたりは静せい寂じやくに包つつまれた。

　真しん紅くのドレスに身を包んだ姉姫のシレイネと、純白のドレスに身を包んだ妹姫のフェルディア。双ふた子ごと公表しており、当然同い年だが、立場から、シレイネが第一王女ということになったのだ。

　──お披ひ露ろ目めの日。告知がないにもかかわらず、王宮の城門前には、広場どころか街中を埋うめ尽つくすほどの人々が噂うわさを聞いて押し寄せた。

　睦むつまじく手を繫つないで王宮のバルコニーに現れた、鏡映しの二人を見て、もはや反論を口にする者は誰もいない。やがて、シレイネの手で、フェルディアの正式な婚約者となったエルラント帝国の宰さい相しよう、黒こく龍りゆう公こうクロヴィスのもとにそっとその手が渡された瞬間、割れんばかりの拍はく手しゆと歓かん声せいがベルファスティスを揺るがせたのだ。
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「……なんだかまだ実じつ感かんが湧わきません。こんなことになるなんて」

　あの公こう然ぜん求婚から、あれよあれよという間にユナイア王宮に連れてこられ。身なりを整えられて、まずは貴き族ぞく、次は民みん衆しゆうと、次から次に引き回された。

　へとへとに疲れたフェルは、同じくあちこち挨あい拶さつに回ったクロウとともに王宮で与えられた貴き賓ひん室しつで、長なが椅い子すの手すりに懐なつく。

「そうか？　俺は、『やっとか』というところだが、まあ予想以上に派は手でなことになったな」

　といっても、へばっているのはフェルだけで、クロウのほうは慣れているのか涼すずしい顔だ。

「しかし、バルコニーでのお披露目でシレイネから、民に見えないように唇くちびるの動きだけで『一度でも泣かせたら殺す』と言われた時はさすがに俺も頰ほおが攣つりかけたな」

「へ？」

「まあワルプルギスには確実に泣かせるんでそこは抜きにしろとあとで言っておいた」

「ちょっと！　シレイネさまになんの話をっ……！」

　言い返そうと首だけ後ろに振り向けると、彼はちょうど硝子ガラスの水差しから冷たいハーブ水を注そそいで手渡してくれるところだった。「申し訳ございません！　殿でん下かにそんなこと」とフェルは慌あわてて長椅子から跳はね起きる。

「殿下、じゃないだろう」

　少し不ふ機き嫌げんな声とともに、冷えたグラスをむぎゅ、と頰ほおに押しつけられる。

「……クロウさま」

「仕方なさそうに呼ぶなよ」

　くすくす笑いながらも、呼び直せば機嫌は直ったらしい。

「そうだ。お前の香りを返しておこう。鈴すず蘭らんは、やはり俺には似合わないからな」

「わたしのオードコローニュもですよ。市場でおばちゃんたちに不ふ審しんがられました」

「……不審がられながらも使い続けてくれたわけだ？」

「う」

　──この人、一年経たったらものすごく前向き思考に変わっていやしないか。

　そっぽを向いて赤らんだ頰を隠すと、「こっちを向いてくれ」と髪を撫なでて頼まれる。それから、左手を取られて、薬指にひやりとした感かん触しよく。

「あ、……」

　約一年弱ぶりに己の指の上で輝く鈴蘭の結婚指輪に、フェルは思わず目を瞠みはった。

「受け取れよ。これは、正式にお前のものになったんだから」

　サファイヤやダイヤモンドの輝く、精せい緻ちな意い匠しようで小さな釣つり鐘がねたちを象かたどるそれを、フェルは改めて目の高さまで掲かかげて見つめた。

「……わたしの、ですか」

「あと、少し早いがこれも」

　そう言って彼は、もうひとつ小さな箱を取り出した。

　ぱか、と目の前で開かれた台座には、簡かん素そだが上品な意匠の指輪。たがね彫ぼりで蔓つる草くさのような紋もん様ようを表し、まるで石が嵌はまったように華やかに煌きらめくそれは──大小ふたつある。

「え？」

「故領に戻って、正式に挙式する時に見せようと思っていたんだが。つい持ってきてしまった」

　王おう侯こう貴族のならわしでは、男性が女性に結婚指輪を贈る機会は少なくとも二度ある。一度目は、白い結婚の期間中に仮かり初そめの妻であることを示す、少し派手な意匠のそれ。裕福な庶しよ民みんの場合は『婚約指輪』とされるものだ。

　もうひとつは、正式に夫婦となった二人が、互いに交こう換かんし合うもの。妻は、ひとつ目の指輪に重ねてつけるのが慣例とされる。

「……わたしが断る可能性は考えてなかったんですね」

　思わず素直な感想を述のべると、「諦あきらめるつもりもなかったから」と空恐ろしい返事がある。

「まったくもう。あなたってかたは！」

「……喜んでくれないのか？」

「いいえ。嬉しいです」

　きっぱりと頷いたフェルに、今度はクロウが目を瞠る。

「最初に指輪を頂いた時も、ホントは嬉しかったんです。あなたがわたしのことを考えながら作ってくださったものだって思ったら」

　大嫌いだった、意地悪で冷れい血けつ漢かんの毒どく龍りゆう公こう。

　怖くて、優しくて、ひどくてあたたかい彼に惹ひかれたのは、思えばはじめからだったのかもしれない。ただ、ずっと認めたくなかっただけで。

「口が裂さけても言えませんでしたけどね！　……わっ」

　朗ほがらかに笑うフェルの頰に手を添え、クロウは、こつんと額を合わせた。

「もう、逃げないか？」

「逃げません。ずっとそばにいます」

　きっぱり覚悟を決めてきた。

　戸と惑まどうことはたくさんある。気が引けることなんて盛りだくさんすぎて頭ず痛つうがしそうだ。でも、そんなのは些さ細さいなことで。




「たとえ天が我が上に崩くずれ堕おちんとも、たとえ海うな原ばらが我が身を吞のみ込まんとも。わたしはあなたの妻であることを誓ちかいます。この生しよう涯がいを懸かけて」




　はっきりと、正式な神誓ゲツシユを口にし、「誓いますよ！」と繰り返して両りよう拳こぶしを掲げるフェルに、クロウはしばらく呆気に取られたように黙りこくっていたが。

「やれやれ。お株かぶを奪われてしまったな」

　やがて、耐えきれないように噴ふき出した。

「ええ!?　なんで笑うんですか!?　わたしは真ま面じ目めに！」

　ずっと肩を揺らし続けているクロウに、だんだん照れが押し寄せてきて。フェルは思わず抗こう議ぎしようとしたが──その声は、彼の唇に吸い込まれて途と切ぎれてしまった。

　唇を軽く触れ合わせるだけの、羽のようなキス。

　びっくりしたフェルも、優しいその感触に安心して、そっと瞼まぶたを閉じる。

　やがてゆっくりと唇を離したクロウは、思わずといった風に、力いっぱいフェルを抱きしめた。




「俺も、誓おう。生涯、お前だけが俺の妻だ。フェルディア」




　誠実な誓いの神と、この命と剣とに懸けて。お前の名を呼んで、お前だけに誓うよ、と。

　どきどきと、心臓の音が気になった。

　身体からだをすっぽり包むあたたかい腕に、この上なく安心しているはずなのに、心しん拍ぱくが速まってちっとも収まってくれない。

　でも、抱きしめられたまま耳をくっつけた彼の胸も、同じ速さの鼓こ動どうを伝えてきて。この、夢みたいな今が、たしかな現実だと教えてくれるから。

「絶対幸せにしますから、クロウさま！」

「……それも、俺から言わせてくれないか？」

「う、すみません。……ふつつか者ですが、これからよろしくお願いします。『旦だん那なさま』」

　こっそり呟き、フェルはそっとクロウを見上げる。

「ああ。『これからずっと』、だ」

「！」

　群ぐん青じようの瞳と視線が絡からみ、気づけば自然と彼が頰に手を添えてくれて──



















　偽いつわりの花嫁は、真実の花嫁になる。

　少しずつ、同じ時を積み上げながら。

　秋の実りも冬の寒さも、共に過ごそう。一緒には、まだ知らないことが、たくさんある。二人で、おじいさんとおばあさんになるまで、数えきれないくらいの『まだ』を埋めていこう。

　春が過ぎ、待ちわびるまでもなく。──夏の足音はもう、すぐそこだ。





[image: ]






　──元白はく龍りゆう公こう・ジルフォード＝ペンドラゴン＝エルラント。

　そして、元黒こく龍りゆう公こう・クロヴィス＝ペンドラゴン＝エルラント。

　隣国ユナイアとの変わらぬ和平の礎いしずえを築いた双龍賢帝パイエラ・ペンドラゴンは、大国エルラント史上、類たぐいまれな頭ず脳のうと治ち世せいの手しゆ腕わんを誇ると並び称しようされている。

　前皇帝の死し後ご乱れるかに見えた国を、暴れ馬を馴ならすがごとく鎮しずめたのち、力尽きるように病やまいに斃たおれたジルフォード帝。

　兄の遺い志しを継いで帝位に即つき、ユナイアとの絆きずなを強固にし、自ら敷ふ設せつした大商路の富を用いてエルラント最盛期を築いたクロヴィス帝。

　彼はまた、『黒龍公のようだ』という慣かん用よう句くの語ご源げんとなった愛あい妻さい家かとしても名高い。

　一人の側そく室しつも持たず、機き知ちをもって政まつりごとをよく援たすけたユナイア王女フェルディア妃と、彼女とのあいだに儲もうけた子供たちを深く愛した彼に、ただ一度きりの離り婚こん歴れきがあることもまた、よく知られていることである。

　相手は、フェルディア妃の姉姫シレイネ。姉は深しん層そうの姫君。妹は、市し井せいに隠されて育った少女。しかし二人の姫は、鏡映しのようにそっくりな姿を持っていたという。

　それ故ゆえ、──いつからかエルラントでまことしやかに囁ささやかれ続ける伝説はこうだ。




　最初に来た妻と、二人目の妻は、同じ人物だった。

　──黒龍公は、生涯ただ一人の姫君を愛し抜いたのだ、と。











ＦＩＮ．
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　この度は、『（仮）かつこかり花はな嫁よめのやんごとなき事じ情じよう　～結けつ婚こんできたら大だい団だん円えん！～』をお手に取って頂きありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうでございます。

　本作は、仕事には積極的・恋愛には消極的な偽にせ花嫁（※離り婚こん済ずみ）と、そんな彼女に何度も告白しては鬼おにのように振られまくる不ふ憫びん系けい鬼き畜ちく旦だん那なさまの離婚ラブコメファンタジー・最終巻です。旦那さま、（重じゆう複ふくしてる場面もありますが）この巻だけでも振られる描びよう写しやが三回もあります（←数えた）。明らかに振られ過ぎですね。ごめんなさい。

　サブタイトル『離婚』で統一してきた本シリーズも、最後だけは『結婚』タイトルで一巻と対照させるのが夢だったので、叶って感かん無む量りようです。ここまで来られたのは、応援してくださった皆様のおかげです。本当に、ありがとうございます。

　今回、なんとあとがきを四ページもいただけました。せっかくの機会ですので、最終巻らしいことをお話ししたいと思います。よろしければお付き合いくださいませ。

　こんなに長いシリーズを書いたのは初めてで、気づけば連載開始から四年も経過していました。立冬から立夏まで、フェルたちにはずいぶん長い半年だったことでしょう。

　もともと『みんなやってる（※たぶん）、ド庶民あるあるをネタに、からっと読んですかっとするラブコメを書きたい！』というごく単純な思いからスタートした作品ですが、当初は色々ああでもないこうでもないと設定だのキャラだのに悩んだものです。

　先ごろ、「もともと、どんなもんだっけか……」と思い立って過去データ漁あさりをしてみたところ、ボツ案ボツ原稿の山が見つかりました。

　全般的に「なんじゃこりゃあ!?」の連続で、つまり自分でも、本当に、記き憶おくにない。

　そういうわけで、この機にうっかり発はつ掘くつしてしまった、作者本人も覚えていない連れん載さい前の赤あかっ恥ぱじ『プレ（仮）花嫁　※墓はか場ば逝いき案あん』の一部を晒さらして参りたいと思います。

①　フェルの趣味がぬか漬づけ作り

　西洋ファンタジーのくせに、なぜか、自作のぬか床どこを持参して嫁とついできて、ベッド下で茄な子すとかきゅうりを漬けるヒロイン。ぬかを投げつけて攻こう撃げきし、あまつさえ悪役（イグレック）は、ラストぬかに漬けられて成せい敗ばいされるというオチでした。

　担当Ｉ様の「あの……ぬか臭しゆうのするヒロインはちょっと……」という鶴つるの一声で廃はい止しになった記き憶おくがあります。よくぞ言って下さった、と思い出すたび感謝しています……。

②　ガウェイン先生が、一人称『僕』の優やさ男おとこ

　初しよ稿こうというか試し書きの時点では、院長先生、聖せい職しよく者しやは聖職者なのですが、「やあフェルディアさん」みたいな柔らかい話し方をする細身の優男でした。何が一番びっくりって、改稿を重ねるうちに、ある日突然なんの前触れもなくマッチョのオネエになっていたことです。どうしてああなってしまったのか、書いた本人も分かりません。




　そんな紆う余よ曲きよく折せつを経て運転を始めたシリーズでしたが、色々な方の助けを得て、なんとか完結にこぎつけられました。最後に、改めてお世話になった皆様に御おん礼れいを申し上げたく。

　イラストの山やま下したナナオ様。山下様のイラストがあってこその（仮）花嫁シリーズで、私め自身が表紙に、イラストに、あとがきに、カバー裏に、何度活かつ力りよくを頂いたか分かりません。今回の美び麗れいな表紙……本編初のフル笑顔のフェルと幸せそうなクロウに、頰ほおが緩ゆるみっぱなしでした。それと、今回の一番の見所イラストが……！　もう家か宝ほうにします。一緒にお仕事ができたこと、至し上じようの幸せでした。

　担当のＩ様。いつもご迷めい惑わくばかりおかけしてと言うのも恐ろしいほど本当にまじ迷惑しかかけてなくて申し訳ございませんでした……。問題発言をあとがきに使っていいか尋ねたら「金取るぞ、百円」と返して下さるセコ寛大さに救われて参りました。私めに足りない乙女おとめ成分をしっかり補ほ充じゆうして下さる的てき確かくなご指摘と、無茶ぶりスケジュールでもばっちりキメてくださる敏びん腕わんぶりに、言葉にできないほど感謝しています。ほ、本当ですよ。

　そして、素敵すぎるコミカライズを描いてくださった兔うさぎろうと様！　最終巻で某ぼうお方が登場するのは、ぶっちゃけ確実に兔様のコミカライズの影響です。今回もお忙しい中ご寄き稿こういただきありがとうございます。兔様にご担当いただけて、本当に幸せでした。

　可か愛わいらしいデザインで一冊一冊を盛り上げて下さったデザイナーＳ様（幕まく間あいの柱はなんと毎巻オリジナル）、丁てい寧ねいな仕事ぶりでいつも世界観を補おぎなってくださった校正Ｈ様、行き詰って相談するたびに、忙しい合間を縫ぬって冷静で正確なアドバイスをたくさんくれた姉。印刷所様に書店様など、販売・流通に関わってくださった全ての皆様に。

　また、お手紙で、メールで、何度もあたたかな感想を送って下さった皆様。なかなかお返事できずに本当に申し訳ございません。執しつ筆ぴつ中ちゆう、何度か「ああだめだこりゃもう死んだ」と頭を抱かかえることもありましたが、その度に救われて参りました。

　最後に、ここまでお付き合い下さった、すべての皆様に。

　本当にありがとうございます。一言では言い足りませんが、ありったけの感謝を込めて。




　最後におしらせをひとつ。なんとあと一冊、後日談の短編集を出していただけることになりました。うっかり最後の最後に撒まいてしまった伏線などを回収して参りたいと思いますごめんなさい。よろしければ、またお目にかかれれば幸いです。





愛用ＰＣシャ●のひどい一いつ発ぱつ変へん換かんが今の今まで調ちよう教きようしても直らなかった夕鷺かのう拝




























著

夕鷺かのう

Kanoh Yusagi




(仮)花嫁シリーズ、とうとう最終巻です。

ここまでお付き合いいただき、本当にありがとうございます！

思えば、13冊ぶんヒロインに振られ続けてきたんだなあと思うと、不屈の鋼鉄メンタルを持つヒーローにも感謝です。

そら髪の毛も減るわ……。




ＨＰ：bath*rabbit

http://bathrabbit.web.fc2.com/










イラスト

山下ナナオ

Nanao Yamashita




仮花嫁シリーズ完結!!　旦那様の髪の毛をロングで描いてしまいそうになる時が未だにあります。夕鷺先生の素敵で楽しいキャラ達を描かせていただけて本当に幸せです！

ありがとうございました！



















イラスト／山下ナナオ

デザイン／島田絵里子












電子版　ビーズログ文庫







(仮)かつこかり花はな嫁よめのやんごとなき事じ情じよう




～結けつ婚こんできたら大だい団だん円えん！～








夕ゆう鷺さぎかのう
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『(仮)花嫁のやんごとなき事情　～結婚できたら大団円！～』

2016年8月23日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/
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